




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　深夜のファミリーレストランは、独特の空気が漂ただよっていると思う。

　疲つかれた風ふう貌ぼうのビジネスマンに、終電を逃のがしたらしい若い女性のグループ。どんな内容だか、こんな時間になにかの商談か相談をしているらしい、社会人グループ。

　そして、自分たちのような補導対象年ねん齢れいの若者集団……と。

「で、トシの今の飼い主……クラブＱのマイミさんだっけ」

　ドリンクバーのグラスを握にぎり締しめてぼんやり店内を眺ながめていた朝あさ霞かは、同じテーブルに着いている友人に名前を呼ばれて視線を戻もどした。

「あ？　ああ……チガウ。今は、宿無し。舞まい美みのとこは一昨日おとといの夜に出てきた。出向になったせいで遠えん恋れん中って言ってた男が予告なく来たらしくて、鉢はち合あわせした。修しゆ羅ら場ばはゴメンだから、俺が出た後どうなったのかは知らね」

　恐おそろしい形相で睨にらみつけてきた男曰いわく『引っ張り込んでる男』が、自分の約半分の年齢だと知れば、どんな顔をしただろう。

　バラせばもっと面おも白しろい展開になったかもしれない……と思えば少しだけ残念だが、特別な思い入れのあるわけではない女が原因で殴なぐられるのは遠えん慮りよしたい。

　淡たん々たんと語った朝霞の言葉に、友人は「ぎゃはは」と下品な笑い声を上げた。

「そりゃなんつーか、タイミングがいい……いや、悪かったな。じゃ、今はどこで寝ね泊とまりしてんの？　イイ子で、家に帰ってんのか？」

「今ぁ？　おまえらと、こうやってんだろ。昨日の夜はヒロカに泊めてもらって……一昨日は、朝までテンガロンの隅すみっこで飲もうとして、名前……忘れたけど、どこかの女に拾われてホテルでご休きゆう憩けい」

　転がり込んでいた女性の部屋を出てから、どこをどうさ迷っていたのか事実のみを淡々と語った朝霞に、友人は呆あきれた顔でつぶやく。

「あちこちで餌えさを貰もらう野の良ら猫ねこか」

　自分たちの会話を聞いていた別の友人にまで、

「……家に帰れよ」

　そう短くツッコミを入れられて、短く一言だけ返す。

「ヤダ」

　朝霞にとって、自宅は安息の地ではない。こうしてファミリーレストランで時間潰つぶしするほうが、気が楽なのだ。

「ヤダって、お子様かっ」

　テーブルの下で足を蹴けられて、「なにすんだよ」と眉まゆを顰ひそめた。

「あいつら、俺がしばらくいないのもわかってねーだろうし。警察のお世話にならずに生きてりゃ、それでいいって言い渡わたされてるからなぁ」

　朝霞は、家族構成を語れば必ず「今時珍めずらしい」と言われる、十人兄弟の末っ子だ。上から三人は家庭を持ち、二人は一度結けつ婚こんしたものの離り婚こんして子連れで出戻ってきて、二人は就職して自宅を出て社宅に住み……フリーターの一人と、自分を含ふくむ下から二人は学生なので自宅に残っている。

　あまり広くない二階建て四ＬＤＫの家に、両親と出戻ってきた兄と姉、それぞれの子供が計四人……加えて、自分を含めた兄弟三人が生活しているものだから、物理的にも精神的にも窮きゆう屈くつで堪たまらない。

　結果、朝霞は中学生の頃ころから同級生宅や「おいで」と手を差し伸のべてくれた年上の主に女性の『お友達』宅に転がり込み、もうすぐ十七歳の今では月に一、二度自宅に帰ればいいという……教師曰く「親不孝」な生活を送っている。

「一応、高校くらいは卒業しろって言われてるけど……そろそろ出席日数がヤバい。制服、どっかに忘れてきたから私服で行ってもいいかなー」

「……いや、よくねーだろ」

　呆れた顔で答えた友人に、「だよなぁ」とおざなりに返す。

　高校に行けば、それなりに話す相手はいる。

　教室内で少しばかり浮ういているとは思うが、朝から放課後まで学校で過ごすことが死ぬほど苦痛というわけではない。

　学校かナイトクラブかゲームセンターか……場所が変わるだけで、適当に時間を食い潰すのは同じだ。

「学費がもったいないし、退学するかってことも考えたけど……学生って身分は便利なんだよな。上も全員高校は出ているし、高校中退無職はさすがに母ちゃんに殴られそう。兄貴にも、その歳としでヒモ生活か？　ロクデナシって凄すごまれたし」

　家族計画を始めとして、そうとう適当で大おお雑ざつ把ぱな性格の両親だが、変なところで常識的なのだ。

　父親が柾まさ臣おみだから、兄弟の男は全員『柾』の字を含み……長ちよう兄けいが『柾まさ一かず』で二男が『柾まさ二ふ巳み』、五番目の兄は『柾まさ五ご郎ろう』で、八番目が『柾まさ八や』……十番目の子供だから『柾まさ十と司し』と、いい加減な名づけをしたくせに。

　それも、一番上の姉が「さすがにそれは」と止めてくれなければ、これで打ち止めとばかりに『柾まさ十と止し』になるところだったと知ってからは、姉に頭が上がらない。

「ヒモかー。確かにおまえなら、そのツラで食っていけそうだけど。この前も、なんかスカウトされてなかったっけ。モデル事務所だったか？」

「……いくらなんでも、怪あやしすぎだろアレ。俺くらいの見てくれなんか、都会に行けばゴロゴロいるだろうし。モデルって、タッパがないとダメなんじゃなかったか？」

　今の朝霞は、百七十センチの半ばだ。同級生の中ではそれなりに上背があると思うが、モデルという職業が務まるほど突とつ出しゆつした身長でも容姿でもない。

　有名な美び丈じよう夫ふだったという祖父に、兄弟の中で一番似ていると言われる外見は、このあたりではそこそこ持て囃はやされている。それでも、都会では埋まい没ぼつするだろうと……その程度には自分を客観視することができる。

　夏休みに友人と遊びに行った都心では、芸能事務所を名乗る男女数人から名めい刺しを渡されたりもしたが……なにも考えず食いつくほど考えなしではない。

「つっても、そこで伸び悩なやむってわけじゃないだろ」

　朝霞の頭に手を乗せて、「まだ成長中」と笑った年上の友人の手を、ムッとして無言で振ふり払はらう。

　確かに、ここで成長がストップするとは思いたくない。一番上の兄と同じ、百八十センチ程度は身長が欲しい。

　そう答えようとしたところで、ベンチタイプのソファの背もたれ越ごしに女性の声が聞こえてきた。

「……そう思うわ。いくつ？」

「あ？」

　怪け訝げんな思いで振り向くと、通路に立ち止まった女性が自分を見下ろしている。

　朝霞と視線が合い、無ぶ遠えん慮りよに顔を寄せてきた。

「あら、近くで見るとますますいい感じ。高校生よね。将来有望な成長株。顔立ちもいいし、目め力ぢからがあるわ。ここに入って来た時にチラリと見ただけでも、手足が長くてスタイルもよさそうだったし。肩かた幅はばもあるんだから、身長はまだまだ伸びるでしょ。大型犬の仔こ犬いぬちゃん、って雰ふん囲い気きだわ」

　こちらが口を挟はさむ間もなくしゃべりながら、朝霞の前まえ髪がみを摑つかんで目元を露あらわにさせる。至近距きよ離りで視線が絡からみ、ドクンと心臓が大きく脈打った。

　女性と密着することなどすっかり慣れているはずなのに、視線で縫ぬい留められたかのように動けなくなる。

　間近でこちらを見る女性は、素す顔がおがわからなくなるほど化け粧しようを塗ぬりたくっている様子もないのに、この地方都市ではまずお目にかかれない目鼻立ちのハッキリとした美形だった。

　三十歳前後……？　と感じたけれど、正確にはわからない。

　迫はく力りよく負けしそうになった朝霞は、ほんの少し怯ひるんだことを隠かくそうとギロリと睨みつけて口を開く。

「な……なんなんだよ、オバサン」

「……オバサン？　いい度胸ね、少年」

　目を細めた女性が、朝霞の顔を両手で挟み込んで更さらに数十センチの距離まで顔を寄せてくる。

　同じテーブルを囲んでいる友人たちも、突とつ如じよ乱入してきた美女のオーラに気圧けおされているのか、黙だまりこくって成り行きを傍ぼう観かんしているようだ。

「ちょ……戻もどってこないと思ったら、なにやってるんです実み弥や子こさん！　子供に絡まないでくださいよ」

　……助かった。

　女性の連れらしい若い男性が、至近距離で睨にらみ合っている自分たちのあいだに割って入ってくれる。

　その横顔には、なんとなく見覚えがあって……無言で眉を顰めた。

　なんだったか、テレビのＣＭで見た気がする。前々彼女に、「若手の俳優さんなの。すっごい好み」と無理やり見せられたような……。

　いや、まさか。そんなテレビに出るような人間が、こんな海しかないような街の深夜のファミレスにいるわけがない。

　無言で思考を巡めぐらせている朝霞の困こん惑わくを知る由よしもなく、二人が会話を交かわす。

「なにって、原石の発はつ掘くつ。……この子、どう？」

「どうって……へぇ……」

　困惑気味に朝霞を見下ろしてきた男性だが、目が合った瞬しゆん間かんふと真顔になった。目をしばたたかせると、マジマジと朝霞を観察してくる。

「ふーん……最近の売れ筋からは、ちょっと変わったタイプだけど……実弥子さんの目は確かだからなぁ。面おも白しろいんじゃない？」

「でしょ。うまく育てれば、大化けすると思うの。オーディションに出る子とか子役上がりって、品行方正なお行ぎよう儀ぎのいい優等生ばっかりで面白くないのよね。工事現場で旗を振ってた、あんた以来の拾い物かも」

「……誘ゆう導どうした車から降りてきて、いきなりガシッと腕うでを摑まれた時はメチャクチャ面めん食くらったけどね。この子も、目を白黒させてるよ」

「だ、だからなんなんだよ！」

　自分を見下ろしながらわけのわからないことを言い合う二人の大人に、立ち上がった朝霞は精いっぱいの眼力で威い嚇かくする。

　……ヒールの高い靴くつを履はいているのかもしれないけれど、女性の視線が数センチ高い位置にある。男性の方は、更にそれより上だ。

　立ち上がっても見下ろされている状じよう況きようは変わらなくて、予想外の状況に「ジロジロ見てんなよ。あっち行け」と凄むつもりだった言葉が、喉のどの奥に詰つまってしまった。

「活いきがいいな」

「躾しつけがいのありそうな仔犬ちゃんだこと。……あなたの言う、怪しげな芸能事務所の関係者なんだけど、暇ひまだったら少し話さない？　退たい屈くつそうなつまんない顔、凜り々りしいものに変えてあげるわよ」

「そのつまんない顔に、需じゆ要ようがあるのかよ」

「あなた次し第だいね。……氷が融とけて薄うすまったコーラの入ったグラスを握にぎって、ぼーっと空気を眺ながめてるよりは、有意義な時間だと思うけど？」

　いつから見られていたのだろう。

　ぼんやり空中に視線を泳がせていたことを指し摘てきされ、反論の意気が殺そがれる。

　朝霞が口を噤つぐんだからか、女性は笑えみを深くしてベンチソファの後ろ側からテーブル脇わきへと回り込んできた。

「交こう渉しようの第一段階、クリアってことで……テーブルを移動してらっしゃい」

　自分たちのテーブルにあった伝票を指先で抜ぬき取ると、視線で店の奥を指す。同じテーブルに着いていた友人たちは、完全に女性に迫力負けしたらしく黙って席を立った。

「あっ、おい」

「俺らは、お邪じや魔まみたいだし……カラオケにでも移るわ」

「じゃあな、トシ。ゴチになりまーす」

　女性が手にした伝票をチラリと見て軽く頭を下げると、朝霞をその場に残してぞろぞろと去っていく。

　見捨てるのか、という台詞せりふはこの人たちに怯おびえているようで、なんとなく情けないし……呼び止める言葉を思いつかない。

「こっちよ、トシくん？」

　犬を呼び寄せるように手のひらを上にして手招きをされ、チッと低く舌打ちをして……彼女の後に続いた。

「トシくんって呼ぶな。……朝霞、柾十司」

「へぇ、いい名前ね」

　ふざけんなよ、と吐はき捨てて背を向けるのは簡単だった。

　でも、この退屈な日々が変わるかもしれないと、心のどこかで期待する自分を引き留めることができなかった。




　　　　□　□　□




　深夜のファミリーレストランで拾われた夜から、半月後。

　身の回りのものを詰め込んだ大きなスポーツバッグを一つだけ持った朝霞は、真新しいマンションのエントランスホールに立った。

　外から見た限りでは十五階以上はありそうな、それなりに大きなマンションだ。住人は少なくないと思う。

　加えて、二十時という時間は閑かん散さんとするほど深夜ではないはずだが、不思議と近くに人はいない。

「ここ……だよな」

　指定された時間ピッタリのはず、とエントランスホールの壁かべにかかった時計を見上げたと同時に、背後から名前を呼ばれた。

「あっ、朝霞柾十司。ちゃんと来たのね。駅まで迎むかえに行く時間がなくて申し訳なかったけど、迷まい子ごにならなかった？」

「……ガキじゃないんだから、タクシーに乗って行き先を言うくらいはできる」

　カツカツと、ヒールの高さを感じさせない軽快な早足で近づいてきた女性は、ボソッと答えた朝霞の背中を結構な力で容よう赦しやなく叩たたく。

「可愛かわいい態度だこと。集合玄げん関かんの暗証番号を教えるから、一度で憶おぼえてね」

　朝霞の腕を摑つかむと、自動ドアの脇に設しつらえられているインターホン付きの機械のところに誘導する。

　暗証番号を打ち込む指先を見下ろして、繊せん細さいなネイルアートの施ほどこされた指が辿たどった四桁けたの数字を頭に叩き込んだ。

　静かに開いた自動ドアをくぐると、エレベータホールに歩を進める。

　無言でエレベータに乗り込むと、夜にもかかわらず完かん璧ぺきな化け粧しようが施された横顔にチラリと視線を向けた。

「あんた」

「名前、教えたわよね」

　目を合わせるでもなくピシャリと言い返されて、グッと喉を鳴らす。

　ファミリーレストランでの初対面の日と、両親への挨あい拶さつに自宅まで来た日……と、顔を合わせるのは今日で三回目だが、この人には朝霞の知っている女性たちとは異なる迫はく力りよくがある。

　気圧されて言いつけに従っていると思われるのは面白くないけれど、黙り込むのは負けを認めるようでもっと悔くやしくて、渋しぶ々しぶと呼び直した。

「……小お関ぜきさん」

「マンションでは、実弥子さんって呼んで。人前では、社長ね」

　呼び方を指定され、仕方なく言い直す。

「実弥子……さん。俺を同居させるって……若い男を連れ込んでいるとか、思われないのかよ。大人はセケンテーとか気にするだろ」

「面めん倒どう見るって、ご家族と約束したからね。これまでも、タレントが未成年のうちは同居させてたから、心配無用」

　朝霞の家を訪おとずれた実弥子は、両親や兄姉の前で、『柾十司くんが成人するまでは、責任を持ってお預かりします』と宣言したのだ。

　衣食住の心配は一いつ切さいいらないと言い切った実弥子に、朝霞の家族たちは困惑したように目配せをし合っていた。

　兄が、

「コイツが使いものになりますかね。頭は悪いし、外見は地方では目立つものでも都会に行けば中の上くらいでしょう」

　と訝いぶかしそうに口にしたけれど、実弥子は根こん拠きよのない自信を崩くずさなかった。

　朝霞に目を向けて、

「使いものになるかどうかは、柾十司くん次第ですね。あ、もし私の見込み違ちがいでも経費を請せい求きゆうしたりはしませんから、ご心配なさらないでください」

　そう、朗ほがらかに答えたのだ。

　挑ちよう発はつされていることは薄うす々うす察していながら、

「使いものになってやるよ。経費を百倍にして還かん元げんしてやる」

　などと宣言した自分は、単純にも実弥子の口車に乗せられたバカだとわかっている。

　呆あきれたように「大きな口を叩いて」と苦く笑しようした家族とは違い、実弥子は勝ち誇ほこったような微び笑しようを浮うかべていたのだ。

　事実、やると決めたからには見込み違いだなどと言わせる気はない。不安が……ゼロだと言えば噓うそになるが、それを実弥子に感づかれるものかと虚きよ勢せいを張る。

「じゃあ、危機感は全然ないわけ？　俺、男なんだけど」

　意図して実弥子に身体からだを寄せ、耳元で囁ささやく。

　これまで、朝霞が『飼われていた』年上のお姉さんたちと比べれば手て強ごわそうだが、所しよ詮せんオンナ……と唇くちびるに笑みを浮かべたと同時に、エレベータの上じよう昇しようが止まった。

「着いたわ。……はっ、男ね。お子様に、危機感なんか抱いだくわけないでしょ。どうせなら、もっと上手うまく迫せまりなさいよ」

「……チッ」

　顔面を手のひらで押し退のけながら鼻で笑われた挙げ句、完璧にスルーされてしまった。

　エレベータ内に置き去りにされそうになり、慌あわてて閉じかけた扉とびらをこじ開けると先に廊ろう下かへ出た実弥子を追いかける。

「それに、二人きりじゃないから。うちには天使がいるの」

　朝霞を振ふり返ることなく廊下を歩きながら口にした実弥子は、ショルダーバッグからキーケースを取り出した。

　廊下の突つき当たりのドアの前で足を止めて、朝霞をチラリと見み遣やる。

「天使だぁ？　犬か猫ねこでも飼ってんのかよ」

　朝霞にとって『天使』という形容が許されるのは、無む垢くな動物だけだ。人間は、自分を含ふくめて利己的で勝手なばかりの生き物で……疎うとましい。

「百聞は一見に如しかず、ってね」

　朝霞の問いに答えることなく、開かい錠じようして玄関扉を開けた。視線で入るように促うながされて、整然としたエントランスに足を踏ふみ入れる。

　自宅は常に雑然としているし、転がり込んでいた友人宅や女性のマンションもこれほど整理整せい頓とんされているところはなかった。

　シューズボックスの前に靴くつが出されていたり、傘かさ立たてがあったり、廊下に上がってすぐのところにはスリッパが並べられていたり……と生活感はあるのに清潔な空間が不思議で、戸と惑まどいながら靴を脱ぬぐ。

　大きなバッグを玄関の隅すみに置き、うつむいてスリッパに足を入れていると短い廊下の奥から足音が近づいてきた。

「実弥子さん、お帰りなさい。新しいお兄さんが来るんだよね。ご飯用意してあるけど、どこかで食べちゃった？」

　実弥子が立ち塞ふさがっているせいで、声の主の姿は見えない。

　ただ、子供の……変声期前の少年特有の声だと思われる。この澄すんだ声は、自分が失なくして久しい。

「私はまだ。柾十司くんも、まだ……よね？　軽く間食していても、若いんだからいくらでも食べられるでしょ？」

　朝霞の前に立っている実弥子が、振り向いて朝霞と目を合わせる。

　その目は「まさか断らないでしょうね」と語っていて、迫はく力りよくに圧おされた朝霞はコクコクとうなずいた。

「よかった。クリームシチューなんだけど……あ、嫌きらいだったらごめんなさい」

「いや……嫌いじゃない」

　短く答えると、声の主が実弥子の身体の脇わきから顔を覗のぞかせた。ホッとしたような笑えみを浮かべた少年と、視線が絡からむ。

「よかったです」

　……なんだ、これ。

　啞あ然ぜんと目を瞠みはった朝霞は、声もなく廊下に立ち尽つくして少年を見下ろす。

　少し癖くせのある、柔やわらかそうな栗くり色いろの髪かみ。

　不自然なほど大きくはなく、でも存在感抜ばつ群ぐんのキラキラとした瞳ひとみ。

　小学校、低学年だろうか？　身長は朝霞の胸むな元もとあたりまでしかないけれど、圧あつ倒とう的なオーラに負けて身動きが取れない。　>>>♥

「あの……？　やっぱり嫌いだった？　シチュー」

　小首を傾かしげた少年に不安そうに尋たずねられた朝霞は、ぶんぶんと勢いよく首を左右に振って否定する。

「すぐに温めます。実弥子さんのお気に入りのお店で、バゲットとクロワッサンを買っておいたから……パンでいいですか？」

「あ、ああ。なんでも食う」

「じゃあ、パンも軽く温めておきますね」

　朝霞が答えると、そう笑って身体の向きを変えた。

　パタパタと足音が遠ざかり……その背中をぼんやりと見送っていた朝霞は、視線を感じて廊下の壁かべにもたれ掛かかっている実弥子と目を合わせた。

　ニヤニヤと、人の悪い笑みを浮かべている。

　少年に目を奪うばわれていた自分に対する揶や揄ゆを含んでいるのは伝わってきたけれど、「なに笑ってんだよ」と突っ張る余よ裕ゆうはない。

「み、実弥子さんっ。天使がいたっ！　なにあれ。人間が天使を飼っていいのかよっ。つーか、どこに落ちてんの？　俺も欲しいっ」

「……落ち着きなさいよ、駄だ犬けん」

　バシッと後頭部を平手打ちされて、グッと口を噤つぐむ。

　チラリと朝霞を見上げた実弥子は、「予想外の反応」とため息をついて言葉を続けた。

「だから、うちには天使がいるって言ったでしょ。アレは利り壱いち。私の甥おいっ子よ。……手ぇ出したら、息の根を止められたほうがマシって目に遭あわせるから」

　襟えり首くびを摑つかんで凄すごまれた朝霞は、何度も小刻みにうなずいて「もちろん」と目で訴うつたえる。

　あの天使を相手に、世せ俗ぞくの垢あかにまみれた自分が手を出すとか……できるわけがない。神しん罰ばつが下るに違いない。

「うちで同居したタレントの卵は、みーんな利壱の天使パワーの恩おん恵けいを受けて巣立っていくわ。あの子に、格好いいって言われたいでしょ？」

「…………」

　胸元を指差しながらそう言われても、なんとも答えようがなく……無言で頭を上下させるので精いっぱいだ。

　朝霞と視線を絡ませた実弥子は、笑みを深くして利壱に格好いいと言ってもらえる術すべを伝えてきた。

「じゃ、汗あせ水みず垂らして無様に努力することね。利壱は、頑がん張ばりをきちんと見てるわよ」

　もう一度、声もなくこくりとうなずいて……廊下の奥に目を向けた。

　白いエプロン姿の彼が、遠えん慮りよがちにこちらの様子を窺うかがっている。こっそり見ているつもりだろうけど、全然隠かくれられていなくて可愛かわいい。

　朝霞と目が合い、控ひかえ目な照れ笑いを浮かべて話しかけてきた。

「お話、終わりましたか？　配はい膳ぜんしてもいい？」

「あ、グズグズしていてごめんね利壱。手を洗ってくるわ。……このお兄さんの紹しよう介かいは、夕飯の席でもいいかしら？」

「うん。テーブルの準備を整えておくね」

　ニッコリ笑って利壱が引っ込むと、食器の触ふれ合う音が聞こえてくる。どこか懐なつかしい、クリームシチューの優やさしい匂においがほんのりと漂ただよってきて、和なごむ。

「マジ天使」

　心の声がつぶやきとなって漏もれ出てしまい、「あ」と実弥子に目を向けた。

　怖こわい顔で睨にらまれているのではないかという朝霞の予想は外れ、目を細めてこちらを見ている。

「利壱を前にしたら、みーんな毒気を抜ぬかれるから大だい丈じよう夫ぶよ」

「それは……どうも」

　玄げん関かんに入るまでの威い勢せいのよさはどこへ行った、とからかうでもなく生暖かい目で笑われてしまった。

　あの純じゆん粋すい無垢な存在に腑ふ抜ぬけになるのは自分だけではないと、慰なぐさめられているのかもしれないが複雑な気分だ。

「ほら、手を洗って……天使お手製のシチューをいただくでしょ。待ってるわよ」

「あ、うん。いただきます」

　素す直なおにうなずいた朝霞は、ゆっくりと廊ろう下かを歩きながら胸元に手を押し当てた。服の上からでも、忙せわしない鼓こ動どうが伝わってくる。

　……天使の矢に射い貫ぬかれたのに、心臓が普ふ通つうに動いているなんて不思議だ。







《一》







　約二ヵ月という短期間のアルバイトは、ありそうであまりない。

　引っ越こし補助や倉庫整理といった、どう考えても自分には不向きな肉体労働系か、なんとなく怪あやしげな『初心者歓かん迎げい。短時間勤務ＯＫ。高額報ほう酬しゆう。条件その他は応相談』という誘さそい文句のものばかりが目について、悩なやましい。

「うーん……コレに釣つられるのは危険だって、本能が警告している」

　スマートフォンを片手に、リビングのソファに転がってバイト検けん索さくをしていた利壱は、「ダメだぁ」と両手を頭の上に伸のばした。

　推すい薦せん入試で合格したことによって、せっかく大学受験から一足早く抜け出せたのに、時間を持て余すなどもったいない。

　それなら、入学式がある四月までの二ヵ月半を利用してアルバイトを……と思ったけれど、なかなか条件に合うバイト先が見つけられない。

　同居している叔お母ばは、会社経営者だ。相談すれば、なにかしら雑用として使ってくれそうだと思うが、身内に頼たよるのは少し格好悪いので最後の手段にしたい。十八歳男子の、ささやかなプライドだ。

「あっ、時間！」

　大きなため息をついたと同時に壁にかかっているカラクリ時計が視界に映り、寝ね転ころがっていたソファから勢いよく身体からだを起こした。

　テレビのリモコンを手にして、スイッチを入れる。パッと画面が映った瞬しゆん間かん、カラクリ時計の小窓から小人が出てきて、二十一時を知らせる音楽と共に踊おどり出した。

「ピッタリ。録画予約はしてあるけど、リアルタイムで見られるならきちんと見たいし」

　ソファに腰こしかけたまま居住まいを正した利壱は、テレビ画面に目を凝こらす。

　私立探たん偵ていの謎なぞ解ときサスペンスをテーマとしたスペシャルドラマは、三夜連続で放送される。いよいよ今夜でラストだ。

　オープニングで昨夜のハイライトが流れ、視し聴ちよう済みながら復習を兼かねて画面を眺ながめる。

　主役の探偵が、連続宝石店強ごう盗とうグループのアジトらしきところを突つき止めた……というシーンで犯人の一人らしき男のシルエットが背後に立ちはだかり、画面が暗転した。

　これまでは、手下や操あやつり人形のような身代わりを表おもて舞ぶ台たいに立たせて、自身は巧こう妙みように裏で操っていた黒幕の登場だ。

　まだ、顔は見えない。長身は黒い影かげで……それでも、手足の長い抜群のスタイルは予想がつく。

　背後の不ふ穏おんな存在に未いまだ気づいていない探偵に向かって、その影の主が声をかけた。

『コソコソと、なにをしている。不法侵しん入にゆう者が』

『な……なにっ？』

　言葉を失う画面の中の探偵は、驚きよう愕がくと恐きよう怖ふの表情を浮うかべていた。

　反して、ソファに腰かけてテレビを見ている利壱は、緊きん迫ぱくしたシーンにもかかわらずうっとりと頰ほおを緩ゆるませる。

「はぁ……いい声。発声の基本がきちんとできているから、抑おさえた声でもマイクが拾えるんだよな。滑かつ舌ぜつもいいし……って、でもちょっと風邪かぜ気味か？　語ご尾びが濁にごってるっていうか、掠かすれてる感じが……」

「さすが。よくわかるわね。高性能な耳……って、柾十司限定かしら」

　独り言のつもりだったのに、疑ぎ問もん符ふをつけた一言に答えが返ってきて驚おどろいた。

　勢いよく振ふり向いて、ソファの背のところに立っている叔母を仰あおぐ。

　二十二時を過ぎて帰宅したというのに、化け粧しようもスーツも完かん璧ぺきで、くたびれた様子が微み塵じんも窺えないあたりはさすがだ。

　今は芸能事務所の社長だけれど、元モデルの美び貌ぼうにも陰かげりはほとんどなく、この人の年ねん齢れいが四十も半ばだと言い当てられる人間は皆かい無むと言ってもいいだろう。我が叔母ながら、まるで魔ま女じよだ。

「お、お帰り実弥子さん。いつからそこにいた？　帰ってきたのに、全然気づかなかった。もしかして忍にん者じや修しゆ行ぎよう中？」

　独り言を聞かれてしまった恥はずかしさに、しどろもどろに搾しぼり出した台詞せりふが上うわ滑すべりしてしまった。

「私は気配や足音を殺してたわけじゃなく、普通に入ってきたわよ。利壱が、テレビ画面に集中しすぎて気づかなかっただけでしょ」

　呆あきれたようにそう言った実弥子は、利壱が視聴しているテレビをチラリと見み遣やる。

　すぐに興味を失なくしたように視線を逸そらしたのは、関係者として既すでにラストまで目を通しているせいに違ちがいない。

「データをあげるって言ってるのに」

「テレビ放送を、リアルタイムで見るのがいいんじゃないか。他のファンと、感動を共有できるし。それに、ＤＶＤが出るならきちんと買う」

「……相変わらずね」

　クスリと笑われてしまった。利壱の『彼』に関するファン歴と熱の入れ具合は、この叔母が誰だれよりも知っている。

「こんな時間だし……ご飯、食べてるよね？　なにか、軽く用意しようか？」

　利壱の両親は、国際機関の医師と看護師として一年の大半を海外で過ごしている。それも、治安がいいとは言い難がたい地域を転々としているので、利壱は日本に残り、母の妹である実弥子に預けられることになった。

　そんな叔母との同居は、十年を超こえる。

　実弥子自身が言い出したこととはいえ、生活や仕事に支障がゼロなわけがない厄やつ介かいな子供を引き取ってくれたのだから、できる限りのことはやりたいとお願いして、炊すい事じや掃そう除じといった家事の大半を利壱が担になっている。

　冷蔵庫にある食材を思い浮かべながら、すぐに準備できそうなものを挙げた。

「ミネストローネとか……ご飯の残りをお握にぎりにしてあるから、鮭さけと卵で雑ぞう炊すいにする？」

「ありがと。でも、大だい丈じよう夫ぶよ。ああ……相変わらず利壱は、デキた嫁よめだわぁ」

　実弥子は、「私ってば幸せ者」と笑いながら、ソファの背越しに利壱の首に腕うでを巻きつかせてくる。

　これは……確実に酔よっている。利壱を上じよう機き嫌げんで『嫁』呼ばわりする実弥子は、ご機嫌な証しよう拠こだ。

「よ……嫁っておかしいだろ。おれ、十八歳の男子」

「こんなに可愛かわいい私の利壱に、なにか問題でも？」

　両手で頭を摑つかまれて、怖こわい顔でマジマジと見み詰つめられ……無言で首を横に振った。

　反論したいのは山々だが、逆らうと酔っ払ぱらいに絡からまれて面めん倒どうだ。不本意でも、受け入れるのが吉きちだと学習している。

「あ、柾十司のドラマ見てたんでしょ。邪じや魔ましてごめんね。お詫わびに、この後のダークシャドウの行き先を……」

「ネタバレ禁止っ！　後で、録画を見るから！」

　ドラマ中でダークシャドウと呼ばれている、連続宝石店強盗グループの黒幕について語ろうとしたらしい実弥子を、必死で制止する。

　両手で耳を塞ふさぐ利壱の形相がよほど切せつ迫ぱくしたものだったのか、実弥子は「ふふふ」と人の悪い笑えみを零こぼした。

「冗じよう談だんよ」

「……酷ひどい。おれが、このスペシャルドラマを楽しみにしていたのを知ってるくせに。柾十司くんが最終話にしか出ないのは、ちょっと残念だけど……重要な役どころだもんな」

　横目で見遣ったテレビ画面では、利壱が目を離はなしているあいだに物語が進み……正体を隠かくしていながらも、目的の人物が素す顔がおを曝さらして登場している。

　警備会社の従業員として探偵と接している好青年が、どう悪の組織の黒幕へと変へん貌ぼうしていくのか楽しみだ。

「脚きやく本ほん家や制作側からも、もっと出演シーンを多くしたいって言われてたんだけど……撮さつ影えいスケジュール的に、ギリギリだったのよ。舞台が終わって、映画の撮とりの合間になんとか……だったから」

「相変わらず、忙いそがしそうだね。うちにも、全然遊びに来てくれないし。アメリカの話も聞きたかったのに、実弥子さん経由でお土産みやげだけ……って、お土産をもらえただけで充じゆう分ぶんだとわかってるけど」

　テレビ画面に映る俳優は、朝あさ香か柾まさ人と。本名は、朝霞柾十司。実弥子が、所属タレントの地方ロケに同どう伴はんして訪おとずれた土地でスカウトしたのだと聞いている。

　実弥子の誘さそいに応じた彼は、十七歳で地方から上京してレッスンを積み、十八歳で雑誌モデルとして芸能界にデビュー。若手俳優を集めた映画に端は役やくながら出演してからは、目を留めずにいられない存在感と端たん整せいな容姿で女性を中心に人気を博し、一気にアイドル的な存在へと駆かけ上った。

　公開されているプロフィールでは、百八十六センチの長身。手足が長くて腰の位置が高い、日本人離ばなれしたプロポーションを誇ほこっている。端整でハッと目を惹ひく目鼻立ちは、好みはあれど老ろう若にやく男なん女によが美形だと認めるもので、バラエティ番組でもそつのない立ち居振る舞まいを披ひ露ろうして先せん輩ぱい芸能人にも可愛がられているらしい。

　爽さわやかかつ存在感が抜ばつ群ぐんの柾十司は、そこに立っているだけで場を支配する華はなとカリスマ性がある。

　スキャンダルが一いつ切さいないことでも知られていて、大きなＣＭ契けい約やくや映画出演の依い頼らいが途と切ぎれることなく舞い込むようになり……芸能界デビューから二年足らずで、決して有力とは言えなかった叔お母ばの事務所において稼かせぎ頭がしらとなった。

　なにもかも順調だと誰もが思っていた二十五歳の時に突とつ如じよ芸能活動を休止して、半年前に帰国するまでの約三年間、語学の習得と芝しば居いの修行を目的にアメリカに留学していた。

　ミュージカルの舞ぶ台たいに立ったり、アメリカの連続ドラマにも出演したりして本場のエンターテインメントを体得し、日本に帰国した際にはすっかり『アイドル』とは呼べない存在になっていた。

　今では、清せい廉れんで聡そう明めいな検事役から正統派の王子様的な御おん曹ぞう司し役、更さらに陰のある悪役に至るまで、圧あつ倒とう的な存在感と演技力で器用に役をこなす実力派若手俳優だ。

　そんな彼が、息つく間もなく忙しく過ごしていたはずの外国でも、自分のことを忘れずにお土産をくれたというだけで喜ぶべきことだ。

　しかも、万ばん人にんを対象にしたであろうヘーゼルナッツバターのボトルや繊せん細さいな銀細工のブックマーカーだけでなく、利壱へと名指しした上で、マンハッタンの夜景を閉じ込めたようなミッドナイトブルーにキラキラしたホログラムがちりばめられた綺き麗れいな軸じくの万年筆まで。

　きっと、特別扱あつかいしてくれているのだと頭ではわかっていても、我が儘ままを言うなら直接手て渡わたしてほしかった。

　今の利壱は、直接言葉を交かわすことができない。こうしてテレビ画面や舞台に立つ姿を客席から眺ながめるだけで、すっかり遠い存在になってしまったことが少し淋さびしい。

　彼が上京した十七歳の時から、二十歳はたちになって独り暮らしを始めるまでの三年間、ここで家族同然の存在として一いつ緒しよに住んでいた頃ころが夢のようだ。

「このドラマ、先週からオンエアされているコーヒーのＣＭより前に撮ってるよね。前まえ髪がみが少し短い」

「当たり。さすが。あんたが、柾十司の一番のファンだものね。……スマホ、落ちてるわよ」

　投げ出した時はソファの座面にあったはずだが、実弥子に抱だきつかれたりしてゴソゴソ身動きしているうちに、フローリングへ滑り落ちてしまったようだ。

　屈かがみ込んだ実弥子が拾い、「はい」と手渡してくる。

「……バイト、探してるの？」

「あ……。うん。なかなか、見つからないけど。そんなに難しい条件じゃないと思うんだけどなぁ」

　バイトを検けん索さくしていた画面のままだったせいで、実弥子の目に留まったようだ。隠すことでもないので、スマートフォンを受け取りながらうなずく。

「お小こ遣づかい、足りない？」

　心配そうに尋たずねられて、慌あわてて首を横に振ふった。

　金銭的な理由……は皆かい無むとは言えないけれど、それがメインの目的ではないのだ。

「違う。父さんからの仕送りもあるし、舞台や映画のチケットは実弥子さんから貰もらえるし、充分すぎるくらい恵めぐまれてるよ。そうじゃなくて……卒業式までは学校に行くこともほとんどないから、時間を持て余しているのがもったいなくて。暇ひまでゴロゴロしてるのって、十八歳の若者として問題だと思わない？」

　冗談めかして笑いかけると、実弥子はホッとしたように頰ほおを緩ゆるませた。

　姉夫ふう婦ふからの預かりものという認にん識しきがあるせいか、昔から両親の不在を淋しいと感じる間もないほど実弥子が可愛がってくれた。

　居い候そうろうの身だし忙しい実弥子の役に立ちたいと、出来る限りの家事はさせてもらっているけれど、実弥子自身は利壱に気を遣つかわせていると気に病やんでいるようなのだ。

　小遣いが足りないと言い出せずにアルバイトをするようでは、他た人にん行ぎよう儀ぎだと肩かたを落とすに違ちがいない。

　抜群の営業力と経営手しゆ腕わんで、メディア業界の荒あら波なみを豪ごう快かいに乗り越こえるパワフルな女性……と関係者には思われているようだし、実弥子もそう振る舞っている。

　けれど実際の実弥子は、すごく繊細で優やさしい人だと利壱は知っている。

「利壱は、本当に堅けん実じつよね。大学も政経学部だし。モデルとかタレントとかは興味ないって、どれだけスカウトを落らく胆たんさせたことか。秘蔵っ子として温存して価値を吊つり上げておいて、広告業界に売り込んで大型新人としてデビューさせるんだろう……とか私がネチネチ嫌いや味みを言われて、絡まれるんだけど」

「興味ないっていうか、おれなんか使いものにならないと思うんだけどなぁ。際きわ立だつ美形でもないし、お芝居の勉強とかもしたことない。歌やダンスが、得意ってわけじゃなくて……売りポイント、なにもないよね？」

　首を捻ひねった利壱は、スカウトとか、実弥子さんの甥おいだと知っていて社交辞令か冗談で言ってるんだろ……と笑う。

　そんな社交辞令を本気にして利壱がその気になれば、相手も困こん惑わくするに違いない。

　自分がどの程度のモノか、利壱自身が一番よく知っている。もっと美形だったり格好よかったりする子は、街を歩けばいくらでもいるのだ。

「あんたねー……本当に自分がわかってないわ。外見だけで通用するなら、誰だれも苦労はしないの。もちろん演技力や歌唱力、ダンスの技術も必要だけど見られる立場としての『華』っていうのが重要なわけ。残念ながら努力で身に付けられるものじゃなく、天性の才能の一種なのよね。……今でも憶おぼえてる人は多いわよ。伝説の、天使シリーズ」

「うわっ、それを今持ち出さないでっ。五歳の頃ならともかく、この歳としになって天使とか……本気で恥はずかしいから！」

　実弥子が口にした『天使シリーズ』とは、子供の頃の利壱が出演したテレビＣＭのことだ。

　当時、事務所を立ち上げたばかりで所属タレントが多くなく、仕事はどんなものでも引き受けるというスタンスだった。

　今では平へい凡ぼんな男子高校生だけれど、子供の頃の利壱は当時の写真を自分が見ても確かに可愛かわいくて……実弥子について行ったテレビ局で声をかけられるまま、何本かのＣＭに出演することになった。

「ほっぺたに押し当てて、『天使も天国に持って帰りたい、もちもちエンゼル食パン！』ってニッコリ笑って……可愛かったわぁ」

「ぎゃー、黒歴史！」

　居たたまれない。

　食パンに頰を寄せて小首を傾かしげる、天使の決めポーズに倣ならう実弥子を見ていられなくなり、両手で目元を覆おおって頭を振る。

「うう……恥ずかしい決め文句まで思い出しちゃった」

　記き憶おくの片かた隅すみに追いやって、封ふう印いんしていた過去なのに……回想する実弥子につられて、引っ張り出してしまった。

　他ほかに、『天使も大好き、ふわふわエンゼル蒸むしパン』と『天使も微笑ほほえむ、さくさくエンゼルデニッシュ』、『天使が恋こいする、とろとろエンゼルクリームパン』などがあったのだが、それぞれ異なるエンゼルポーズとセットでよみがえる。

「ファン層が中高生中心のアイドルでもないのに、駅貼ばりポスターの盗とう難なんがあんなに多いのって異例なんだから。本っ当に、天使そのものだったものねぇ」

　街の中でも、頻ひん繁ぱんに「エンゼルちゃんだ！」と声をかけられ、その度たびに無理やり笑って愛あい嬌きようを振り撒まいていた。気を抜ぬくことができず、帰宅する頃には毎回ぐったり疲ひ弊へいしていたことも思い出す。

「色んな人に触さわられたり、手を摑つかんで引っ張られそうになったり……怖こわかったけど」

「ああ……まぁ、私も常に他人を誘ゆう拐かい犯じゃないのかって疑って警けい戒かいしなきゃいけないのは、疲つかれたわ。利壱に、大人が怖いなんて言わせちゃったし、申し訳なかったと思ってる」

「でも、悪あく魔まシリーズを出したいとかっていうオファーを、全部断ってくれたから……」

　大手パンメーカーの期間限定『天使シリーズ』は、秋から冬にかけて食パンから菓か子しパン、クリスマスケーキと展開して惜おしまれつつ終売した。

　メーカーから『チョコがメインの悪魔シリーズを出すから、引き続きデビルちゃん役をしてくれ』と熱心に打だ診しんされていたと知ったのは、随ずい分ぶんと後になってからだ。

　きっと、立場的に断るのが難しい依い頼らいもあったはずだ。

　けれど実弥子は、利壱自身が望まないからと、接せつ触しよくしたがる関係者を徹てつ底てい的にブロックしてくれた。

　おかげで利壱は普通の子供に戻り、余計なストレスを抱かかえることなく小学校生活を送ることができたのだ。

「正直、惜しい依頼もあったけどね。あんたに頼たよりっきりじゃ、マズイって危機感は持ってたし……若い子たちが『りいっちゃんに負けちゃいけない』って発奮してくれたから、いろんな意味で感謝してるわ」

　実弥子の事務所はそれ以降少しずつ軌き道どうに乗り、利壱がメディアに登場したのはあれが最初で最後だ。

　きっと、世間の人は忘れ去っている。十八歳になった今の利壱を目にして、『エンゼルちゃん』を連想するなど不可能なはずだ。

　それなのに、実弥子だけでなく業界内でもまだ憶えている人がいると聞き、可能なら全員の記憶を抹まつ消しようして回りたいくらい恥ずかしい。

「衣い装しように付けられた真っ白な羽がキュートで、何十万人をメロメロにしたことやら。あの年に発売した『天使が夢見る、真っ白エンゼルクリスマスケーキ』なんて、今でもあのメーカーの売り上げトップに鎮ちん座ざしてるそうよ」

「……それは、時代背景のせいだと思うけど。今じゃ、コンビニやスーパーでも有名パティシエのクリスマスケーキを売ってるんだから、パンメーカーが苦戦するのも仕方ないっていうか……当時より選せん択たく肢しが幅はば広ひろいだけあって、誰がイメージキャラクターを務めても昔みたいな売れ方は難しいでしょ」

　過去と現代の社会情勢を比ひ較かくして分ぶん析せきしつつ、淡たん々たんと語った利壱に、実弥子は大きなため息をつく。

「賢かしこい子って、扱あつかいづらいわぁ。それも一理あるけど、あんたの広告力は特別だったんだって！」

「見え見えの煽おだてになんか、乗らないよ。芸能界で生き残るのって、大変そうだし……叔お母ばの七光りで、おれみたいなのがちょろちょろするより、やる気と実力がある人にチャンスをあげるべきだと思う」

　ここ数年はタレントの卵を同居させることはなくなったけれど、柾十司だけでなく……何人もの新人が下積み時代を経て、ここから巣立って行った。

　利壱が知る限り、デビューから三年後でも業界で生き残っているのは二人だけだ。

「じゃあ、そんな利壱くんに叔母様からの提案。アルバイトに、面めん倒どうな男の付き人……っていうかハウスキーパーなんてどう？　大型犬の飼育に近いかもしれないけど」

「……どんなバイトだ」

　付き人とか、ハウスキーパーはわかる。でも、大型犬の飼育がその同列に並ぶわけがわからない。

　ふっと笑った利壱に、実弥子は真しん剣けんな顔でなにやらうなずいている。

「思いつきだけど、名案。また、世話をしていた付き人を追い出したみたいだし……とんでもない荒あれ地で生活しているかと思うだけで、こっちがストレスだわ。利壱なら、うまく躾しつけられるはず。うん、決定」

　独り言を口にして大きくうなずくと、利壱にチラリと視線を送ってくる。

　なんなんだ。荒れ地で生活とか、躾しつけとか……まさか、タレントの誰かが飼っている本物の大型犬の世話をしろとでも？

　どんな言葉が続くのか、利壱が身を硬かたくして待っていると、実弥子は唐とう突とつに「ぶはっ」と噴ふき出した。

「そんなに緊きん張ちようしなくても大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと、人間のオスだから。大人としてダメな生活をしている、柾十司の面倒を見なさい。柾十司には、私から話しておくから」

　目をぱちくりさせて実弥子の言葉を聞いていた利壱は、言葉の意味を理解すると同時に焦あせって頭を横に振ふった。

「ちょ……なんか、決定してない？　おれは、オファーを受けてないと思うんだけど」

　実弥子の語り口調では、既すでに決定事じ項こうのようだ。先ほどの台詞せりふの主役である利壱は、一言も承しよう諾だくしていないのだが。

　そう主張すると、意外そうに聞き返された。

「……断る気？　柾十司の世話、嫌いやなわけ？」

「そうじゃないけどっ。当の、柾十司くんの意見は？」

　利壱の希望や意見を無視するだけならともかく、当事者である柾十司の意思を確かく認にんしなければならないだろう。

　当人に拒きよ否ひされれば、いくら実弥子が決定しても根底から覆くつがえるのでは。

　利壱の言葉に、実弥子はシレッとした顔で当然のように答える。

「断らせないわ。あんたに懐なついていたし、文句は言わないだろうけど」

「おれが、柾十司くんに懐いてた……んじゃなくて？」

　奇き妙みような言い回しに、ほんの少し眉まゆ根ねを寄せて聞き返す。

　ここで柾十司が同居していたのは、利壱が七歳からの三年間だ。懐いていたのは、どう考えても子供だった利壱のはずだが。

　怪け訝げんな顔をしているだろう利壱に、実弥子はキッパリと言い切る。

「じゃ、なくて。あっちがあんたに懐いてたのよ。さっそく連れん絡らくしてみようっと。今は……撮さつ影えいが押してなければ、自宅かしら。遊び歩く余力はないはずだし」

　バッグからスマートフォンを取り出した実弥子は、利壱に背を向けてソファの脇わきから離はなれる。

　弁の立つ実弥子に、それ以上反論することはできなくて……啞あ然ぜんと、スーツに包まれた背中を眺ながめた。

「やっと出たわね。柾十司、あんたに朗報……ちょっと、最後まで聞いてから答えなさいよ。この前の……ああ、それはもういいから。で……そうそう。え、なに……？　ふふん、そんなこと、あんたが言えると……」

　キッチンカウンターのところまで歩を進めた実弥子の声は断だん片ぺん的にしか聞こえないので、電話の向こうの柾十司とどんなやり取りがなされているのか想像もつかない。

　視界の端はしに映るテレビ画面では、ついに正体を現した『ダークシャドウ』が不敵な笑えみを浮うかべて長回しの台詞を述べている。

　いつもの利壱なら、まばたきも惜しんでテレビ画面に齧かじりつく。

　柾十司の存在感が際きわ立だつ、最高の見せ場なのに……今は、いい声での口述がろくに耳に入らなかった。







《二》







　歩道を行ったり来たり……三往復目に足を止めた利壱は、無数の窓に明かりの灯ともった背の高いマンションを見上げる。

「……はぁ」

　ダッフルコートのポケットに両手を突つっ込んでため息をつくと、ふわっと顔の前に白い吐と息いきが舞まった。

　エントランスに足を踏ふみ入れることを躊躇ためらって、マンション周辺をうろうろしている自分はまるで不ふ審しん者だ。住人に目もく撃げきされれば、うっかり通報されかねない。

「実弥子さんのあの言葉、本当かなぁ。おれへの脅おどし文句っていうか……大おお袈げ裟さに盛ってるだけじゃないのかな、って気もするし」

　出がけに聞かされた実弥子の話は、にわかに信じ難がたいものだった。

　ただ、貴公子のような柾十司のイメージが暴落しかねない内容的にも憂ゆう鬱うつそうな表情も、噓うそではなさそうで……真に受けていいものかどうか、迷う。

「私生活が廃はい人じん寸前って、すごい言葉だ。生活能力ゼロで部屋が荒れ放ほう題だい、寝ね起おきが最悪で毎回遅ち刻こくギリギリ……うちにいた頃ころは、そんなことなかった……はずだけど？　んー……、そのあたりはよく憶おぼえてないかも」

　柾十司が自分たちのマンションで同居していた頃は、利壱はまだ小学生だった。

　朝は、朝食の準備だけしておいて柾十司より先に登校していたから寝起きがどんなものかわからないし、新人として様々なレッスンや雑務で忙いそがしい柾十司の帰宅は、毎日のように夜よる遅おそくだった。

　たまの休日は、私室で昼前後までゆっくり休んでいたこともあったけれど、ブランチやランチも兼かねて遊びに連れて行ってもらったりしていて……散らかすほどマンションにいなかったように思う。

「よく、ガキの相手をしてくれたよな。休みの日なんか、友達と遊んだり買い物に行ったり、自分の好きに過ごしたかっただろうに」

　居い候そうろうだという負い目と、世話になっている事務所社長の身内だからという義務感のせいで、子供だった利壱の相手をしてくれたに違ちがいない。

　他ほかのタレントの卵たちと違い、柾十司は友人を招くことも一度もなかったし……品行方正なイメージしかない。

「昔の感覚で逢あうと、ガッカリするとか幻げん滅めつ必至とか……あの頃とは別人って言われても、全然想像がつかない」

　利壱にとって、柾十司は大好きな理想の兄であり、今では尊敬する役者でもある。

　実弥子が芸能事務所の社長ということもあり、昔から舞ぶ台たい鑑かん賞しようをしたり映画やドラマを目にしたりといった機会が多かった。同じ年とし頃ごろの友人たちは、あまり見る機会がないであろうサスペンス物や社会派と言われるドラマ、実際の事件をモチーフとした逃とう亡ぼう中の殺人犯と刑けい事じの駆かけ引き……。

　これも門前の小こ僧ぞうとでもいうのか、数を重ねるうちにすっかりと目が肥えてしまい、話題性だけで新人アイドルが主演を務める青春映画などは「まぁ、まだ若いから。これからだよね」と、お年寄りが子供を見守るような気分になる。

　それでも、時にはダイヤの原石のような逸いつ材ざいが紛まぎれているものだ。ベテラン俳優の演技がこなれているのは当然ながら、若手の俳優や女優の中にも演技力だけでない存在感や独特の味がある人がいるので、馬ば鹿かにすることはできない。

「テレビ画面で見る限り、確かに変わったとは思うけど……あくまでも『役』だからなぁ。実際に逢わないことには、なんとも……」

　実際に逢う、と声に出しただけでドキドキしてきた。

　利壱が応おう援えんしている俳優や女優の中でも、『朝香柾人』は特別だ。デビュー当時は、いま一つと言われていた演技力は場数を踏むごとに成長しているし、存在感や場の空気を変えるほどの華はなは突とつ出しゆつしている。

　初めて柾十司が主演を務める舞台を鑑賞したのは、五年前だ。若手脚きやく本ほん家によって、古典のオリジナル作品を現代風にアレンジした『マクベス』は、無名の新人俳優を中心に起用して小劇場で実験的に上演されたものだと後で知った。

　大道具や小道具、舞台照明や音おん響きようを始めとして衣い装しように至るまで……関係者のほぼ全員が、それだけで生活できるプロフェッショナルではなかったらしい。舞台のすべてが粗あら削けずりながら熱量は凄すさまじく、子供だった利壱の心に深く突き刺ささった。

　そのたった一度で『朝香柾人』の虜とりこになった利壱は、実弥子に『柾人オタク』と言われるほどのファンとなった。

　アメリカに留学していた頃のドラマやミュージカル舞台の映像まで、身内の実弥子が所属事務所の社長だというコネクションを最大限に利用させてもらい、一つ残らずチェックしている。

　柾十司が載のった雑誌の切り抜ぬきを集めている分厚いファイルは、ついに六冊目に突とつ入にゆうした。本人に見られれば、あまりの熱心さに引かれる自信がある。

「なんか、変な感じ。一いつ緒しよに住んでいた頃の柾十司くんと久しぶりに逢うっていうより、熱心なファンとして芸能人に逢うみたいな……」

　一番に、どう声をかけよう。

　久しぶり……という感覚は、テレビや舞台を追いかけているせいか利壱にはあまりないが、柾十司にとっては利壱と逢うのは八年振ぶりだ。小学生だった利壱の成長と変へん貌ぼうに、驚おどろくかもしれない。

　挨あい拶さつ以前に、パッと見で『あの利壱』だとわかってもらえるかどうか不安になってきた。

「実弥子さんには、利壱はあの頃からあんまり変わってないから平気でしょ、とか言われたけど……さすがに変わってるよな？」

　広げた手のひらを見下ろして、でっかくなってる……はず、とつぶやく。

　身長は柾十司の公こう称しようより二十センチも低い百六十六センチしかないが、骨格は頻ひん繁ぱんに女の子と間違えられていた当時より遥はるかに男のものになった。

　私服だと、今でもたまに女の子と間違えて声をかけてくるナンパ男がいるけれど……きっとあの人たちは、目が悪いのだ。

「うう……どうしよ。緊きん張ちようしてきた。不在なら部屋に入ってていいって、実弥子さんから合い鍵かぎを預かったけど……寄り道をしなければ帰ってるはずだよね。二十時には撮さつ影えい所じよを出て……今が二十一時だから、あ、晩ご飯を食べて帰る可能性もあるのか」

　利壱のスマートフォンには、実弥子から送られてきた柾十司のスケジュールデータが収まっている。

　ドラマの撮影が終わって帰宅するはずの時間に合わせて、やって来たのだが……未いまだマンションに足を踏み入れることさえできないので、在宅かどうかさえ不明だ。

　実弥子は、

「利壱が行くってことは、言ってあるから。反対はしなかったし、面めん倒どうな男だけど世話してやって」

　などと言っていたが、付き人だかハウスキーパーだかとしての利壱を歓かん迎げいするとか、再会を楽しみにしているという雰ふん囲い気きでもなかった。

　そのことも、利壱の足をマンション前で止めさせている要素の一つだ。

「おれが押しかけるの、迷めい惑わく……かな。実弥子さんには、ファンだって柾十司くん本人には言わないようお願いしたけど」

　ミーハーなファンだと思われたら、自宅に入れてくれないかもしれない。

　初っ端ぱなから変に警けい戒かいされるのは淋さびしいので、『柾人オタク』としての自分は小出しにする計画だ。

　柾十司についての注意は、それだけでなく……。

　実弥子の言葉を思い浮うかべようとしたところで、マンションの敷しき地ち内にあるロータリー部分に滑すべり込んだタクシーが停とまった。

　なにげなく目を向けると、少し距きよ離りがあるのに加えて夜でもわかる、日本人離ばなれしたスタイルの長身の男性が降りてくる。

「あ……あれ」

　間違いなく『朝香柾人』だ！　と、頭の中でもう一人の自分が歓かん声せいを上げる。

　感激のあまり立ち竦すくんでいた利壱だったが、頭かぶりを振ふって『ファンの自分』を振り払はらい、エントランスホールに入って行く背中を小走りで追いかけた。

　ダークグレーのジャケットに包まれた広い背中、黒いパンツを穿はいた長い脚あし……清潔に整えられた黒い髪かみは、現在撮影しているらしい連続ドラマの役どころが、エリート検事というものだからだろう。

「あっ、あの……」

　どう呼びかければいいのか迷い、遠えん慮りよがちに声をかける。

　声が小さくて聞こえなかったのか、柾十司は振り向くことも足を止めることもなく大おお股またで歩き続け、居住者以外を拒こばむ自動ドアのセキュリティに指を伸のばす。

　斜ななめ後ろに立った利壱は、

「柾十司くん！」

　今度は少し声のボリュームを上げて、ファーストネームを口にした。

　焦あせるあまり咄とつ嗟さに出たのは、子供の頃から慣れ親しんだ呼び方で……八年ものブランクがあったのに馴なれ馴れしかっただろうかと、後こう悔かいしても後の祭りだ。

　ピクッと肩かたを震ふるわせた柾十司が、ゆっくりと利壱を振り返る。

　目が合い、あまりにも真っ直すぐな視線に続く言葉が喉のどの奥に詰つまった。同じく無言の柾十司は、マジマジと利壱を見下ろしている。

　きちんと、名乗らなければ。

　実弥子から聞いているはずだが、お世話になります……お世話をします？　と、伝えなければ。

　頭ではそうわかっているのに、なかなか声が出ない。それほど、間近で対たい峙じする柾十司の纏まとうオーラは強きよう烈れつだった。

　同居していた頃ころから、華のある格好いいお兄さんだとは思っていた。自分で「俺、バカだからさ」と自じ嘲ちようしていたけれど、夜よる遅おそくまで自室で一いつ生しよう懸けん命めいに舞台の台詞せりふを憶おぼえていたことを知っている。

　天性の魅み力りよくに、彼自身の努力で磨みがきをかけた『朝香柾人』が、息さえ忘れそうになるほどの存在感で以もって利壱の前にいる。

「……利壱？」

「は、はいっ。那な波なみ利壱です」

　ビクンと背筋を伸ばした利壱は、思いがけない柾十司の呼びかけに緊張のあまり上うわ擦ずる声で答える。

　こちらから名乗る前に、わかってくれた。忘れられていなかった！

　喜びがじわじわと胸の内側に広がり、頰ほおが紅潮していくのを感じる。

「……えっと、実弥子さんから聞い……って、柾十司くんっ？」

　言葉を途と切ぎれさせた利壱は、突とつ然ぜんぐらりと身体からだをふらつかせた柾十司に慌あわてて手を伸ばす。

　体格差は歴然としていて、完全に身体を預けてこられたら支えきれない……と思ったけれど、柾十司は利壱の二の腕うでを摑つかんで踏ふみ止とどまった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　具合が……じゃなくて、酔よってる？」

「台詞を憶えてこなかったバカが、ＮＧを連発したせいで……ロックのウイスキーを五杯はい飲んだ。お茶で誤ご魔ま化かす手もあったけど、本物のウイスキーとは微び妙みように画面映りが違ちがうんだよ」

「うわぁ」

　ロックグラスのウイスキーが、どんなものなのか未成年の利壱にはよくわからない。

　きっと、さすがに原液そのままではないと思うけれど、立て続けに五杯も飲むものではないはずだ。

「ちょっとだけ頑がん張ばって歩いて。おれじゃ、柾十司くんをお姫ひめ様抱だっこするのなんて無理だから。たぶん、背負うのも難しい」

　非力だと認めるのは男としては情けないが、間違いなく、子泣きジジイに憑つかれたような状態になって一歩も動けなくなる。

　一生懸命にそう告げた利壱に、柾十司は「ククッ」と低く笑った。

「自力で歩けないってことはない。面おも白しろいな、利壱。俺を、妖よう怪かい呼ばわりかよ。それも、子泣きジジイ……」

「あっ、ごめんなさい。そうじゃなくて」

「なんか可愛かわいいから、いいよ。ええと……ここ、どこだっけ」

「マンションの、エントランス！　と、とりあえず部屋に行こう。ここのセキュリティ、暗証番号で解除できるんだよね」

　実弥子から聞いている暗証番号……柾十司の誕生日を打ち込むと、呆あつ気けなく自動ドアが開く。単純すぎる暗証番号で大丈夫なのかと尋たずねた利壱に、実弥子は「面倒がって変えたがらないのよ。変へん更こうしたら忘れて家に入れなくなるって」と渋しぶい顔でため息をついた。

　預かっている合い鍵も、少し前のディンプルキーだし……柾十司のような芸能人が住むには、随ずい分ぶんとセキュリティが甘いのではないだろうかと不安になる。

　実弥子に伴ともなって訪ねたことのある、某ぼう俳優の住むマンションは、こことは比べようもなくセキュリティが厳しかった。しかも、ホテルのようなコンシェルジュを兼かねた守衛が、エントランスホールに常在していた。

　柾十司の身体を支えながらエレベータに乗り込んで、目的の最上階のボタンを押す。

　静かに上じよう昇しようするエレベータは真新しく綺き麗れいなものだし、マンションの築年数自体はさほど経たっていないと思うが……やはり、『朝香柾人』が住んでいるイメージではない。

「外から簡単に入られそうで、ちょっと怖こわいんだけど」

　ぽつりとつぶやいた利壱の独り言に、肩にもたれ掛かかっている柾十司がゆっくりした口調で答えた。

「実弥子さんにも、引っ越こせってしつこく言われて……っけど、立地的に便利なんだ。引っ越し、メンドクセ。女じゃないんだから、だいじょーぶ」

「……えー？　無防備だなぁ。傍はたから見てるほうが、怖いよ」

　それに、問題は性別ではないと思うのだが。

　熱心なファンに跡あとをつけてこられたりして、プライバシーを侵しん害がいされることはないのだろうか。

「ヘーキ、ヘーキ。腕っ節ぷしには自信がある」

　そういう問題でも、ない。

　しつこく口にすると鬱うつ陶とうしがられるかと躊躇ためらっているうちに、エレベータが動きを停めて扉とびらが開いた。

「着いたよ」

「ん……？　うん」

　返事が鈍にぶい。でも、自宅まで……いや、身体を休めることのできるソファかベッドまで、歩いてもらわなければならない。

「お願い、歩いてよ」

　柾十司の腕を自分の肩に回させると、廊ろう下かに出る。ふらふら危なっかしい足取りだったと思うけれど、なんとか部屋に辿たどり着くことができた。

　玄げん関かんに入るのとほぼ同時に、人感センサーで点灯するらしいライトが点つく。照明のスイッチを探さずに済んで、幸いだった。

　オートロックがかかるのを耳と手で確かめておいて、柾十司の靴くつを脱ぬがせる。自分のシューズを蹴けるようにして脱いで廊下に上がり、壁かべにぶつかりながらよろよろと廊下を進むと、リビングらしき部屋に入った。

　電気が灯ともり……目の前の光景に絶句した。

　衝しよう撃げきのあまり数秒の沈ちん黙もくの後に硬こう直ちよくを解いた利壱は、柾十司を服の散らばったソファに腰こしかけさせて屈かがみ込んだ。

　手に持ったのは、スリッパやルームシューズとは言えない……間違いなく、サンダルと呼ぶべきものだ。

「なんで、テーブルの脇わきに外履ばきのサンダルが転がってんの？」

「あー……ベランダに出て、鳩はとを追い払ってたら……テーブルに置いていたスマホが鳴った」

「状じよう況きようがよくわかんない」

　いや、なにがどうなったのかはわかるような気もするけれど……用が済んだサンダルを、そこに放置している理由が謎なぞだ。

　利壱のつぶやきに対する、柾十司からの説明はなかった。眠ねむ気けに襲おそわれ、しゃべるのが面めん倒どうになってしまったのかもしれない。

　持っていたサンダルを大きな窓まど際ぎわに置いた利壱は、恐おそる恐るリビングと続きになっているダイニングキッチンを見回す。

　リビングは、十畳じようあまりある広々とした空間だ。壁かべ掛かけテレビやソファとガラストップのリビングテーブル、ブックラック……室内に置かれているものは多くない。

　それなのにフローリングの床ゆかには服やタオルが散乱していて、四人は腰かけられるだろうゆったりとしたソファの背もたれには、ジャケットやデニムパンツが無造作に引っかけられている。

　テーブルがガラストップなものだから、その下に靴くつ下したとパンツが落ちているのが見えていた。さすがに、それらは未着用だと思いたい。

「すごいな」

　事前に実弥子から聞いてはいたけど、目の前に広がる空間は、見事なまでに俗ぞくに言う汚お部べ屋やだった。

　テーブルの上の使用済みと思おぼしきマグカップは、四つだが……柾十司が一人で使った痕こん跡せきだろうか。

　啞あ然ぜんと立ち尽つくしていた利壱は、ソファの背もたれに寄りかかった柾十司が完全に身体を預けて寝ね落おちする寸前だと気づいて、慌ててその足元に膝ひざをつけた。

「柾十司くん、せめてジャケットを脱いで。皺しわになる」

「あ……あ」

　きっと、ハイブランドの服だ。利壱が着ているファストファッションブランドとは比べ物にならない上質なものだと、生き地じや縫ほう製せいからも推測できる。

「ハンガーに、かけておくから」

　柾十司の顔を覗のぞき込むようにして、ダークグレーのジャケットの袖そで口ぐちを軽く引っ張った。

　薄うすく瞼まぶたを開いた柾十司は、酔いのせいか目を潤うるませていてなんとも艶つやっぽい。緩かん慢まんな動作も、酔っ払ぱらい故ゆえだと笑えないくらいしどけなく、心臓が変な具合に鼓こ動どうを速めた。

　ジャケットから腕を抜ぬくだけで、画えになるなんて……同じ性を持つ人間とは思えない。

　ここまで自分と違えば、感かん嘆たんはしても妬ねたみや嫉そねみといった感情は一いつ切さい湧わかないのだなと、奇き妙みように達観した心情になる。

「お水持ってくるから、もう少し起きてて。キッチン、勝手に触さわっていい？」

「ん……」

　利壱の問いに返ってきたのは唸うなるような一言で、いまいち理解してもらえていない気もするが、とりあえず許可は得た。

　ジャケットを手に立ちあがり、ひとまずソファの背にかかっている他ほかの上着の脇に置いてキッチンへ向かう。

　使用済みか未使用かわからないのだから、目につくものは全部洗せん濯たく機きに放ほうり込んでしまえ。ジャケットやスラックス、洗濯機に突つっ込んだらマズイものはクリーニング行きだ。

「うーん……やりがいのありそうな仕事で、なにより」

　挑いどまれている気分になる。当然、応戦あるのみだ。これだけの惨さん状じようを目まの当たりにすると、かえって志気が上がる。

　リビングとは打って変わって整然としたキッチンに入り、グラス……は落として割りそうなので、無地のマグカップに手を伸のばす。テーブルに並んでいたものと揃そろいのデザインなので、まとめ買いをしたのだろう。

「使ったら、新しいものを出すんじゃなくて、洗って再利用してほしいな……」

　テーブルの上がどうしてあの状態だったのか、容易に想像がついてしまった。

　シンク脇にあるマグカップは、あと五つ。すべて使い切ったら、仕方なくまとめて食洗機に突っ込むのだろう。

　キッチンが綺麗なのは、使用していないからだと……聞くまでもない。調理器具はひと通り揃っているようだが、鍋なべの蓋ふたに薄く埃ほこりが積もっていて頭が痛くなってきた。

「と、とりあえず水……を」

　手に持っているマグカップの衛生状態が不安になり、軽く洗っておいて冷蔵庫を開けた。

　そこそこ大きな冷蔵庫の中身が、醬しよう油ゆとポン酢ず、数種類の飲み物のペットボトルだけ……という状態は予想済みだったので、今度は驚おどろかなかった。

　ミネラルウォーターのボトルを摑つかんで取り出し、マグカップに注いでソファにいる柾十司のところへ戻もどる。

「柾十司くん。お水、飲んでおいたほうがいいよ。はい、両手でカップを持って！」

　肩かたを揺ゆすって柾十司の覚かく醒せいを促うながし、両手にマグカップを握にぎらせる。危あやうい手つきなので、利壱も手を添そえて水を飲む様子を見守った。

「水の入ったマグカップ、テーブルに置いておくから。適当に飲んで」

　テーブルにある使用済みの四つは、柾十司に聞かずに洗ってしまえ。

　スポンジ……と、食器洗い洗せん剤ざいはあったか？　なければ、マンション前にあるコンビニエンスストアへ買い出しだ。

　柾十司に背を向けようとした利壱を、掠かすれた声で呼び止める声が聞こえた。

「……利壱」

「はい？　どうかした？　なにか、必要なものがあるなら」

「なんで……おまえ……」

　ぼんやりとした目で利壱を見上げた柾十司が、不思議そうに口にする。

　利壱は「なにを今いま更さら」とガックリ肩を落としそうになり、柾十司の足元に屈み込んだ。

「エントランスで逢あったの、憶おぼえてない？　さっきからずっと、ここにいるよ。大だい丈じよう夫ぶ？　気分が悪いとか」

「いい気分だな。利壱が、目の前にいる……でもなんか、育ってないか？」

　……ダメだ。やっぱり、酔よっぱらって……いや、寝ね惚ぼけている？　両方だろうか。

　この状態の柾十司には、なにを説明しても理解してもらえないに違ちがいない。

「説明は、酔いが醒さめてから！　おれ、今夜は泊とまってもいい？　軽く掃そう除じをするつもりだけど、目が覚めて片付いていたらびっくりするだろうし、素面しらふの柾十司くんと話したいから」

「ん、泊まるとか……都合のいい夢。この利壱なら、……少しくらいいいかな」

「なに、柾十司くん？」

　なにか小声でつぶやいた柾十司に、肩を摑まれる。床に両りよう膝ひざをついたまま、ソファに座る柾十司を不可解な思いで見上げた。

　記き憶おくにある柾十司よりも、ずっと大人びていることは映像で確かく認にんしていた。でも、こうして実物と間近で顔を合わせると、一いつ緒しよに住んでいた頃ころの面おも影かげが色いろ濃こく残っている。

　やっぱり、この顔は男として理想で……格好いいな、と。

　ぼんやり柾十司を見上げて、のん気に考えていた利壱は、端たん整せいな顔がどんどん近づいてくることに気づくのが遅おくれた。

「柾十……ッ」

　視界が暗くなり、やわらかなぬくもりが唇くちびるに触ふれる。　>>>♥

　ビクッと身体からだを震ふるわせた利壱を、逃にがさないとでも言うかのように……強く背中を抱だき寄せられる。

「ッ、なん……」

　これが、なにか。経験はなくても、わからないわけがない。

　でも、どうして柾十司が自分にキス……を？

　硬こう直ちよくしている利壱の頭には、「なんで？」という疑問だけがぐるぐると巡めぐっている。

　触れていた唇が離はなれると、長い両りよう腕うでの中にギュッと抱き締しめられ……密着した胸むな元もとから伝わってくる、柾十司の動どう悸きが不思議な感じだった。

「すげ、リアル。……いい夢」

　肩に伸し掛かかる重みがズシリと増して、支え切れなくなった。なんとか巨きよ体たいをソファに転がすと、瞼を閉じてピクリとも動かない男前を呆ぼう然ぜんと見下ろす。

「ね、寝惚けてた。っていうか、酔い癖ぐせ？　性質たちが悪い……っあ、まさか実弥子さんが言ってたことって、コレかっ？」

　実弥子からの注意事じ項こうはいくつかあったが、『あまり酒を飲ませるな』というものを思い出す。

　体質的に、まったく飲めないわけではない。ただ、普ふ通つうの顔で飲んでいたくせに、一定量を超こえた瞬しゆん間かんから面めん倒どうな本ほん性しようが出ると聞かされていた。

　本性って、これが？

　利壱を相手にコレなのだから、誰だれ彼かれかまわずキス魔まになるのなら……確かに、面倒なことになりそうだ。

　まるで、大切な恋こい人びとに触れるかのように優やさしく唇を重ねて……腕の中に抱き寄せた。女性なら、ものの数秒で恋に落ちるに違いない。

「おれはっ、落ちないけど。……本っ当に、性質悪い……」

　手の甲こうでゴシゴシと唇を拭ぬぐい、感かん触しよくの余よ韻いんを打ち消す。

　平和な顔で眠ねむっている柾十司が憎にくたらしい。

　……けれど、酔って寝落ちをしてもやっぱりいい男だな、と思わされてしまうあたり……更さらに性質が悪い。

「掃除するぞっ。洗濯機も回しちゃえ。物音で安あん眠みん妨ぼう害がいをしても、知らない！」

　利壱を混乱させておいて、独り気持ちよさそうに眠っている柾十司に向かって宣言したけれど、無反応だ。アルコールのせいで深い眠りに落ちているらしく、少々の物音では目を覚ましそうにない。

「ううう……せっかくの再会なのに。絶対、柾十司くんは憶えてないだろ。証しよう拠こに動画を撮とっておいて、文句を言ってやればよかった」

　ぶつぶつと文句を零こぼしつつ、床ゆかに散乱した服やタオルを拾い上げていく。

　柾十司との再会に向けて、予行演習をしていたのに……事前のシミュレーションは、なにひとつ役に立たなかった。

「無む駄だに男前なんだよ、バカ！」

　昔から大好きな兄のような存在だった柾十司は、今では理想の男で……尊敬する俳優で、酔った姿を目にしたところで幻げん滅めつすることもない。

　ファーストキスを奪うばわれたと、腹を立てる気にもならなくて、そんな自分に困こん惑わくする。

　因ちなみに、キッチンシンクの周りには食器洗い洗剤やスポンジは見当たらず、洗濯機がポツンと置かれたパウダールームには衣類用洗剤がなかった。

「食器洗いグッズと、洗剤……ついでに、食材の買い出し！　……朝ごはんは、雑ぞう炊すいとか具だくさんの味み噌そ汁しるがいいかな。掃除で力ちから尽つきそうだから、パンかサンドイッチも買っておいて……」

　財さい布ふを手にした利壱は、無意識に柾十司のための朝食メニューを思案していて、怒おこっているふりさえできそうにないな……と、肩を落として諦あきらめの苦く笑しようを浮うかべた。







《三》







「……っ、ん」

　丸くなって眠っていた利壱は、肌はだ寒ざむさに肩を震わせて目を覚ました。

　エアコンが作動して室内を適温に保っているようだが、掛け布ぶ団とんを被かぶっていない？　身体には、申し訳程度にコートをかけてあるだけだ。

　自分がどこで眠っているのか不思議になって、瞼まぶたを持ち上げた。

　一番に目に飛び込んできたものは、ベージュのフロアラグだ。そして、ダークブラウンのテーブルの脚あし？

「なんだ、っけ。ここ……どこだ？」

　視界に映る光景が、見慣れたベッドからのものではないことが不思議で、寝惚け眼まなこをゴシゴシと擦こする。

　縮こまっていた手足を伸のばして、身体の向きを変えた……直後、上から自分を覗のぞき込んでいる人物と目が合い、驚きのあまり声もなく硬直する。

「っ！」

　背中側に、なにかあるな……とは感じていたけれど、ソファ……か？　その座面から、こちらを見下ろしているのは……。

「ま、柾十司くん？」

　髪かみはぼさぼさだし、ぽつぽつと無ぶ精しよう髭ひげが生えている。が、こんなに整った顔の男など、そうそういるとは思えない。

　なにより、テレビ画面や雑誌に載のっているカラーグラビアとは異なる様相でも、柾十司を他ほかの人と見誤るわけがない。

　無表情で見下ろしている人物は、恐おそる恐る名前を呼んだ利壱に対してググッと眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻む。

「……なにをしてる」

　掠かすれた声で低く尋たずねられ、心の中で「本物だ」とつぶやいた。

　毎日のように二次元の媒ばい体たいで目にしているせいで、リアルな幻まぼろしを見ているのかと自分の目を疑っていたが、間違いなく実体だ。

「あ、の……おれ、利壱。……実弥子さんのところの、那波利壱です」

　名乗りながら、昨日の記憶が一気によみがえった。酔っていた柾十司とは違い、利壱は終始素面だったのだ。

　寝惚けモードから復活した利壱は、なにがあって自分がここで転がっているのか、容易に思い出すことができる。

　反して柾十司は、怪け訝げんそう……いや、不ふ審しんそうな表情で利壱を見み据すえていた。その、『見知らぬ不審人物を見るような目』に不安が込み上げてきて、焦あせった利壱は早口で怪あやしい人間ではないことをアピールする。

「もしかして、おれのこと、わかんない？　昨夜ゆうべのこと、憶おぼえてない……かな。あ、その前に実弥子さんから、おれがお邪じや魔まするって聞いてない？」

　寝ね転ころがっていたラグからゆっくりと身体を起こして、ソファの上で胡坐あぐらを搔かいている柾十司と対たい峙じする。

　ガシガシと自分の手で頭を搔いた柾十司は、ジッと見上げる利壱から目を逸そらして口を開いた。

「ああ……いや、聞いてる。来るのって、昨日だったか？　つーか……利壱？」

　言葉を切った柾十司は、疑ぎ問もん符ふをつけて利壱の名を呼ぶと、険しい表情のまま利壱を凝ぎよう視しする。

　その視線があまりにも鋭するどいせいで、警察官に職務質問されている不審者にでもなった気分だ。

　無言のまま、見据えられること数十秒。

　息苦しいほどの静せい寂じやくに、居い心ごこ地ちが悪くなった利壱がモジモジ身み動じろぎすると、ようやく柾十司が続きを口にした。

「デカくなってっから、パッと見ただけじゃわかんなかったな。忍しのび込んできたストーカーが、転がってんのかと思ったわ」

　なんとも横おう柄へいな態度と、言い様だ。

　ハッと鼻で笑って天てん井じようを仰あおぐ柾十司は、メディア仕様の『貴公子』でもなければ、利壱の知っている『優しいお兄さん』でもない。

　どうやら利壱であることは認にん識しきしてくれたらしいが、忍び込んできたストーカー呼ばわりは心外だ。

「ストーカーは、家の中までは入ってこないだろっ。酔よっぱらって、マンションのエントランスのところで力尽きそうになってた柾十司くんをここまで運んだおれに、礼は？　ついでに、部屋を掃そう除じしておいた。洗せん濯たくも！」

　リビングの惨さん状じようをそれなりに見られる状態にまで整え、洗濯機を回して……ここに転がったのは、空が白み始めた頃ころだった。

　睡すい眠みん不足で頭が痛いし、目が熱くてショボショボする。

　綺き麗れいになった部屋をその目で確認して、感想を述べろ……と胸を張った利壱に、柾十司は不ふ機き嫌げんそうに言い返してきた。

「実弥子さんからは、ハウスキーパーとして利壱を寄よ越こすって聞いてる。ってことは、掃除と洗濯は、おまえの仕事だろ。対価は払はらうんだから、それ以上の報ほう酬しゆうっつーか見返りを求めるな。力尽きかけてた俺を、エントランスからここまで運んだって？　……知らん。記き憶おくにないことに対する礼は、対応外だ」

「な……っ」

　どこの暴君だ。綺麗になったという感想やありがとうの一言も、報酬とか見返りに該がい当とうするのか？

　とんでもない暴言に絶句した利壱を、柾十司はチラリと見下ろした。更さらに口を開きかけたところで、スマートフォンからアラーム音が鳴り響ひびく。

「やべぇ。九時に現場入りだった。タクシーが八時半に来るから……シャワーを浴びて、ギリギリか。おい利壱、コーヒー淹いれておけ」

　スマートフォンを摑つかんだ柾十司は、アラームを止めてソファから足を下ろす。着ていたシャツやパンツを脱ぬぎ捨てながらバスルームに向かい……どのようにして『あのリビング』ができたのか、目の前で実演された。

「百聞は一見に如しかず。暴君っていうか、王様だ」

　ポツリとつぶやいてため息を零こぼし、まだ体温の残るシャツを拾い上げる。後で洗濯機に放ほうり込むとして……とりあえず、言いつけられたコーヒーか。

「インスタントでいいよな。スティックコーヒーがあったから……」

　コーヒーメーカーは目についたが、しばらく使用された形けい跡せきはない。きっと、豆もないだろうから、買い物メモに追加だ。

　ポットで湯を沸わかして……と、湯沸かしポットに水を入れてスイッチを押したところで、

「利壱！」

「はーい？　なんです？」

　バスルームから名前を呼ばれて、返事をしながら小走りで駆かけつける。

　バスルームの扉とびらを開け放し、堂々と全ぜん裸らで仁に王おう立だちしていた柾十司が、浴室内に干してある洗濯物を指差した。

「邪魔だ」

「……すぐに除のける」

　タオルや下着、靴くつ下したなどの小物は、浴室内を乾かん燥そうモードにしてあったので、ほとんど乾かわいている。ベランダ……には干せないだろうから、洗濯機の乾燥モードで仕上げるか。買い物メモに、室内干し用の洗せん濯たく竿ざおも追加だ。

　利壱が洗濯物を取り払うと、柾十司は無言でバスルームに入って扉を閉めた。

　バスルームから漏もれ聞こえる水音を耳にしながら、引き上げたタオルやパンツを洗濯機に入れ、乾燥モードにセットしておいてキッチンに戻もどる。

「……見ちゃった」

　湯沸かしポットから噴ふき出す蒸気を眺ながめながら、ポツリとつぶやいた。

　つい先ほど目にした柾十司の肢し体たいが、網もう膜まくに焼きついているみたいだ。

　思春期の少女ではあるまいし、同性の裸はだかを目にしたところで動どう揺ようする必要などないだろう……と思うのに、動どう悸きが治まらない。

「っていうか、ちょっとくらい隠かくそうとか……考えないよなぁ。モデルや役者さんって、人前で着き替がえたり身体からだを見られたりすることに慣れてる、っていうし。見せるのに躊躇ためらうような、貧相な身体でもなかったから……」

　テレビ画面で見て知っていたつもりだったが、現物はそれ以上にいいカラダだった。自分と同じ性だなんて、おこがましくて同列に並べられない。

　手足が長く、腰こしの位置が高い日本人離ばなれした抜ばつ群ぐんのスタイルに加え、肩かたや胸むな元もとは適度な筋肉に覆おおわれていた。

　薄うすく割れた腹筋と、男として羨うらやむしかない『雄おす』の象しよう徴ちよう……。

「いやいやいや、じっくり見てるなよ、おれっ！　破は廉れん恥ちな！」

　左右に頭かぶりを振ふり、思考から『柾十司の裸』を追い払った。

　事細かに思い出そうとする自分に、わざと芝しば居いがかったレトロな単語でツッコミを入れておいて、マグカップを手にする。

　言いつけられていたコーヒーと……余計なことをするなと言われるかもしれないけれど、一応買っておいたサンドイッチも添そえておくか。

　寝ね起おき一番の空すきっ腹に飲むのだから、コーヒーはブラックよりミルクを入れたほうが胃に優やさしそうだ。洗せん剤ざいなどを買い物するついでに、牛乳も買ってきておいてよかった。

　キッチンカウンターの内側から手を伸のばして、冷蔵庫から取り出したサンドイッチのパッケージとカフェオレのマグカップを並べたところで、羽織ったシャツのボタンを留めながら柾十司がやって来た。

　ポツポツ生えていた髭ひげを剃そり、寝ね惚ぼけモードでショボショボしていた目はきちんと開かれている。

　数分前までのくたびれた様相は見事に払ふつ拭しよくされ、貴公子然とした男前が目の前にいた。ただ、ドライヤーを使う時間を惜おしんだのか、髪かみがじっとりと湿しつ気けを含ふくんでいる。

　風邪かぜをひきそうだから、乾かしてあげたいな……などと考えながら目を向けていると、柾十司が低く口にする。

「おい、コーヒー」

　ダメだ。見た目は覚かく醒せいしていても、機嫌はあまり上じよう昇しようしていない。

　今のこの人に、おれがドライヤーで髪を乾かしてもいい？　と尋たずねようものなら、恐おそろしい目で睨にらみつけながら「いらん」と拒きよ絶ぜつされそうだ。

　髪を乾かしたいという一言を吞のみ込み、柾十司に答えた。

「はいっ。どうぞ！　ミルクを入れてあるから、温ぬるくなってるかもしれないけど。あと、よければこれも……たまごサンド、好きだったよね？」

　マグカップの隣となりに置いてあるサンドイッチのパッケージを指差すと、柾十司はマグカップを取り上げながらチラリとサンドイッチを見下ろす。

「……なんだ、コンビニのやつか。じゃ、いらね。俺に食わせたければ、おまえが作れ。時間切れか。……仕事に出る」

　マグカップの中身を一気に飲み干して慌あわただしく出て行く背中を、キッチンカウンターの内側から「いってらっしゃい」と見送る。

　勝手にカフェオレに変へん更こうしたことについて文句を言われるかと覚かく悟ごしていたが、それについての不満はなかったらしい。

　ポツンと取り残された、サンドイッチのパッケージを手に取る。柾十司に拒きよ否ひされたこれは、後で自分が朝食にいただこう。

「俺に食わせたければ、おまえが作れ……って。普ふ通つうに、利壱が作ったやつが食いたいって言ってくれればいいのに」

　ボソッと口にした途と端たん、じわじわと頰ほおが熱くなるのを感じた。

　たまごサンドイッチが好きなはず、というのは一いつ緒しよに住んでいた頃の記憶だ。

　利壱が作るのは、母親直伝の、たまごサラダではなく厚焼き玉子にからしマヨネーズを塗ぬったものをトーストした食パンに挟はさんだサンドイッチで、柾十司はそれを「美味うまい」と言って頻ひん繁ぱんに朝食メニューとしてリクエストしてくれた。

　あのサンドイッチを憶おぼえていて、コンビニのものは食べないけれど利壱が作ったものがいい……と言ってくれたのだろうか。

　少しばかり……いや、かなり偉えらそうな言い方だったけれど、嬉うれしい。

「寝起きは不ふ機き嫌げんなのかなぁ。低血圧？　……だったっけ？」

　一緒に住んでいた頃ころの柾十司の様子を思い出そうとしたけれど、どうにも曖あい昧まいだ。実弥子に言われたように、思い出を美化している可能性もある。

「んー……昨夜ゆうべも朝も、なんだか慌ただしかったからよくわかんないな。ひとまずっ、掃そう除じと洗せん濯たくの続きだ。……の前に、一回家に戻ってシャワーを浴びて着替えだ。で、買い物をして……あ、柾十司くんのところに泊とまるってことは知らせておいたけど、改めて実弥子さんに連れん絡らくしなきゃ」

　時間を持て余していた昨日までとは違ちがい、忙いそがしい一日になりそうだ。

　横暴な言動だと思ったけれど、柾十司のことを考えて柾十司の世話をするのだと思えば、頰が緩ゆるむのを抑おさえきれなくて……カウンターに残された使用済みのマグカップを洗いながら、無意識に笑えみを浮うかべる。

「な、なんか今のおれ、不気味っ」

　無言でニヤニヤしていることに気づいた利壱は、濡ぬれた両手で自分の頰を挟み込むようにして軽く叩たたき、落ち着け……と言い聞かせた。

　目まぐるしく言葉を交かわして柾十司が出て行ったせいで、酔よっ払ぱらいに奪うばわれたファーストキスに対する苦情を言いそびれた……と気がついたのは、帰宅と買い出しのためにマンションのエントランスに降り立った瞬しゆん間かんだった。

「文句を言ったところで、信じてもらえないか聞き流されてただろうなぁ。ただの事故だって流すには……」

　初めてだったのに、と。

　少しばかり情けない気分になりつつ、手の甲こうで唇くちびるを軽く擦こする。

　柾十司にとってはどうということのない接せつ触しよくだっただろうし、とっくに経験済みだという友人が多いけれど、利壱にとっては特別なのに。

　でも……なにより不可解なのは、酔っ払いのキスも横暴な言動の柾十司にも、さほど腹を立てていない自分だ。

　実弥子に忠告されていたように、記き憶おくの柾十司や勝手にイメージしていた人物像と違ったからといって、幻げん滅めつするでもない。

「なんなんだっ。別人みたいかと思ったら、たまごサンドとか些さ細さいなことを憶えてるし」

　混乱して自分の髪を搔かき乱す利壱を見ていたのは、自動ドアの外側からこちらを覗のぞいていた黒くろ猫ねこだけだった。




　　　　□　□　□




「ひゃっ、ビックリした」

　キッチンカウンターの隅すみに置いてあったスマートフォンが着信音を響ひびかせて、利壱は一心不乱に動かしていた手をビクッと止めた。

　顔を上げると、照明を灯ともしてあるキッチン以外の場所……リビングは暗い。いつの間にか、大きな窓の外は真っ暗だ。

　ほとんど使われていなかったキッチンを掃除して、買ってきた食器や調理器具を並べて自分が使いやすいようにレイアウトして……と作業に集中していたせいで、時間の経過に気がつかなかった。

「あ、っと……電話か。誰だれだろ」

　スマートフォンを手に取って、首を傾かしげた。名前が表示されていないということは、登録していない番号からの電話だ。

　応答することに躊躇っていると、ピタリと音が止やみ……即そく座ざに再び鳴り出した。発信者の番号は、先ほどと同じだ。

　急せかされている気分になった利壱は、「はいはい、出ます」とつぶやきながら、画面の応答マークに指を触ふれる。

「は……」

『遅おせぇ、なにやってんだ。さっさと出ろ』

　利壱が一言発するのも待つことなく、電話の向こうから男の声が聞こえてくる。この、やたらといい声の主は……間違えようがない。

『おい、聞いてんのか利壱』

「聞いてるっ、聞こえてる。柾十司くん、おれ……電話番号、言ったっけ」

　朝、時間がギリギリだと慌ただしく出て行った柾十司に、自分の連絡先を教えた記憶はない。

　利壱が不可解な心情で尋ねると、柾十司は『実弥子さんから聞いた』と呆あつ気けなく種明かしをした。

　それもそうか、と納なつ得とくして無言でうなずいていると、柾十司は一方的に話を続ける。

『麻あざ布ぶ十じゆう番ばんの自鳴琴オルゴールってレストランだ。三十分で来い。大通りに出てタクシーを捕つかまえて、漢字でオルゴールってレストランだと伝えれば、わかるはずだ』

「えっ……おれが、今から……って、切れてる……」

　無機質な不通音を発するばかりのスマートフォンを、呆ぼう然ぜんと見み詰つめた。

　今すぐここを出なければ、三十分以内に着くことはできないだろう。

「マイペースだなっ」

　よく言えばマイペースだが、自分勝手というべきか。

　どちらの言葉を選ぶかは、柾十司に対する印象次し第だいだと思うけれど、利壱は……怒おこれなかった。

　腕うでまくりしていたシャツを戻もどすと、歩きながらスマートフォンをデニムパンツのポケットに突つっ込み、キッチンカウンターを回り込む。

　リビングのソファに置いてあった財さい布ふの入ったボディバッグを拾い上げると、ジャケットに袖そでを通して玄げん関かんに向かった。

「なんで呼ばれたのかなぁ。まさか、財布を忘れたってわけじゃないだろうし」

　三十分で来い、はともかく……理由まで言って欲しいな、とため息をついてシューズに足を入れた。










「遅おそい。あれからすぐに出て、この時間か？」

「すぐに出たよっ。タクシーが、なかなか捕まらなかったんだ」

　顔を合わせるなり文句を言われて、反射的に言い返す。レストランの入り口で、柾十司本人が待ち構えているとは思わなかった。

「なに？」

「なにって、レストランでボウリングはしないだろ」

　疑問を投げかけた利壱に、子供のような言葉で揚あげ足を取ってくる。小さく「そうだけど」と言い返そうとしたところで、利壱の腕を摑つかんでレストランの扉とびらを開けた。

「夕飯、まだだろ」

「えっ、ここ、なに、おれと……っ」

　あまりにも唐とう突とつな言動に驚おどろいて、どこから質問すればいいのかわからなくなった利壱は、しどろもどろに口にする。

　柾十司は振ふり返ることなく、呆あきれたように答えた。

「だから、ここは飯を食う場所だろ。なにって、目の前にいるおまえ以外の、誰と飯を食うんだよ」

「…………」

　なにも言い返せなくなった利壱の負けだ。

　扉を入ってすぐのところで立ち止まっている利壱は、近づいてきたウエイターと柾十司が言葉を交わしているあいだに、チラチラと周囲を窺うかがった。

　照明が絞しぼられている落ち着いた店内は、テーブルとテーブルの間かん隔かくが広く、客席は埋うまっているようなのに話し声はほとんど聞こえない。

　これは、大人の空間だ。

　利壱が日ひ頃ごろ友人と入るファミリーレストランとは、まったく様相が違ちがっていて……あまりにも場違いで、顔を上げられない。きっと店員や客席の人たちも、利壱を怪け訝げんな目で見ているだろう。

　帰りたい、と心の中で弱音を漏もらしたところで、柾十司が振り返る。

「おい、利壱。ボケッとしてんなよ」

「え……柾」

　大きな声で名前を呼んでしまいそうになり、慌あわてて口を噤つぐむ。

　店内にいる人たちが、圧あつ倒とう的な存在感を放つ柾十司……『朝香柾人』に気がついていないわけがない。

　それでも誰一人声をかけようとしないし、見て見ぬふりをしているのは……大人の配はい慮りよだ。その気き遣づかいができる客層のレストランなのだと、改めて感かん嘆たんの息をつく。

　ここで自分が名前、それもうっかり本名で呼びかけようものなら、野や暮ぼの極きわみだ。

　ギリギリのところで踏ふみ止とどまったのが伝わったのか、柾十司が無言でニヤリと意地の悪い笑えみを浮うかべた。

　そんな表情も、魅み力りよく的で格好いい……と目を泳がせる自分は、重じゆう症しように違いない。それも実弥子曰いわく、『柾人オタク』なのだから仕方がないだろうと心の中で言い訳をした。

　高級ホテル内のレストランよりは肩かた身みの狭せまさはマシだが、デニムパンツに長なが袖そでシャツ、かろうじてジャケットに袖を通している服装の利壱は、完全にドレスコードを無視している。

　居たたまれない、と身を縮めて柾十司の後について歩いていると、通されたのは店の奥にある個室だった。

「すぐに、お料理をお持ちしてもよろしいでしょうか」

「ああ」

　柾十司と利壱が着席するのを待って、ここまで案内してくれたウエイターがグラスに水を注つぐ。

　柾十司と短く言葉を交かわし、一礼を残して退室すると途と端たんに静かになった。

　恥はじを曝さらさずに済んだことにホッとしたのは束つかの間で、密室のテーブルを挟はさんで柾十司と二人きりという状じよう況きように表情を強こわ張ばらせる。

「勝手にコースを選んだが、食えないものはないだろ？　あ、レーズン以外は」

「……うん」

　それも、憶おぼえていてくれたのだろうか。

　利壱の中にいる柾十司は、『八年前まで一いつ緒しよに住んでいた優やさしいお兄さん』とテレビや舞ぶ台たいで目にする『憧あこがれの俳優、朝香柾人』で……目の前にいる人は、そのどちらでもない。

　昨夜ゆうべから見せられる朝霞柾十司という人間は、初めて逢あった人のようで……戸と惑まどう。

　でも、たまごサンドを始めとして利壱のことを憶えているような発言は、やはり昔から知っている柾十司で……。

「利壱」

　ぼんやりテーブル越ごしに柾十司の顔を見ていたけれど、名前を呼びながらこちらに視線を向けた柾十司と目が合って我われに返った。

　ビクッと身体からだを震ふるわせた利壱に、柾十司は静かに尋たずねてきた。

「実弥子さんから聞いたけど、本気で俺のハウスキーパーをする気なのか。俺の部屋、常にあの状態だぞ」

「あっ、うん。柾十司くんがよければ、だけど。あの状態……をなんとかするために、実弥子さんがおれに話を持ってきたんだし」

　コクコクうなずいた利壱は、そういえば柾十司自身がどう思っているのかは聞いていないな……と、少し緊きん張ちようしつつ答えを待つ。

　柾十司は、なにを考えているのか読めない表情で、しばらく利壱の顔を見ていた。目を逸そらすと、キュッと眉まゆ根ねを寄せて右手で自身の髪かみを搔かき乱し……大きなため息をつく。

「おまえがいいなら、任せる。ただし、俺のプライベートを外に漏らすなよ。マスコミに売ったり、ＳＮＳで発信したり」

「するわけないだろ！　柾十司くんにも、実弥子さんにも、迷めい惑わくがかかるようなこと、おれがすると思う？」

　柾十司の言葉が終わらないうちに、強く否定する。

　まさか、本気でそんな心配をしている……柾十司に疑われているのだろうかとショックで、カッと身体が熱くなった。

　取り繕つくろおうという気を配ることもできず、テーブルに手をついて身を乗り出した利壱は、無ぶ遠えん慮りよな口調で言い返す。

　睨にらみつけるように柾十司を見み据すえていると、柾十司はほんの少し気まずそうな微び苦く笑しようを滲にじませた。

「……いや、疑ってない。一応、な。現代社会は、面めん倒どうなことが多いからなぁ」

「それは……用心深いのは、いいことだと思うけど」

　昨今、芸能人が巻き込まれるトラブルは、表ざたになっていないものも含ふくめれば結構な数に上る。

　本人の慢まん心しんや油断が、原因となることもある。

　ただ、誰だれもがスマートフォンを使って気軽に写真や動画といった証しよう拠こを残すことができる上に、素人しろうとでも加工してそれらしい『証拠画像』を作れるのが最も厄やつ介かいだと、実弥子が頭を抱かかえていた。

　水の入ったグラスを摑んで一気に飲み干した柾十司は、ポツポツと口を開く。

「プライベート空間に他人を入れるのは、苦手なんだ。これまでも、実弥子さんの命令で事務所の新人を付き人として家に入れたりしたが、いろいろ面倒でなぁ。……でも、おまえならいいか」

　最後の一言は、利壱に語るのではなく独り言のような響ひびきだ。

　その、「おまえならいいか」という言葉の意味を聞き返そうとしたけれど、声が喉のどの奥に詰つまってなにも言えなかった。

　他ほかの人は受け入れられなかったのに、利壱は例外なのだと……自分に都合よく捉とらえてしまいそうになり、じわじわと首から上が熱くなる。

　そうして利壱が奇き妙みような気き恥はずかしさを嚙かみ締しめていると、柾十司は唇くちびるの端はしをほんの少し吊つり上げてどこか不敵な笑みを滲ませた。

「おまえが相手なら、猫ねこを被かぶる必要もないだろうし。あの部屋に怯ひるまなかったのも、なかなかいい根こん性じようだ。ってわけで、今日の晩飯は俺からのお近づきの証しるしだ。おまえの好きな、海え老びやホタテの魚ぎよ介かい類るいを中心にコースを組んでもらった。遠慮なく食え」

「……イタダキマス」

　なんだろう。少しだけ意地悪そうな……意味深な笑みもだが、猫を被る必要もないという台詞せりふもなんとなく不ふ穏おんな空気を漂ただよわせているのでは。

　三年一緒に暮らしていて、柾十司のことは兄……家族のように感じていた。

　よく知っていると自負していたのに、目の前にいる柾十司は利壱の記き憶おくに存在しない顔をしている。

　チラリと目を向けた瞬しゆん間かん、バッチリと視線が絡からんだ。

　なにを思っていたのか、しばらく無言で利壱を見ていた柾十司は、ふっと表情を緩ゆるませて口を開く。

「デカくなったと思ったが、あんまり変わらないな。落ち着かない気分だと、親指の爪つめを擦こすり合わせる癖くせもそのまんま」

「……ぁ」

　テーブルの上に置いた手を、無意識に動かしていた……それも、落ち着きなく左右の親指の爪を擦り合わせていたことを見み咎とがめられ、慌てて両手を膝ひざの上に置く。

　言い返そうとしたところで、ドアをノックする音に口を噤む。「失礼します」という一言に続いて、白いプレートを手にしたウエイターが姿を見せた。

　口を開くタイミングを逃のがした利壱は、居住まいを正してテーブルに置かれたオードブルを見下ろす。

「ホタテのカルパッチョと、アスパラガスとパプリカのマリネ、ブラックオリーブ添ぞえです。お好みでレモンを搾しぼってお召めし上がりください」

　ウエイターの説明に小さくうなずき、足音もなく退室するのを見送った。手を出すタイミングを計っていると、柾十司の視線にうながされてフォークに手を伸のばす。

　ホタテや海老の魚介類は、確かに好物だ。柾十司は、サラリと口にしたけれど、それらを中心にコースを組んでもらった……ということは、既き製せいのメニューではなく希望を伝えて特別なものを依い頼らいしたということだろうか。

　おれのために？　と、聞くのは憚はばかられる。

　違ちがっていたら自意識過か剰じようで恥はずかしいし、そうだと答えられたら舞まい上がってギクシャクしてしまいそうだ。

　……仮に自分の推測が当たっていたとしても、今の柾十司が肯こう定ていするとは思えないが。

　昔のままの『優しいお兄さん』だった柾十司と、憧れの『朝香柾人』と、初めて逢った見知らぬ大人の男と……複雑に入り混じった存在とテーブルを挟んで向かい合う状況は、なんとも落ち着かない。

　でも、居心地が悪いとか不快なわけではなく、奇妙な緊張の中、ホタテを掬すくったフォークを口に運んだ。

「あ……美味おいし」

　思わず零こぼれた小さな一言は、柾十司の耳にまで届いたようだ。

　無言で、ほんの少し唇を綻ほころばせる姿に、やはり利壱のために特別コースを提供してもらったのだと確信する。

　そう思えば、余計なことを考えず素す直なおにご馳ち走そうを味わって「美味おいしい」と「嬉うれしい」を伝えるべきだろうと、目の前のプレートに集中することにしてフォークを持つ指に力を込める。

「アスパラのマリネも、美味しいね。レモンを搾ったら、風味が変わって……」

「しっかり食って、死ぬほど働けよ」

「…………」

　容よう赦しやなくこき使うぞという宣言だ。うん、とうなずいても大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　なんとなく複雑な心境で咀そ嚼しやくしている利壱をチラリと見た柾十司は、「くくっ」と低く笑ってアスパラガスにフォークを突つき立てた。

　なんとも豪ごう快かいで、実弥子がここにいれば確実に怒おこられるテーブルマナーだが、下品な仕草に見えないのが不思議だ。

「メインは伊い勢せ海老だぞ」

「海老、大好き」

　短く答えた利壱に微笑を浮うかべた柾十司は、やはり満足そうで……八年前のささやかな出来事を思い出した。

　レッスン帰りの深夜、お土産みやげだと買ってきてくれたコンビニエンスストアのエクレアを受け取り、「大好き。ありがと。半分こして食べよ」と喜ぶ利壱を、「そりゃよかった。半分こか。独り占じめしていいのに」と嬉しそうに笑って見ていた。

　別人のようだと感じる部分もあるが、本質は変わっていない。当たり前かもしれないけれど、やはり柾十司は柾十司だと、名残なごりを見つけてはホッとする。

　昔のままだと思っていたら幻げん滅めつするなどと、妙みような心配をしていた実弥子に、心の中で「変な脅おどし文句」と苦情をつぶやいてご馳走を堪たん能のうした。

　たとえ、どれだけ柾十司が変わっていたとしても幻滅などしないと、言い返しておけばよかったなぁ……と思いながら。







《四》







「柾十司くん。おはよー。生きてるなら起きて！」

　利壱の一日は、一度声をかけただけでは身み動じろぎもしない人物を、四苦八苦して起き床しようさせることから始まる。

　掛かけ布ぶ団とんを捲めくって名前を呼びながら肩かたを揺ゆすっても、やたらといい姿勢で目を閉じている柾十司は無反応だ。

「柾十司くんってば。……生きてるよね」

　あまりにも反応がないので、息をしていないのではないかと怖こわくなって鼻先に手のひらを翳かざし……よくわからなくて胸むな元もとに耳を押し当てた。

　コットン素材のパジャマの生き地じ越ごしに、トクトクと規則正しい心臓の音が伝わってきてホッとする。

「あ、心臓動いてる。よかった」

「……勝手に殺すな」

　なんの前まえ触ぶれもなく、頭上から低い声が降ってくる。ポンと頭に手を置かれて、動物の毛け触ざわりを楽しんでいるかのようにくしゃくしゃと撫なで回された。

「わっ、起きたっ？」

　死んだように眠ねむっていた柾十司の唐とう突とつな覚かく醒せいに驚おどろいた利壱は、慌あわてて厚みのある胸元に押し当てていた頭を上げた。

　恐おそる恐る端たん整せいな顔を見み遣やる。寝ね起おきのせいで声は掠かすれているけれど、瞼まぶたは……一応、開いている。遮しや光こうカーテンを開け放しているせいか、差し込む朝あさ陽ひに眩まぶしそうに目を細めて利壱を見上げていた。

「寝込みを襲おそわれるのかと思った」

　低い声で、ポツリとつぶやかれた言葉の意味を解するのに、二秒……三秒。

　頭にその意味が浸しん透とうした瞬間、利壱は首を左右に振ふって言い返す。

「襲わない！　変な言い方しないでよ。起きてくれないから、不安になっただけ。朝ご飯、どうする？」

「んー……今朝は和食。味み噌そ汁しると、卵焼きがあればいい」

　未いまだにぼんやりとした声と表情ながら、会話が成り立っているということは覚醒したと思っていい。が、念のため、柾十司の腕うでを引っ張ってベッドに上半身を起こさせた。

「用意しておくから、二度寝しないでよ？」

　それだけ言い残して、寝しん室しつのドアを開け放したままキッチンに向かう。

「今朝は、和食……かぁ」

　起き抜ぬけの気分で朝食メニューを指定されるので、事前に準備するのが困難なのだ。

　高速炊すい飯はんで米を炊たいているあいだに、味噌汁の用意をして卵を焼いておこう。さすがに、おかずが卵焼きだけなのは淋さびしいので、もう一品なにか……温野菜とシシャモでも添えるかな。

　素早く米を洗って炊飯器にセットする。高速炊飯のスイッチを押して冷蔵庫を開けると、手早く朝食の準備を進めた。

　炊事は小学生の頃ころから自主的にやっているので、苦ではないしもともと嫌きらいではない。

「ちゃんと起きたかな」

　小こ鍋なべにさいの目切りにした豆とう腐ふを入れながら、ポツリとつぶやく。カウンターの向こうに目を向けたのとほぼ同時に、柾十司が姿を現した。

　洗面を終えて身み嗜だしなみを整えている。シャツにパーカーを羽織り、長い脚あしを包むのは定番のストレートデニム。

　髪かみのセットなどは、スタイリストさんがしてくれるだろう。人前に出ても大丈夫な状態にはなっていて、ホッとした。

　つい十数分前まで、寝ね惚ぼけた顔をしてベッドの上でグズグズしていた男と同一人物には、とても見えない。

「はい、お茶。もうすぐご飯が炊けるから、お味噌汁を先に出しておく。これも」

　味噌汁を注ついだお椀わんをカウンターに置き、おかずのプレートを並べる。リクエストの卵焼きに、蒸むして冷れい凍とうしておいたブロッコリーと人にん参じんをソテーしたものとシシャモを添えた皿を見下ろした柾十司は、シシャモを指差して「魚がいる」とつぶやいた。

「シシャモ、嫌いだったっけ？」

　怪け訝げんそうな声に、少し不安になって過去の記き憶おくを探さぐったけれど、柾十司がシシャモを苦手としていた印象はない。

「いや、すげー好き。なんか、久しぶりにシシャモを食う。外食だと、シシャモがついてくる飯を食う機会なんかなかったし……手料理を作って、俺にシシャモを食わせようとする女……男も、いなかった」

「えっと……好きならよかった」

　柾十司は淡たん々たんと口にしたけれど、どう相あい槌づちを打てばいいのか悩なやんでしまった。

　外食で、シシャモを口にする機会がないというのは想像がつく。きっと、柾十司を食事に誘さそう人たちは定食屋でシシャモを食べようとはしないだろう。

　手料理を振る舞まう女性……とか、いたのか。

　まぁ……二十八歳の柾十司に、そんな存在がいても不思議ではない。柾十司がモテるのは当然だと利壱にもわかるし、週刊誌等に俗ぞくに言う「熱愛報道」が載のったことは一度もなかったけれど、それは巧たくみに記者の目を搔い潜くぐっていただけで……。

「利壱。飯が炊けた」

「あっ、ごめん。すぐによそう」

　ぼんやりと手元に視線を落としていた利壱は、炊飯が完かん了りようした旨むねのアラームを聞き逃のがしていたようだ。

　柾十司に指し摘てきされて、慌てて杓しや文も字じを手に炊飯器の蓋ふたを開けた。

　真っ白な湯気がふわりと立ち上り、柾十司の目から利壱の顔を隠かくしてくれているだろう。今の自分は、きっと変な顔をしているだろうから……幸いだ。

　なんだろう。変に、胸の奥がざわざわしているみたいで……気持ち悪い。

「はいっ、お待たせしました」

「……昔話のアニメかよ」

　目を細めた柾十司に指摘されて、え？　と目をしばたたかせた。

　無心でぺたぺたと茶ちや碗わんに盛りつけた米は、こんもりとした小山を形成している。

「えっ、あ、ごめん。多い……よね。盛りつけ直す」

　小さく息をついた柾十司は、焦あせって手を引っ込めようとした利壱から「いい。食う」と言いつつ茶碗を受け取った。

　……目の前で、『朝香柾人』がシシャモを齧かじりながら、正しく山盛りのご飯を搔かき込んでいる。

　男前は、豪ごう快かいにご飯を食べていても様になるんだなぁ……。

　手持ち無ぶ沙さ汰たを誤ご魔ま化かそうと、冷凍ストック用にフードストッカーに炊き立てのご飯を詰つめながら、カウンター越しにチラチラと少し前まではテレビ画面の中の存在だった柾十司を眺ながめた。










　柾十司に朝食を食べさせて「いってらっしゃい」と見送り、洗せん濯たくと掃そう除じを済ませておいて利壱が向かうのは……自動車教習所だ。

　柾十司から、「ＡＴ限定でもいいから、車の運転免めん許きよを取れ。費用は俺が出す」と、命じられたのだ。

　しかも、「バカじゃなければ大学入学までに取れるだろ」と鼻で笑われてしまえば、根が負けず嫌いな利壱の答えは「もちろん！」に決まっている。

　その答えで、教習所通いに同意したのと同じだと気づいたのは……柾十司が「いい根こん性じようだ。男に二言はないな」と笑ったからだった。

　異論を述べようにも手て遅おくれで、最速で免許を手にしろと言い渡わたされてしまった。

　車の運転免許証は、早めに取得していたほうがいいかな……と迷っていたのは事実だ。ただ、そのために必要な費用を調べて尻しり込ごみしていた。

　柾十司は、いずれ自分がこき使うと笑っていたが、よく考えれば利壱が柾十司のハウスキーパーをする期間は大学入学までなのだ。

　利壱が、自分だけが得をするのでは……と気がついたのは入校手続きを終えてからで、「バカかもしれない」と落ち込んだ。

　柾十司のマンションに住み込むことになったのも、

「いちいち呼び出すのがメンドクセェ。目覚まし代わりなら、同じ家で寝起きしなきゃ意味がないだろ」

　そう言われてのことだが、ここに通うために利壱が早起きしなければならないという負担を、考こう慮りよしてくれたに違ちがいない。

　実弥子に「柾十司くんのところに住み込む」と告げたら、真しん剣けんな顔で「無体なことをされそうになったら、遠えん慮りよなく殴なぐりなさいよ。躊躇ためらわずに報告するんだからね」と心配されたが、随ずい分ぶんと大おお袈げ裟さだ。

　柾十司のところに住み込み始めて三日目だが、実弥子に脅おどされていたほど酷こく使しされているとは思えない。

　だいたい、初っ端ぱなにあの悲ひ惨さんな部屋を見てしまったのだから、幻げん滅めつする余地もない。

　再会直後には、記憶に残っていた柾十司との違いに呆あつ気けにとられて、暴君だなどと思ったりもしたけれど……今では、その認にん識しきも改めている。

「ちょっと不器用だけど……やっぱり優やさしいんだよな」

　だらんとソファに転がったまま「おい、茶」と要求され、世間一いつ般ぱんに浸透している『貴公子キャラ』と違うのではないかと指摘した利壱に、「プライベート空間でまで猫ねこを被かぶっていられるかよ」などと尊大な態度で返してきた柾十司の言い分も、尤もつともなものだ。

　実弥子のマンションで同居していた頃、子供の利壱に態度も口調も優しかったのは、『対お子様仕様』で接していたせいだろう。

　そう思えば、今の柾十司は飾かざらない素すを見せてくれているのであって……それだけ利壱に気を許しているのかと、図ずう々ずうしいことを考えては嬉うれしくなるだけだ。

　もともと利壱は、対外向けの『朝香柾人』ではなく『朝霞柾十司』を慕したっているのだから、幻滅したり嫌ったりなどするわけがない。

　その他大勢に向ける無難な姿より、自分だけが知るプライベートの柾十司は、たとえそれが暴君であっても特別な感じがする。

　思うままを口にすれば、実弥子には「甘いわ。柾人オタクだから仕方がないか」と呆あきれられそうだが。

「晩ご飯は、撮さつ影えいの進み具合によるのか。十六時までに連れん絡らくしてくるって言ってたし、教習所の帰りにスーパーに寄っても大だい丈じよう夫ぶだな。お昼に一回、実弥子さんに電話をして……明日の柾十司くんの予定を再確認しておく、っと」

　一日のスケジュールを頭の中で確認しながらシューズの紐ひもを結んで、バッグを肩かたに掛かける。

　廊ろう下かに出ると、玄げん関かんのドアノブに手をかけてオートロックがきちんと機能していることを確かめてから、急ぎ足でエレベータに向かった。

　のんびりしていたせいで、自動車教習所に着くのがギリギリになってしまいそうだ。

　少し前まで、時間を持て余していたのが噓うそのように慌あわただしい。けれど、楽しい。

　友人から、「りいっちゃんは、あれだ。ちょっと口うるさい、おかん」などと世話好きを指摘された時は、「誰だれが、おかーさんだ」と否定したけれど、どうやら自分は誰かの世話をすることが嫌きらいではないらしい。

「まぁ……柾十司くんだから、っていうのもあるけど」

　実弥子のために家事をするのも苦ではなかったが、柾十司のため……というのは、純じゆん粋すいにわくわくする。

　とんでもなく横着で、生活能力が低く……マイペースで我が儘ままで手のかかる人でも……。

「ん、よく考えたら、結構……かなり、なんていうか厄やつ介かいな人だな」

　実弥子の言う、「面めん倒どうな男。むしろ大型犬の飼育」という言葉がピッタリだ。でも、だから嫌い、にはなりそうにない。

　こき使われて嬉しいなんて、ちょっと変態っぽいかも……と苦く笑しようを滲にじませながら、出る人間はノーチェックの集合玄関の自動ドアをくぐった。
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　駅の改札を出たところで、スマートフォンを取り出して新着のメッセージを確かめる。

「あ、晩ご飯は家で食べる。……え、お客さん？」

　柾十司からのＬＩＮＥ、『家で飯を食う』はともかく……その後に続く、『客を一人連れていく』という一文に首を傾かしげた。

　人ひと混ごみに押されて、壁かべ際ぎわに寄ると続くメッセージに目を落とした。

『気を遣つかう必要は皆かい無むだ』

『晩飯は筑ちく前ぜん煮にと豚とん汁じる』

『そいつには霞かすみでも食わしておけばいい』

　最後の一文に、思わず唇くちびるを綻ほころばせた。

　冗じよう談だんだろうが、ずいぶんな言い様だ。でも、それだけ親しい間あいだ柄がらの友人なのだろう。

「えっと、リクエスト承うけたまわりました……っと」

　短く返しておいて、駅前にあるスーパーへと足を向ける。

　冷蔵庫には味み噌そ汁しる用に買っておいた大根と葱ねぎの残りがあるし、人にん参じんや牛ご蒡ぼう、蓮れん根こんもあったはずだ。

　食材の買い足しは、鶏とり肉にくや豚ぶた肉にくといった生ものと根菜類だけでよさそうだが、宅飲みをするつもりだったら酒の肴さかなになるものも用意したほうがいいだろう。

「柾十司くんの友達、か。やっぱり関係者かな」

　独り言でも、芸能人という一言は口に出せない。スーパーの籠かごを手に持って店内を巡めぐりながら、『朝香柾人』の交友関係を思い浮うかべた。

　インタビューでは、特別に親しくつき合っている業界の友人はいない……友達のいないつまらない人間なんです、と笑っていた。休日は自宅でＤＶＤを鑑かん賞しようしたり、脚きやく本ほんを読んで過ごしたりする……インドア派だとか。

「インドア？　かなぁ。よく、動物園とか水族館とか、アスレチック施し設せつのある自然公園にも連れていってくれたけど」

　昔は、貴重な休日にもかかわらず、頻ひん繁ぱんに小学生の利壱を遊びに連れて行ってくれたものだ。ボウリングも上手だったし、自然公園にあったボルダリングの壁もスルスルと登ってしまい周囲の喝かつさいを浴びていたと記き憶おくしている。

「友達も、いないわけはないと……んー？　そのあたりは、あんまり憶おぼえてないなぁ」

　少なくとも、利壱たちと住んでいたマンションに柾十司の友人がやって来たことはない。家主の実弥子に遠慮していたのだとは思うが……まさか、本人が言うように友達がいないわけではないだろう。

　事実、こうして自宅に連れて来るような人はいるらしいのだ。

「あ、まさか女の人……じゃないよね。あの言い方だし。同年代で同性の、友達……でいいのかな」

　ずいぶんと雑な扱あつかいなので、同性の友人だろうと決めつけていたが、女性なら利壱に部屋を出るように要求するはずだ。

　仕事関係の、気を遣わなければならない相手だったら、きちんとした飲食店をセッティングするだろうし……予想した『宅飲み』が的外れではありませんように、と祈いのるのみだ。

「もっときちんとした情報をくれないと、ハウスキーパーとしては困るな。夕飯メニューも、お洒落しやれなデリカテッセンのものとかじゃなく、おれの作る家庭料理でいいのかなぁ」

　短文での予告しかくれなかった柾十司を思い浮かべて、苦情をつぶやきながら『広告の品』とシールの貼はられている大容量の特売鶏肉のパックを手に取った。けれど、そっと戻もどして……その隣となりのコーナーに陳ちん列れつされている、ブランド地鶏のパックに手を伸のばした。

　同じメニューなら『朝香柾人』には、できるだけいい食材で作ったものを口にしてもらいたい、という……ファン心理だ。

　これも、実弥子に知られれば「甘やかしてるわ」と笑われてしまうだろうけど。










「あとは、余熱で味が浸しみ込むだろうし……ご飯は、お酒を飲むなら後かな。食べるかどうか聞いてから、炊すい飯はん器きのスイッチを押そう」

　柾十司にリクエストされたメニュープラスαが完成したところで、タイミングよく玄げん関かん先さきから家主が帰宅したらしい物音が聞こえてきた。

「……お帰りなさい」

　小走りで玄関先に出た利壱は、黒いロングコート姿の柾十司に笑いかけ……その脇わきに立つ、ダウンジャケット姿の長身にペコリと頭を下げる。

　百八十センチの後半もある柾十司より少しだけ頭の位置が低いけれど、こちらも利壱が見上げなければならない日本人離ばなれした体格の男性だ。柾十司より、少しだけ年上……三十歳前後だろうか。

　明るいミルクティーベージュの髪かみに、フレームレスの眼鏡めがね……パッと目を惹ひく華はなやかな容よう貌ぼうだが、俳優やモデルではないはずだ。

　一度でも目にしていたら忘れることのない印象的な人だと思うけれど、少なくとも、利壱のデータベースには載のっていない。

　パチリと目が合い、利壱が挨あい拶さつのために口を開きかけたところで、少しだけ早くその人が言葉を発した。

「おっ、本物。エンゼルちゃんだ」

「え……っ」

　ビクッと肩を震ふるわせた利壱は、予想もしていなかった一言が彼の口から出たことで、挨拶も忘れて硬こう直ちよくした。

　今、やけに朗ほがらかに躊躇ためらいなく『エンゼルちゃん』と言われた……ような……気が。気のせい、空耳だと……思いたい。

　利壱が立ち尽つくしていると、靴くつを脱ぬいで廊ろう下かに上がった柾十司に頭を軽く小こ突づかれる。

「おい、玄関先で突つっ立ったままゴチャゴチャするな。寒い」

「あ、廊下を塞ふさいでごめんなさい。あの、上がってください。ご飯の準備、できてるけど……すぐに食べる？　飲むのかな、って思って一応軽いものも用意してあるけど」

　ぎこちない表情だったかもしれないけれど、なんとか男性に笑いかけた利壱は、隣に並んだ柾十司を見上げて問いかける。

「ああ。軽く飲む……よな？」

　柾十司は、利壱に答えながら男性に視線を向けた。ダウンジャケットから腕うでを抜ぬきながら、その人がうなずく。

「もちろん。いやぁ、いい嫁よめさん。エプロンが似合う可愛かわいい幼妻、羨うらやましいなー」

「ふざけてないで、さっさと上がれ。だいたい、その台詞せりふ……どこのエロオヤジだ」

　大人なのに、高校卒業前の自分たちと変わらない調子でしゃべりながら小突き合っている二人に、クスリと笑えみがこぼれてしまう。

「じゃあ、リビングテーブルにセッティングするね」

　飲むのなら、キッチンカウンターではなくリビングテーブルのほうが落ち着くはずだ。そう思って口にすると、柾十司が男の手から紙かみ袋ぶくろを取り上げて利壱に差し出してきた。

「利壱、これを開けて出せ」

「はい。……お酒？」

　見た目はコンパクトなのに、ズッシリとした細長い紙袋を受け取る。形状や重さからして、酒さか瓶びんに違ちがいない。

　こちらをどうぞ、と男性にスリッパを指し示しておいて踵きびすを返した。

「マジで可愛いなー。エプロン姿で、お帰りなさいとか玄関先で出で迎むかえて、うわぁ……可愛いヤラシー……」

「ああ？　なにがヤラシーんだ、変人」

　利壱は、背後で交かわされる二人の会話に苦く笑しようを浮かべてキッチンへと戻った。

　ずいぶんと仲がよさそうだ。柾十司が、『貴公子キャラ』ではなく、プライベートモードで接している。

「エンゼルちゃん……うん、聞かなかったことにしよう」

　ギュッと紙袋の持ち手を握にぎり締しめ、そうしようと大きくうなずいた。










　ソファに腰こしかけた柾十司に、フローリングに敷しいたラグに座り込んだ男性が身体からだを捻ひねって話しかける。

「……で、最近はどんな様子だ。あれから、なんか言ってきたか？」

「いや、特になにも。まったく相手にされないから、脈なしだと判断したんだろ。無む駄だな時間を過ごすことはない。賢けん明めいだ」

「つっても、あのしつこさからして、そんなに簡単に諦あきらめるかねぇ。僕にまで、馴なれ馴れしくするなとかって絡からんできたんだぞ。……あの子は、大だい丈じよう夫ぶなのか」

「大丈夫……と思ったから、傍そばに置いてるんだろ。今のところ、特になにもない」

「ま、そうだろうな。……万が一なんかあったとしても、暴走するなよ」

「わかってる。そこまで馬ば鹿かじゃねーよ」

　親しそうな友人と一いつ緒しよだからか、柾十司の雰ふん囲い気きがいつもと少し違う。パブリックな『朝香柾人』ではなく、完全なプライベートモードだ。

　素すの姿を見られるのは、自分だけの特権ではなかったのか……と、ほんの少しガッカリして慌あわてて頭から振ふり払はらう。

　気を許した友人に、取り繕つくろうことのない態度で接するのは当然だ。本人曰いわく『猫ねこを被かぶらない』でいられる存在がいるのは、むしろ喜ばしいだろう。

　プライベートモードの柾十司を、利壱が独り占じめしているわけではないと知ったからといって、肩かたを落とすなんて……厚かましい。

　キッチンカウンターのところから様子を窺うかがっていた利壱は、大きく息をついてお盆ぼんを手に取ると、リビングへと歩を進めた。

「お邪じや魔まします」

　会話が途と切ぎれたタイミングを見計らい、テーブルの上に酒の入った切り子硝子ガラスの徳利とつくりとお猪口ちよこを二つ置いた。

「燗かんをしなくてよかったですか？」

　温めることも冷やすこともなく、常温でよかったのかと首を傾かしげた利壱に、柾十司がうなずく。

「ああ。この男は、持て成しとかしなくていいからな。勝手にキッチンを漁あさって、好きに食うだろ」

「雑だなー。きちんと紹しよう介かいもしてくれないし」

　苦笑した男性が、くるりと利壱に顔を向ける。ニッコリ笑いかけられ、思わずお盆を持つ両手に力が入った。

　利壱の緊きん張ちようを知ってか知らずか、彼は人見知りという言葉とは縁えんのなさそうな明朗な調子で続けた。

「野の々の宮みや陽はる生きです。舞ぶ監かんとか評論とか写真とか……いろいろやってるけど、シナリオライターが本業かな。柾十司とは、エンターテインメントの勉強のため滞たい在ざいしていたアメリカで知り合ったんだ」

　舞台監かん督とくや評論、写真、シナリオライター……か。

　なるほど。華やかな容姿なのに記き憶おくに留めていなかったのは、滅めつ多たに表舞台に出ない存在だからか。

　柾十司と、本名で親しげに呼ぶくらいだし会話の様子から推測しても、かなり仲がいいに違いない。

「那波利壱です。えっと……ここの家政婦、婦じゃない……ハウスキーパー？　です。あと、朝あさ寝ね坊ぼうな人の目覚まし時計代わりです」

　柾十司の友人に自己紹介をするというのは想定外で、自分をどう位置付けるのがベストなのか迷ってしまった。

　柾十司のことをどう呼べばいいのかも迷い、「ここ」とか「朝寝坊な人」などと、ゴニョゴニョ濁にごしてしまう。

　しどろもどろな上に、かなり怪あやしげな言い回しだったと思うけれど、野々宮と名乗った彼は大きくうなずいて笑った。

「知ってるよ、リーチくん。ＯＺＥＫＩオフィスの社長の、秘蔵っ子だよね。あと、ソラパンが昔出してた天使シリーズの、エンゼルちゃん」

「うわっ、なんでそれ……っ」

　玄げん関かん先さきで耳にしたエンゼルちゃん云うん々ぬんは、空耳だとか気のせいだと流させてくれなかった。

　ズバリと踏ふみ込まれてしまい、咄とつ嗟さに別人ですと惚とぼけることもできなかった。

　どうしよう……と焦あせった利壱は、咄嗟にお盆で顔を隠かくす。それも、すぐさま野々宮に「こらこら隠れない」と言いながら取り上げられてしまった。

　ジッと顔を見み詰つめられて、ジリッと身体を引いてしまう。

「一応、業界の端はしくれに生息していますからねぇ。あの女じよ傑けつが、死ぬほど大事にしているリーチくん、有名だよ。伝説のエンゼルちゃんだってことも加えてね。子供の頃ころは愛らしくても、育てば見る影かげもない子役が多いけど……エンゼルちゃんは昔と変わらず可愛いなぁ。もう少し大人になったら、見事な美人になるね。柾十司が独り占めしたがるわけだ」

「余計なことを言うな」

　ハハハ、と笑った野々宮の後頭部を、ソファに座っている柾十司が容よう赦しやなく平手で叩たたいた。

　ビクッと首を竦すくませたのは傍ぼう観かんしていた利壱で、当の野々宮はケロリとしている。

「俺は、別に独り占めしようってわけじゃ」

「エンゼルちゃんに逢あいたいから、連れてきてって何回頼たのんでも無視してたくせに。今でも接せつ触しよくを図はかろうとする、不特定多数の関係者の目に触ふれさせたくなかったんだろ」

　野々宮は反論を試みた柾十司をピシャリと遮さえぎり、不敵な笑みを浮うかべた。睨にらみつけられても、飄ひよう々ひようとした顔で「だよね？」と畳たたみかける。

「……下手なことをして、実弥子さんに締め上げられたくないだけだ。利壱を護まもるためなら、エグイことでもやるだろ」

「あー……それは、まぁ……」

　神しん妙みような顔で口を噤つぐんだ二人に、利壱は心の中で「実弥子さん最強。カッコいい」とつぶやいて拍はく手しゆ喝かつさいを送る。

　利壱が、どんな顔で聞けばいいのかわからず困こん惑わくしていた奇き妙みような言葉の応おう酬しゆうを、実弥子は名前一つで収束させてしまった。

「あのっ、すぐにおつまみを用意しますね。チーズとかナッツ類とか、ハムですけど……食べられないものはありませんか？」

　この場を離はなれる言い訳とばかりにそう口を開くと、問いを投げかけた野々宮ではなく柾十司が答える。　>>>♥

「コイツは雑食だ。適当でいい」

「酷ひどい扱あつかいだな。確かに、僕はなんでも食べますけどね。そうだ。リーチくんも、お箸はし持っておいで。一緒に食べよ。この日本酒、貰もらい物だけど絶品……っと、未成年か。ジュースでいいから、オニーサンたちにつき合ってよ」

「でも……」

　せっかくの友達同士の交流を、利壱が入ることで邪魔してしまうのでは……。

　そう考えて返事を躊躇ためらっていると、柾十司と目が合った。仕方なさそうに息をついて、利壱を手招く。

「箸と取り皿を持ってこい。食い物は、大皿に盛ってそのあたりに置いておけばいい。俺も陽生も、マイペースで飲みながら好きなように食うから構うこたない」

「うん。じゃあ……お言葉に甘えて」

　大きなプレートに冷菜を盛りつけ、煮に物ものは少し深いお皿一つに入れるのでいいか。酒を飲むなら、豚とん汁じるは朝食にしたほうがよさそうだ。

　取り皿をいくつかと……菜さい箸ばし、あと用意するものは……と考えながらキッチンカウンターに入る。

「未いまだに憶おぼえてる人、本当にいるんだな……」

　利壱自身にとっては黒歴史としか言いようのない、『エンゼルちゃん』を……。

　実弥子から聞いてはいたが、まさかと半信半疑で聞き流していたことが事実なのだと、突つきつけられてしまった。

　うぅ……と項うな垂だれてシンクの端を摑つかみ、少し遅おくれて襲おそってきたダメージに唇くちびるを嚙かむ。

　野々宮は、純じゆん粋すいに「可愛かわいいかった」と笑っていて揶や揄ゆする調子ではなかったけれど、ちっぽけながら男のプライドを持つ十八歳の男子にとっては葬ほうむり去りたい過去なのだ。

　ひっそり落ち込んでいると、リビングから柾十司の声に名前を呼ばれた。

「利壱。酒がなくなった。瓶びんごと持ってこい」

「はいっ！　おつまみ、すぐ用意するから……もっとゆっくり飲んでよ」

　徳利に移して出した酒を、あっという間に飲み干してしまったらしい。

　柾十司に言い返すと、大急ぎで大きなプレートに冷菜を盛りつけて、筑ちく前ぜん煮にをよそった深皿と並べてお盆に載のせる。あとは、取り皿と菜箸と割り箸に……酒瓶だ。

　なんとかそれらすべてを両手に持った利壱は、慎しん重ちように足を運んでリビングテーブルに並べた。

「お、すごいな……愛妻料理。最近、家庭の味に餓うえててさ。嬉うれしいねぇ」

　嬉しそうに口にした野々宮が、ここにお座りと利壱の左ひだり肩かたに手を回してきた。あまりにも自然な仕草だったので、避さける間もない。

「あ、こら、なにさり気なく利壱の肩を抱だき寄せてやがる」

　それを目にした柾十司が、ギュッと眉まゆを顰ひそめて𠮟しつ咤たしながら野々宮の大きな手を払はらい除のけてくれて、ホッとする。

「おまえはこっちに座れ。陽生から離れてろ」

　腕うでを摑んでグッと引っ張られ、柾十司をあいだに挟はさみ、野々宮から離れた位置に腰こしを下ろすように誘ゆう導どうされる。

「心が狭せまい男は嫌いやだなぁ」

　はは……と楽しそうに笑う野々宮は、ただ利壱を構いたいというよりも、きっと柾十司をからかって遊んでいるのだ。

　接したのは短時間ながら、なんとなくこの二人の関係が見えてきた。

　苦く笑しようした利壱は、手を伸のばして空になっている野々宮の手元にあるお猪口ちよこに、そっと日本酒を注つぐ。

「ありがと。エンゼルちゃんの酌しやくで飲めるなんて、……今度、局のオッサンたちに自じ慢まんしよ。羨うらやましがられるだろうな」

「バカ、利壱と逢ったなんて言いふらすなよ。そんなに、実弥子さんに十センチのピンヒールで踏まれたいのか」

「……残念だけど、止やめておこう」

　ここでも最強なのは『実弥子』で、うつむいてクスリと笑ってしまう。

　柾十司の友人、か。

　野々宮陽生という名前に憶えはないので、ペンネームを使ってシナリオを書いているのかもしれない。

　どんなシナリオを書いているのか、尋たずねてみたいが……正直に教えてくれるかどうか、この調子では怪しい。

　デタラメなことを口にして、からかわれて終わりそうだ。

「利壱、適当に抜ぬけて寝ねろよ。こいつに最後までつき合おうとしたら、朝まで離してくれないぞ」

　ソファに座ったままそう声をかけてきた柾十司に、利壱は「朝まで？」と頰ほおを引き攣つらせてコクコクと首を上下させる。

「わ、わかった。あ、柾十司くんは明日お昼からだから……教習所に行く前にご飯の用意をして、声をかけるけど……きちんと起きて、仕事に行ってよ。一応、スマホに連れん絡らくはするつもりだけどマナーモードにしてたらダメだからね」

　利壱の言葉に、柾十司は適当な調子で「へーへー」と答える。

　友人に言われたような、口うるさいお母さんになった気分……と唇を尖とがらせた利壱を、野々宮が別の表現に言い換かえた。

「……いいなぁ、可愛い世話焼き女によう房ぼう。僕の朝ご飯も、一いつ緒しよにお願いしてもいい？」

「あ、はい。もちろんです」

「図ずう々ずうしいな。イワシの頭か、鮭さけの骨でもしゃぶってろ」

「…………」

　もう、苦笑いするしかない。

　宴えん会かいは弁の立つ野々宮を中心に妙みように盛り上がり、一いつ滴てきもお酒の入っていない利壱は疲つかれ果てて、日付が変わる頃ころに退散することにした。

　結局、どんなペンネームでシナリオを書いているのか、聞きそびれてしまった。

　でも野々宮があいだに入ってくれたおかげで、聞きたかったけれどタイミングを計りそびれていた柾十司のアメリカ留学時代の話も少しだけ聞くことができたし、あんなに柾十司が話してくれたのは再会してから初めてだ。

　そう思えば、感謝しなければならないのかもしれない。

　……忘れかけた頃に、『エンゼルちゃん』と呼ばれるのだけは、苦痛というか難だったけれど。

　利壱が自室として使わせてもらっている部屋に引っ込んでからも、リビングでは宴会が続いたようだ。

　しばらく二人の話し声が聞こえていたけれど、やがて利壱は眠ねむりに落ちて……翌朝、朝あさ陽ひの差し込むリビングの惨さん状じように、無言で天てん井じようを仰あおいだ。

　結局、何時まで飲んでいたのだろう。

　世間から見れば極ごく上じようの部類に入るであろう男前が二人、屍しかばねとなって床ゆかに伸びている。

　空調で適温に保たれていても風邪かぜをひきそうなので、手て遅おくれかもしれないと思いつつそれぞれにブランケットを被かぶせておいて、キッチンに立って軽食の準備をした。

　確か今日の柾十司の予定は、雑誌のインタビュー……か。写真は一、二枚だろうし仕事に影えい響きようはしないはずだけれど、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「野々宮さんはともかく、柾十司くんは、きちんとセーブしてるよね。プロ根こん性じようには、昔から定評があったし」

　高熱だろうと足首を捻ねん挫ざしていても、一いつ切さい周囲に悟さとらせることなく、ドラマ撮どりに臨のぞんだり舞ぶ台たいに立ったりしていたことを知っている。

　利壱の知らない、アメリカに渡わたっていたあいだの話を聞くことができたのは嬉しくて、その反面、利壱よりずっと柾十司を知っている野々宮が羨ましくて……複雑な気分になったことは、顔に出ていなかったはずだ。

　胸に渦うず巻まく奇き妙みようなもやもやは、食洗機ではなくスポンジを握にぎって皿を洗い、洗せん剤ざいの泡あわと一緒にシンクに流した。

　再会したばかりの今の自分は、柾十司にとってはただの弟以下だ。一緒に住んでいた頃のような扱あつかいをしてくれないことからも、柾十司の中では『弟の利壱』がリセットされているのだと伝わってくる。

「それでも、……実弥子さんの命令だからだとしても、こうしてプライベート空間に入れて素すを見せてくれていることに感謝しないと……だな」

　出で逢あい直しをしたようなものなのだから、利壱も『昔の柾十司くん』ではなく、現在の柾十司ときちんと向かい合わなければ。

　そのためには、ハウスキーパーとしての役目をきちんとこなす姿を見せるべきだ。

　決意を新たにすると、二人分のブランチをカウンターにセットしておいて、タオルで手の水気を拭ぬぐった。

　とりあえず、今の利壱がしなければならないこと……教習所へ急ごう。







《五》







　柾十司のマンションで同居するようになって、二週間。

　初めて訪おとずれた時の緊きん張ちようを忘れたわけではないけれど、住人のように振ふる舞まうことにはすっかりと慣れた。

　自動ドアの暗証番号を打ち込んでエレベータホールへ入ると、集合ポストに向かう。ズラリと並ぶ郵便受けには、居室の番号のみが記されている。柾十司の部屋の番号に指を伸ばすと、ダイヤル式の暗証番号を合わせて扉とびらを開いた。

　クレジットカードの明細に、自動ドアの内側なのにどうやって投げ込んだのか、怪あやしげな便利屋の宣伝チラシ……宛あて名なのない封ふう書しよ？

「なんだこれ。なにかのＤＭかな」

　住所や宛名、差出人が明記されていないものはすべて不要なものだから、開封せずに捨てろと言われている。

　首を傾かしげた利壱は、集合ポストスペースの隅すみにあるＤＭ用のダストボックスに、便利屋の宣伝チラシと共に投げ込んだ。

　不ふ審しんな封ふう筒とうとはいえ、シミ一つない真っ白な封筒をダストボックスに突つっ込むのはなんとなく心苦しい……と胸が痛むのは、自身が昔から郵便物に少し思い入れがあるせいかもしれない。

　物心ついて以来、通信環かん境きようの整っていない海外で生活することの多い両親からの連絡は、主にエアメールだった。

　それも、どこをどうさ迷っていたのか……折れたり汚よごれたりしたヨレヨレのクリスマスカードが春先に届いたりして、いつ届くのかわからないポストカードや手紙を待ち、毎日わくわくと郵便受けを覗のぞいていたのだ。

　宛名も差出人の名もない白い封筒は、怪かい文ぶん書しよだったから気に病やむなと自分に言い聞かせて、ポストスペースを出る。

　エレベータに向かおうとしたところで、自動ドアの向こうに映る長身に気がついた。

「あ……柾十司くんだ」

　キャップを被かぶって眼鏡めがねで顔を隠かくしているけれど、抜ばつ群ぐんのプロポーションと纏まとう空気で正体を察することができる。

　エレベータのボタンを押して待つ利壱に、柾十司は急ぎ足になることもなくゆっくりと近づいてきた。

「……お帰りなさい。お疲れ様」

「ああ。……腹減った」

　利壱と並んでエレベータに乗り込んだ柾十司は、キャップを脱ぬいでバサバサと髪かみを搔かき乱し、特大のため息をついた。

　学校から帰宅した子供のような台詞せりふに、思わず笑えみを零こぼしてしまう。大人の男なのに、なんだか可愛かわいいのでは……と口に出してしまえば機き嫌げんを損そこねそうだから、心の中でこっそりつぶやいた。

「晩ご飯のリクエストをもらってないし、今から準備するんだけど……どうしよう？　ケータリングか、外食にする？」

　陽ひは沈しずんでいるとはいえ、まだ夕刻だ。柾十司の帰宅時間がこんなに早いと思わなかったので、夕飯の伺うかがいを立ててもいない。

　朝に顔を合わせた際には、帰りが何時になるかわからないと言っていたので、夕飯の献こん立だてはこれから考えようと思っていたのに……。

「なんでもいい。もう一回外に出るの、メンドクセェ」

「冷蔵庫の残りもので、適当なものになるけど」

「いいっつってんだろ」

　ぶっきらぼうな言葉が返ってきたけれど、柾十司は本当に『適当なもの』を出しても文句を言わないと知っている。

　少し前にも、具は卵と葱ねぎだけで塩コショウに少しだけ醬しよう油ゆの味つけ、というシンプル極きわまりないチャーハンを、「俺には作れねーし」と言いながら完食してくれたのだ。

「帰り、早かったね。予定が狂くるっちゃった？」

　予想外に早い帰宅のわけを聞いても、黙もく殺さつされるのでは……と思いつつ尋たずねてみたけれど、柾十司は鬱うつ憤ぷんを吐はき出すかのように利壱の疑問に答える。

「バカ女が、誤ご魔ま化かし不可能な不細工な顔で来やがったから、夕方から夜にかけての撮さつ影えい予定が別のシーン撮りに変へん更こうになったんだ。俺の出番はないし、帰ってきた。……チッ、仕事の前に泣くなよ。これだから可愛いだけのアイドルってヤツは」

　なるほど。それでは確かに、撮影にならないだろう。

　忌いま忌ましそうに吐き捨てた柾十司に苦く笑しようした利壱は、相あい槌づちを打つことも、そのアイドルを擁よう護ごすることもできなかった。

　心を乱すなにがあったのかは知らないけれど、頭ではわかっていても、若い子が感情をコントロールするのは難しいだろう。きっと、ベテランになればそれさえ抑おさえ込めるのだろうが……。

　共演予定だったらしい柾十司を始め、大勢のスタッフや仕事関係者に迷めい惑わくをかけたその女の子はたっぷりとお灸きゆうを据すえられるはずだから、無関係の利壱まで責めることはできない。

「冷蔵庫のあり合わせ食材で、素早くできそうなメニューは……お好み焼きか、チャーハンか、オムライス……雑ぞう炊すいってところかな。そんなのでいい？」

「……その四択たくなら、オムライス。コンソメスープも」

「わかった。じゃあ、帰ったらすぐに作る」

　なんでもいいと言いつつ、希望を聞かせてくれるのはありがたい。利壱がうなずいたところでエレベータが停とまり、開いた扉から柾十司が一歩足を踏ふみ出した。

　続いてエレベータを降りた利壱は、入れ違ちがいにエレベータに乗り込もうとしていた女性に肩かたをぶつけてしまって慌あわてて「ごめんなさい」と謝る。

　ダークグレーのロングコートに身を包んだうつむき加減の女性は、目元を覆おおう長い前髪の隙すき間まから利壱を睨にらんでおいて、無言でエレベータに乗り込んだ。

　避よけたつもりだったが、目測を誤ったのか勢いよくぶつかってしまった。痛かっただろうか。

　申し訳なかったな……と顔を上げた利壱は、一足先に廊ろう下かに出ていた柾十司がこちらに身体からだを向けて立っていることに気づく。

　扉が閉まり、即そく座ざに下降し始めたエレベータを鋭するどい目で見据えていて……纏う空気がピリピリしている？

「……柾十司くん？」

　名前を呼びかけた利壱にチラリと視線を移すと、なにも語らずすぐさま体の向きを変えて、大おお股またで歩き始めた。

　なんだろう。そんなに空腹なのだろうか。

　小走りで柾十司の後を追いかけた利壱を振り返ることなく、自室の前に立ってキーケースを取り出す。

　……と、キーケースに取りつけていたらしいアクセサリーが外れて廊下に落ちた。咄とつ嗟さに屈かがんだ利壱は、拾いながらソレに視線を落とす。

「柾十司くん、落とし物。キーケースの……マスコット？」

　語ご尾びに疑ぎ問もん符ふがついてしまったのは、柾十司がキーケースにつけるには、どう考えても違い和わ感かんのあるアクセサリーだったせいだ。

　大きさは、五百円玉を二回り大きくしたくらい。厚みのあるフェルトを二枚縫ぬい合わせたもののようで、少し汚れた白地に目元と丸い耳が黒……パンダ柄がら？　らしい、なんとも形容し難がたい物体だ。

　同級生の女子が、バッグにつけているチャームにもたまにある……ブサカワというやつだろうか。

　指先で摘つまんだものをジッと見ていると、視界の端はしに柾十司の手が映って顔を上げた。

「さっさと出せ。……なんだよ」

「な、なにも言ってないよ」

　ギロリと睨みながら低い声で凄すごまれて、慌てて首を横に振りながら柾十司の手のひらにパンダ？　を載のせる。　>>>♥

　女子高生が持つような、可愛いキャラクター物をキーケースにつけていることを、突っ込まれないように……という牽けん制せいだろうか。

　ブランド物の革かわ製キーケースに、ブサカワマスコットというギャップが可愛いと感じるだけで、笑ったりするつもりはない。

「おれ、流行はやりものとかに鈍にぶいけど……最近、そういうちょっと不細工なキャラ物って、よく見るよね。癒いやし系ってやつ」

　そっと口を開いてフォローを試みたのだが、柾十司はチラリとこちらを見下ろして眉まゆを顰ひそめた。

「最近の流行り？　しかも……不細工か。ククッ……」

　利壱の言葉はどこか的外れだったらしく、うつむいて低い笑いを零すと、玄げん関かん扉とびらを開けて身体を滑すべり込ませた。

　重いドアが半ばまで閉じたところで、手で押さえて利壱を振り返る。

「おい、入らねーの？」

「あっ、ごめん。ありがと。ぼんやりしてた」

「……おまえ、昔っからよくボーッとしてるよな。赤信号を見落としたり、駅のホームから落ちたりするなよ」

「そこまでボケてない……と思う」

　自信のない答え方になってしまったのは、つい最近、駅の階段を四段ほど落ちたことがあるせいだ。

　口に出さなかったのに、利壱の表情からなにかしら感じ取ったのかもしれない。

　唇くちびるの端をほんの少し吊つり上げた柾十司は、玄関に入った利壱の髪をくしゃくしゃと撫なで回しながら「マジで気をつけろ」と口にして、靴くつを脱いだ。

　あっちとこっちに向いている革靴を揃そろえ直した利壱は、リビングに入る柾十司の背中を目にして小さく息をつく。

　傲ごう慢まんな王様なのか、大人なのか、ただの子供なのか……捉とらえようがない。

　ただ、『貴公子』のイメージを裏切るブサカワなマスコットをキーケースにつけている柾十司くんは、ちょっと可愛い……と含ふくみ笑いを漏もらして、小走りで短い廊下を進んだ。

　王様が暴君に変へん貌ぼうしてしまう前に、空腹を満たしてあげなければ。










　簡素な夕食を終えた柾十司は、ソファに腰こしかけて真しん剣けんな表情で台本らしいものに目を通している。

　つきっ放しのテレビは今日一日のニュースを伝えているけれど、柾十司の目や耳には届いていないに違いない。

　でも……ここで利壱がテレビを消してしまうと、逆に集中を途と切ぎれさせてしまうかもしれない。

　限界まで気配を殺した利壱は、邪じや魔まにならないよう、無言でテーブルの隅すみに柾十司のマグカップを置いた。

「……利壱」

「は、い？」

　回れ右したところで名前を呼ばれ、慌てて柾十司に向き直った。

　柾十司は、無表情で利壱を見据えている。表情がないことで端たん整せいな容よう貌ぼうが際きわ立だち、美人は三日で飽あきるなんて噓うそだな……と心の中で感かん嘆たんの息をついた。

　十秒……二十秒。テレビの音声だけが流れる。

　無言のままの柾十司が、なにを考えているのか読み取ることはできない。

　マグカップを置いた際、少しだけ音を立ててしまったせいだろうか。それとも、湯気と共に立ち上るほうじ茶の匂においが気に障さわった？

　怒おこられるかとドキドキしながら続く言葉を待っていると、ようやく柾十司が口を開いた。

「ちょっと来い」

　利壱と目を合わせて手招きをした柾十司が、ソファの座面を指差す。

　隣となりに座れ、ということだろうか。

　でも、脚きやく本ほん読みをしているのに、隣に人がいては邪魔なのではと躊躇ためらう利壱を見上げ、「グズグズするな」と低い声が続ける。

「じゃ、お邪魔します」

　おずおずと柾十司の隣に座ったのはいいが、なんとも落ち着かない。理由は、至近距きよ離りで柾十司がジッとこちらを見ているせいに違いない。

　隣に顔を向ければ、間違いなく目が合う。

　肩が触ふれ合いそうな近さで、柾十司と視線を絡からませると想像しただけで、心臓が変に鼓こ動どうを速めた。

　どうして、なにも言ってくれないのだろう？

　テレビの音声があるからマシだけれど、この近さではドキドキする心臓の音が柾十司にまで伝わってしまいそうで……。

「……あのっ、柾十司くん」

　緊きん張ちようが限界に近づいた利壱は、膝ひざの上でギュッと両手を握にぎり締しめて名前を呼びかけた。少しばかり上うわ擦ずった声になってしまったけれど、無言の空間に耐たえられなかったのだ。

「利壱、おまえ……十八だったよな」

「え、うん……？　そう、だけど」

　なにやら真剣に考えていたかと思えば、柾十司の口から出たのはそんな疑問で、拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　肩かたの力を抜いた利壱は、思わず右隣に顔を向けてしまい……恐おそれていたことが起きる。

　近い。近い、近いっ。

　本人には気味悪がられそうだから言えないけれど、昔から利壱は柾十司の顔がものすごく好きなのだ。

　それが、三十センチも離はなれていないところに迫せまっていて……一度は手放した緊張が、すぐさま戻もどってくる。

「おまえから見れば、三十手前の男って……オヤジ一歩手前か？　それとも、正しよう真しん正しよう銘めいのオヤジ……」

「はえっ？」

　あまりにも唐とう突とつな質問に、変な言葉が漏れてしまったけれど、柾十司は笑うでもない。

　父親を指す『親父おやじ』ではなく、世間一いつ般ぱんの中年男性を意味する『オジサン』を、乱暴に言い表すほう……だよな？

　柾十司の口から出た『オヤジ』という単語にギョッとして、変な緊張が吹ふき飛んだのは幸いだった。

　ただ、なにを意図して突とつ然ぜんそんなことを言い出したのかわからず、しどろもどろに口を開く。

「三十手前、って……オジサン呼ばわりするには若すぎると思うけど。青年ってやつじゃないのかな？」

　うまく答えられたかどうか、利壱にはわからなかった。

　ただ、柾十司は納なつ得とくしたようにうなずいたから、たぶん……間ま違ちがいではない。

「青年……なるほど。でも、女子高生なんかはオヤジ呼ばわりしてるんじゃないか？　この前のバラエティ番組の街角インタビューで、三人組の女子高生がスーツ姿のサラリーマンを一ひと括くくりにしてオヤジと呼んでたな」

　女子高生……クラスメイトの女子を思い浮うかべて、「うーん？」と首を捻ひねった。

　確かに、一部の口の悪い女子グループだと、そんなふうに雑にカテゴライズしていたかもしれない。

　利壱は、感づかれないようそろりと隣に視線を向けて、難しい顔で思案する柾十司の横顔を目に映す。

　こうして間近で見ても、いい男だ。

　子供の頃ころの記き憶おくと比ひ較かくすれば、頰ほおの辺りがシャープになって目鼻立ちがより際立っている気がする。

　海外での武者修しゆ行ぎようの賜たま物ものか、男としての自信や若いながら風格のようなものまで漂ただよっていて……同性として、敵かなわないと嫉しつ妬とする気も失うせる。ただひたすら、憧しよう憬けいの眼まな差ざしを向けるしかない。

　……柾十司の言う「三十手前の男」が現在二十八歳の柾十司自身を指しているのなら、見当違いも甚はなはだしい。

　女子高生だろうと、女子中学生だろうと、幼よう稚ち園えん児じでさえ柾十司に向かって「オジサン」などと呼びかけないに決まっている。

　先日顔を合わせた、柾十司の友人……野々宮も、きっと柾十司より少し上の世代だと思うが利壱は『オヤジ』などと思えない。

「なんで、いきなりそんなこと言い出したわけ？」

　まさか、誰だれかに『オヤジ』呼ばわりされたわけではないだろう。

　恐る恐る尋たずねた利壱に、柾十司は表情を変えることなく膝の上に置いてある脚本らしい紙の束を拾い上げる。

　表紙にあたる部分を目の前に突つきつけられ、自分が見てもいいのかな……と惑まどいながら目に映した。

　縦書きで記されている、シンプルな明みん朝ちよう体たいでの印字は……。

「センセイと秘密の蜜みつ月げつ、花はな嫁よめは女子高生……」

　これは、どう受け止めればいいのだろう。真っ直すぐ捉とらえるなら、教師と生徒の禁断愛……と呼ぶには、ノリが軽すぎる。

　ポツリと口にしたきり黙だまり込んだ利壱は、声にも顔にも、ものすごく戸惑いを浮かべているはずだ。

　紙の束を持っていた手を下ろした柾十司が、仄ほのかな苦く笑しようを滲にじませる。

「未知のラブコメディ、旦だん那なの先生役だ。……十代の幼妻とそれを溺でき愛あいする三十手前の教師なんて、どっちも宇宙人レベルで理解不能だぞ。まだ、連続殺人犯とか地下シェルターみたいなコンピュータールームに籠こもって、世界中のネットワークをハッキングする根暗なパソコンオタクのほうが理解できる。あとは……あれだ。シェイクスピアの描えがく変人の思考のほうが、わかりやすいかもしれん」

「シェイクスピアの描く変人……」

　歴史的偉い人じんへのさり気ない暴言に小さく笑い、柾十司の手元にある紙の束をチラリと見下ろした。

　柾十司……『朝香柾人』が配役されたドラマや舞ぶ台たいを網もう羅らしている利壱にも、戸惑いはわかる。ラブコメディは、新境地だろう。

「新しん婚こんって、なんだ？　ラブラブでドキドキな毎日？　……脚本家とプロデューサーが結けつ託たくしたイヤガラセか、挑ちよう戦せん状を叩たたきつけられたとしか思えん」

「う……で、でも、柾十司くんの先生役は新しん鮮せんでいいかも。女の人とか、意外とベタなそういうの好きそう」

　利壱は、なんとかフォローをしなければと思って口を開いたけれど、柾十司は胡う乱ろんな眼差しを向けてくる。

　役者としての力量は間違いないのだから、いろんな役やく柄がらを見てみたい……というファン心理にも背中を押されて、懸けん命めいに言葉を重ねた。

「本当だって。チャラい俳優さんがそういう役をやったら、失礼だけど下品っていうか……あんまりいい空気にならないだろうけど、柾十司くんなら変な崩くずれ方はしないだろうし。おれも、今までにない柾十司くんを見てみたい！」

　最後のほうは、拳こぶしを握って力説してしまった。

　柾十司が目を丸くしていることに気づいて、「あ」と口を噤つぐむ。

　カーッと顔面に血が集まるのを感じる。本人を前に、熱く語ってしまった。

「そういや、実弥子さんが言ってたか。本人には内ない緒しよにしてってお願いされてたけど、実は利壱は、『柾人オタク』だ……って。そんなに俺が好きなのか？」

　顔を寄せての軽い一言は、利壱をからかおうという意図だったのかもしれない。けれど、間近に迫る魅み惑わく的な笑えみに心臓が大きく脈打ち、鼓こ動どうに押し出されるように喉のどから言葉が飛び出した。

「好きだよっ。っ……役者として、尊敬してる」

　反射的に全力で肯こう定ていしてしまった利壱は、慌あわてて役者としてという一言を付け足す。好きなのは事実だが、入れ込みようを柾十司に気味悪がられるのは本意ではない。

　目を泳がせる利壱は、あからさまに動どう揺ようを示しているはずだ。予想していた以上の反応だったのか、柾十司はククッと肩を震ふるわせる。

「ふ……好き、か。じゃあ、利壱に協力してもらうか」

「協力？」

「……そ。『朝香柾人』の、役に立ちたいだろ？」

　なにを思いついたのか、ニヤリと笑う柾十司に、なんとなく嫌いやな予感がする。

　これはアレだ。いじめっ子の顔……。

　硬こう直ちよくした利壱に、柾十司は笑みを深くして台詞せりふを続けた。

「新婚ごっこの練習台になれ。幼妻役。カワイク演じろよ？」

「…………」

　逃にげられないようにか、絶句した利壱の頭を両手で挟はさみ込むと、息がかかりそうな距きよ離りに端たん整せいな顔を寄せる。

「嫌とは言えないよなぁ？」

　首を、横に振ふることも縦に振ることもできない。

　柾十司の手を振り払はらって逃げ出さないことが答えだと捉えたのか、「決まりだな」と結論を口にした柾十司は、大きな手で利壱の髪かみを撫なで回した。

　子供の頃に撫でられたのと、同じ仕草だ。勝手に決めつけられて迷めい惑わくだと反論するべきなのに、なにも言えなくて唇くちびるを引き結ぶ。

　今さら逃げ出しても、手て遅おくれだろう。柾十司の中では、決定している。

　やっぱり、貴公子の皮を被かぶった暴君だ。

　ただ、悪い笑みも魅力的だ……と。そう見み惚とれる自分は、どんな薬も効かない重じゆう症しようの『柾人オタク』に違いない。







《六》







　分厚い輪切りにしたトマトは、ベイクドトマトにするため予熱をしてあったフライパンへ。その脇わきに卵を二つ割り入れると、塩コショウを振る。少し時間を置き、フライパンの上にガラスの蓋ふたを被せた。

「モルタレッダは、生のまま……と。トーストは、柾十司くんがカウンターに座ってからでいいか」

　大きな白いプレートを用意した利壱は、チラリと時計に目を向けてフライパンを載のせてあるガスコンロの火を止めた。

　タオルで手の水分を拭ふくと、エプロンを着けたままキッチンカウンターを出て柾十司の寝しん室しつへ向かう。

　そろそろ起き出してくるはずの時間なのに、寝室のドアはピッタリ閉じている。耳を澄すましても、室内からは物音一つ聞こえない。

「アラーム、解除して二に度ど寝ねしているか……最初からセットしていないか、どっちかな」

　一つ息をつき、ドアの真ん中にコンコンと拳を打ちつけた。応答があるという期待は初めからしていないので、五秒数えたところでドアノブに手をかける。

「柾十司くん、入るよ」

　一応、予告しておいてドアを開けた。

　踏ふみ込んだ寝室は、遮しや光こうカーテンが隙すき間まなく窓を覆おおっていることもあり、まだ夜の様相だ。部屋の主は、当然のようにベッドの中だった。

「おーい、目覚ましが朝をお知らせに来ましたぁ。起きろって。コケコッコー！」

　普ふ通つうに声をかけたくらいでは起きてくれないと、学習している。

　スッと息を吸い込んだ利壱は、鶏にわとりの鳴き真ま似ねをしながら、壁かべ際ぎわに向いて丸くなっている柾十司の肩かたを揺さ振った。

「コケコケッ。朝だよ」

「……ッ、くく……下手くそな鶏……」

「あ、起きた」

　起き抜ぬけ一番に笑いながら下手くそと言われてしまったけれど、これまで試ためした目覚まし方法の中では最速に近い覚かく醒せい時間だ。

　明日も、鶏バージョンで起こすか。

　そう思いながら満足の微び笑しようを浮うかべた利壱は、厚みのある肩から手を離はなしかけたけれど……少し浮かせたところで、布ふ団とんの中から腕うでを伸のばした柾十司にガシッと摑つかまれる。

「色気がねーなぁ。新婚サンは、下手な鶏の真似なんかで起こさねーだろ」

　寝返りを打った柾十司が、ベッドに転がったまま利壱を見上げてくる。

　新婚サン、か。

　柾十司は揶や揄ゆする調子で口にしたが、昨夜ゆうべの『新婚ごっこの練習台になれ。幼妻役』という言葉は、冗じよう談だんではなかったらしい。

「可愛かわいく、起きてダーリンって言ってみろよ？」

　起き抜けのせいで、声が掠かすれていて……寝ね惚ぼけ眼まなこに、瞼まぶたは半分くらいしか開いていない。まだ眠ねむりの余よ韻いんをたっぷりと漂ただよわせ、ポツポツと髭ひげが見える……のに、どうして妙みような色気を感じさせるのか謎なぞだ。

「言わない。言えないっ」

　さり気なく視線を逃がした利壱は、柾十司に摑まれている手を引き抜こうと四苦八苦しながら言い返した。

「そ、それに、鶏の真似して起こさないなんて言い切れないと思うけど。世の中には、そういう新婚サンが一組くらいはいるんじゃないの？」

　寝起きの癖くせに、力が強い。利壱がグイグイ手を引いても、放してくれない。

　長い指は利壱の手首を一周してもまだ余っていて、自分が実際以上に頼たよりない存在になったような、変な気分が込み上げてきて戸と惑まどった。

「あの、そろそろ放してほしいんだけど。朝ご飯、作ってる途と中ちゆう……で」

「んー……なに逃げようとしてんだ。お約束を忘れてるだろ」

　柾十司の手を握にぎって外させようとした利壱を、眉まゆを顰ひそめた柾十司はますます手首を摑む指に力を込めながら、咎とがめてくる。

「お約束、って？」

「おはよーのキス」

　言葉の終わりと同時に、摑んだ手を引かれた。ベッドに身を乗り出していた利壱は、バランスを崩くずして柾十司に覆い被さる体勢になってしまう。

「ごめ……ん」

　焦あせって身体からだを起こそうとしたけれど、頰ほお……いや、唇の端はしギリギリのところに柾十司がキスをするほうが早かった。

　頰を撫でるチクチクとした髭の感かん触しよくに、不快感や嫌けん悪お感かんとは違う種類のざわめきが背筋を這はい上がる。

　ドクンと大きく心臓が脈打ち、瞬しゆん時じに顔面へと血が集まるのを感じた。

「ッ、寝惚けるなっ！　顔洗って、髭剃そって、十分以内にキッチンに来ないと……目玉焼きもトーストも、真っ黒焦こげの炭になるから！」

　ガバッと勢いよく柾十司から身を離した利壱は、ベッド脇で仁に王おう立だちしてそう宣言すると、回れ右をしかけて……窓を覆う紺こん色いろのカーテンを勢いよく全開にする。

　ベッドからは「うわ、眩まぶしいぞ利壱っ」という柾十司の苦情が聞こえてきたけれど、知ったことではない。

　ベッドに視線を向けることもなく文句を無視して、今度こそ大おお股またで柾十司の寝室を出るとキッチンへと戻もどった。

　ガスの火を再び点つけて、フライパンに籠こもった湯気で白く曇くもるガラスの蓋を見下ろし……右手で口元を覆う。

「……あれは頰！　ギリギリ、唇じゃなかった！」

　既すでに一度、再会してすぐにファーストキスを奪うばわれているのだから今さらだろう、と自分に言い聞かせても……完全な不意打ちの事故、柾十司の記き憶おくにはないらしい酔よっ払ぱらいの所業だったアレとは、性質が違う。

　しかも、利壱を見上げる柾十司の目や言葉がなんとなく甘いものを含ふくんでいて、どんどん顔が……顔だけでなく、身体中が熱くなってくる。

「役者さんって、……怖こわい。練習なんか、する必要ないんじゃ？」

　柾十司にとっては、これまでにない役作りのための新しん婚こんごっこだと、頭ではわかっている。なのに、利壱の心臓は大おお騒さわぎしている。

　自分だけが変に意識して振ふり回されているのだと考えれば悔くやしいけれど、勝手にドキドキするのだからどうしようもない。

「おい利壱、火……大だい丈じよう夫ぶか？　おまえが言うから十分以内に身み支じ度たくを整えたのに、炭を食わせる気じゃないだろうな」

「あ！」

　落ち着け心臓、と言い聞かせながらフライパンを見下ろしていた利壱は、身体の脇を通って背後から伸ばされた手が、ガスコンロのスイッチを切るのにビクッと肩を震ふるわせた。

　しまった。ぼんやりしていた！

　慌あわててガラスの蓋を外すと、湯気か煙けむりか際きわどい蒸気が立ち上る。

「目玉焼き、焦げたかな」

　右手で箸はしを持ち、全体が真っ白になって端のほうが危あやうい焦げ茶色になっている目玉焼きをそっと持ち上げて、底を覗のぞき込んだ。

「セーフ……？」

　なんとか、香こうばしいと表現できる焼き色だ。目玉部分は、完全な固焼きになってしまったと思うけれど……。

「ごめん、柾十司くん。半熟じゃなくて、固焼き目玉でもいい？」

　背後に身体を捻ひねった利壱は、柾十司の両りよう腕うでのあいだにすっぽりと挟はさみ込まれていることに気がついて動きを止めた。　>>>♥

　右手をガスコンロの端、左手をシンクの脇についていて、利壱の頭のすぐ横に端たん整せいな柾十司の顔がある。

　息を吞のんだ利壱に気づいているのか否いなか、柾十司は普ふ段だんと変わらない口調で答えた。

「しゃーねーなぁ。トーストはこれからか。利壱も、食パンでいいだろ？」

　どうやら、柾十司がトーストの用意をしてくれるらしい。それも、利壱の分まで？

　これまでは、カウンタースツールに鎮ちん座ざして食事が揃そろうのをただ待つだけだったのに、と思えば戸惑いが増すばかりだ。

「う、ん。おれは、柾十司くんを送り出した後でいいから」

「ついでだ。俺でも、食パンのトーストくらいはできる。カフェオレ、淹いれて。旦だん那なに、独り淋さびしく朝食を食わせるなよ」

　なんの気負いもなくそう言った柾十司は、背後から利壱の肩に顎あごを乗せると、一度両腕で軽く身体を抱だき締しめて離れていった。

　利壱は、フライパンの蓋ふたを左手に持ったまま硬こう直ちよくするのみだ。

　なに？　なんなんだ、コレ。本当に、練習とか……必要なく、そのまま役に生かせばいいだろう。

　世の中の新婚サンが、どんな朝を送っているのかなど利壱には知る術すべがない。けれど、ここまで甘ったるい空気が漂うものなのだろうか？

「おい、俺が遅ち刻こくしてもいいのか？」

「だ、ダメ！　ごめんなさい」

　柾十司の言葉で硬直を解いた利壱は、慌ててフライパンから目玉焼きとトマトをプレートに移して、薄うす切ぎりのモルタレッダとベビーリーフを添そえた。カップ一いつ杯ぱい分は一分で沸ふつ騰とうするという時間短縮性能を売り文句にしたポットの湯を使って、インスタントコーヒーと牛乳で手早くカフェオレを作り、カウンターに置く。

　ふと目を向けると……柾十司がトーストにバターを塗ぬっていた。

　それも、分厚い四枚切りのトーストが二枚。利壱のものと思われるトーストには、半分にたっぷりイチゴジャムを塗りつけてある。

　好みを正確に把は握あくされている……というより、それは小学生だった利壱が好むトーストの食べ方だ。

　十八歳になった今では、ケチャップとチーズを載のせてピザ風にすることはあっても、甘いジャムを塗ってトーストを食べることなど滅めつ多たになくて……でも、せっかく用意してくれた柾十司に、そんなことは言えない。

「冷めるぞ」

「は、はい。えっと、カフェオレと……おかず」

　柾十司は、利壱が差し出したマグカップとプレートを受け取ったけれど、手をつけようとしない。

　もしかして、利壱が隣となりに座るのを待っているのではと気がついて、自分のおかずプレートを手に持つと急いでカウンターを回り込んだ。

　利壱が脚あしの長いカウンタースツールに腰こしかけたと同時に、柾十司が口を開いた。

「いただきます」

「い、いただきます。ジャムトースト、ありがと」

　行ぎよう儀ぎよく手のひらを合わせた柾十司に倣ならって、利壱も両手を合わせておいて一番にトーストを手にする。

　隣に笑いかけると、柾十司は無言で唇くちびるに微び笑しようを浮うかべる。

　それが、本当に嬉うれしそうな優やさしい笑えみだったから、齧かじりついたトーストの甘みがよくわからなかった。

　たっぷりのイチゴジャムより甘い微笑なんて……本当に役者さんって、怖い。

　今の利壱は、きっと隠かくしようもなく頰が紅潮している。

　顔を上げられず、黙もく々もくとトーストを齧る利壱に、

「飲み物を飲まないと喉のどに詰つまるぞ。ほら」

　そう言ってマグカップを差し出した柾十司は、どこにあるスイッチでこれまでの暴君と『新婚モード』を切り替かえたのだろう。

「ん、ありがと」

　ぽつりと口にした利壱は、今朝だけで何回目なのかわからないくらい繰くり返した台詞せりふ、「役者さんって、やっぱり怖い……」とナントカの一つ覚えのような言葉を心の中でつぶやいて、マグカップを両手で包んだ。




　　　　□　□　□




「よかった。チョコプリン、なんとか買えたぁ」

　小さなビニール袋ぶくろを手にしてコンビニエンスストアを出た利壱は、最後の一個を無事に入手することができた達成感で日の暮れた空を見上げて大きく息をついた。

　最も寄よりのコンビニエンスストアは、片側一車線の道路を挟んでマンションの正面にある。

　自動車教習所からの帰り、駅前のスーパーで買い物をして帰宅直前に立ち寄ったのだが、十八時も近いコンビニエンスストアの冷蔵スイーツコーナーは閑かん散さんとしていた。

　そこに、柾十司に頼たのまれた新作の数量限定プリンが残っているかどうか、ドキドキしながら棚たなの前に立ち……最後の一つを目にした瞬しゆん間かん、利壱の瞳ひとみはキラキラ輝かがやいていたはずだ。

「新作プリン、か。自分じゃ……買いづらいかな」

　利壱に頼まなくても、自ら買えばいいと言い返せなかったのは、柾十司が目立つことを存分に知っているせいだ。

　昨今は飲食店やコンビニエンスストアの店員が、来店した有名人についてＳＮＳで拡散して問題になっている、という事例も多くある。いくら顔や名前を売るのが生なり業わいの芸能人でも、プライバシーもなにもあったものではない。

　柾十司が……『朝香柾人』が、嬉き々きとしてコンビニエンスストアの限定新作プリンを買っていたという情報が出回ったところで、マイナスイメージにはならないと思う。

　話題になるとしても、ギャップが可愛かわいいと好意的な受け止め方をされるだけだろう。ファン代表として言わせてもらえれば、利壱は「ギャップ萌もえか」と微笑ほほえむのみだ。

　ただ、頻ひん繁ぱんに利用する店てん舗ぽから居住地が推測される危険があるので、実弥子からも柾十司をコンビニエンスストアに通わせるなと言い渡わたされている。

「柾十司くん、今もプリンが好きなんだな」

　実弥子と三人で住んでいた頃ころは、よく深夜に二人で自宅を抜ぬけ出してコンビニエンスストアに出かけていた。柾十司は、利壱がいつも三個パックのプリンを選んで手に取るのを嬉しそうに見ていて、少し不思議だった。

　ある日、なにがそんなに嬉しいのだと思い切って尋たずねてみた。

　すると、兄弟の数が多い上に末っ子の柾十司は立場が弱く、子供の頃からお菓か子しやデザートの類たぐいをよく食べそびれていたのだと苦く笑しようしていた。

　なにもかもが競争で、日常生活が弱肉強食。食べ物も衣服も、自分のためだけに用意されたものは存在しない。

　利壱のように、家族分を買おうと考える余よ裕ゆうもなく早いもの勝ちで……どうしても欲しいものは、自力で手に入れるしかなかったのだと。

　利壱が手に取った三個パックのプリンに、自分の分が含ふくまれているのが嬉しいと聞いて以来、必ずデザートは三つ用意するようになった。

　そんな柾十司が、レッスン帰りに「利壱にも」とささやかなお土産みやげを買ってきてくれたり「半分こだ」と分け与あたえてくれたりするのが、すごく嬉しかったのを憶おぼえている。

「今日の晩ご飯は、マーボー豆どう腐ふと春巻き……っと。あとは卵スープにご飯を炊たいて、野菜は、小松菜の炒いため物かお浸ひたし……どっちがいいかな」

　どちらにしても簡単に用意できるから、柾十司が帰宅してから希望を聞いてみよう。

　肩かたからバッグを下げ、両手に買い物袋ぶくろを持った利壱は、歩道の端はしに立って道路を横断するタイミングを見計らう。二百メートルほど移動すれば横断歩道があるのだが、マンションは目の前なのに遠回りは億おつ劫くうだ。

　見通しのいい直線道路なので、スピードを緩ゆるめることなく車のヘッドライトが近づいてきて……突とつ如じよ、背中に衝しよう撃げきを感じた。

「うわっ」

　バランスを崩くずして歩道を踏ふみ外し、車道に向かって転んでしまった。

　慌あわてて顔を上げた利壱の目前を、クラクションを鳴らしながら乗用車が通り過ぎる。風圧で髪かみが乱れ、急いで歩道に後退した。

「び、びっくりした……」

　歩道の端ギリギリではなかったことと、排はい水すい溝こうがあるせいで車道の路ろ肩かたが広かったことが幸いして、車との接せつ触しよくは免まぬがれたようだ。

　歩道の端に座り込んだまま、ドクドクと激しく脈打つ心臓が落ち着きを取り戻もどすのを待つ。

「なんか、背中にぶつかった？」

　未いまだにドキドキしている心臓をコートの上から押さえながら振ふり向くと、訝いぶかしげな目でこちらを見ながら通り過ぎる通行人の姿やコンビニエンスストアを出入りする人がいるだけで、背中に体当たりしてきたものの正体は摑つかめない。

　それとも、背中になにかが当たったと感じたこと自体が、気のせいだったのだろうか。一人で勝手に、縁えん石せき部分を踏み外しただけ？

「あ……あっ、プリン。と、豆腐……卵も」

　両手に持っていたビニール袋が、歩道と車道のあいだに落ちている。どう考えても、中身が無事だとは思えない。

「うう……豆腐はともかく、プリンと卵……」

　もともとマーボー豆腐に加工する予定だった豆腐は崩れたところで問題はないが、十個入りの卵のパックは全ぜん滅めつしていませんようにと祈いのるのみだ。

　プリンは……？　と、恐おそる恐るコンビニエンスストアのロゴが印刷された小さなビニール袋を覗のぞき込み、肩を落とした。

「あー……あ。最後の一個だったのに。いい歳としして転ぶなんてどん臭くさいって、怒おこる……呆あきれられるかなぁ」

　トッピングのクリームが蓋ふたにこびりつき、プリン本体はクラッシュゼリーのような状態で……買い直しが不可能なものなのに、カップの中で見るも無残な姿になっている。

　しょんぼりとビニール袋を拾い上げた利壱は、今度こそ通行する車がないことを確かめて道路を横断した。

　派手に手のひらを擦すり剝むいていることに気がついたのは、部屋の鍵かぎをバッグから取り出した時で……自分の鈍どん感かんさには、苦笑するしかなかった。










　夕食後、ソファに座っている柾十司にお盆ぼんを手にして近づく。お盆には、お茶の入った湯気を立てるマグカップと、例の新作プリンのカップが並んでいる。

「あの……明日の朝ご飯、オムレツメインでいい？　具をいっぱい入れて、スペイン風オムレツにするから」

「ああ。そりゃ、構わんが。卵スープに、マーボー豆腐にも温泉卵が添そえられていたな。……卵が特売だったのか？」

　やはり、今夜の卵の使用量は少しばかり不自然だったらしい。不思議そうに尋ねられて、自身のドジを告白する。

「転んで、卵のパックを落としました。十個入りの卵のパックで、無事だったのは二個……で」

　完全に割れてしまったのではなく、ヒビが入っているだけのものもあったけれど、早めに消費したほうがいいに決まっている。それも、きちんと火を通したほうがよさそうだ。

　ポツポツと口にした利壱は、お盆に載のせていたマグカップをテーブルに置き、往おう生じよう際ぎわ悪く最後にプリンのカップとスプーンを差し出した。

「同じ理由で、プリン……この惨さん状じようです」

　ラグに両りよう膝ひざをついて、ごめんなさいと視線を落とした。視界に映るのは、柾十司の爪つま先さきだけ……だったのに、突とつ然ぜん両りよう腕うでを摑まれて驚おどろいた。

「転んだって、怪け我がは？」

「あ、ちょっと擦り剝いただけ。冬服って、優ゆう秀しゆうなプロテクターだよね」

　眉まゆを顰ひそめて顔を覗き込んでくる柾十司に、両手を見せながら笑って答えた。

　厚いコートやフルレングスのデニムパンツを着用していなければ、路面にもっと派手に腕や膝あたりを打ちつけていただろう。

　転んだことに照れ笑いを零こぼす利壱を、柾十司は唇くちびるを引き結んだまま険しい表情で見下ろしている。

「ごめんなさい、プリン。ぐちゃぐちゃになって」

「アホか！　プリンなんか、どうでもいいんだよ。きちんと消毒したのか？」

　ムッとした顔で利壱の手首を摑んだ柾十司は、マジマジと手のひらを見み据すえている。ほんの少しの擦り傷と、打ちつけたせいで紫むらさき色いろに内出血している部分があるだけなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと打ち身の色が不気味だけど、ほとんど痛くない。この歳になって転ぶと、恥はずかしいとか痛いっていうより、ビックリするねー」

「ああ？　ったく、のん気な……。気をつけろよ」

　ひと通り検分して軽傷だと納なつ得とくしたのか、ふっと吐と息いきをついて眉み間けんの皺しわを解く。利壱の手のひらに自分の手のひらを重ねるようにして軽く叩たたき、柾十司の手が離はなれていった。

　プリンのカップを取り上げて、ゆっくりと蓋を留めてあるシールを剝はがし……慎しん重ちように開ける。

「見た目で味は変わらねぇだろ。目を閉じて食ったら、どうってことない。ほら、目ぇ閉じて口を開けろ」

「おれ……？」

　怖こわい顔で「とろとろするな」と言いながら目の上を大きな手で覆おおわれて、慌てて柾十司の言葉に従う。

　唇にスプーンが触ふれたと思った直後、舌にとろりとしたチョコレートと生クリームの風味が広がった。

　視覚が遮さえぎられているせいか、それ以外の感覚がやけに鋭するどいみたいだ。味覚だけでなく触しよつ覚かくまで同じらしく、目元に触れている柾十司の手のぬくもりも鋭えい敏びんに感じる。

「プリンだろ」

「う、うん。チョコ味……」

　目元を覆っていた柾十司の手が離れていき、ホッと息をついた。予想より近くに柾十司の顔があり、笑って利壱を見ている。

「チョコプリンなんだから、まぁ……チョコ味だろうな。……ついてる」

「ッ！」

　利壱の唇の端を指先で撫なでて、柾十司の長い指がクリームを掬すくい……当然のように、ペロリと舐なめた！

「な、舐め……っ」

　反射的に柾十司の手を摑み、自分のシャツの袖そで口ぐちでゴシゴシと拭ぬぐう。手て遅おくれだとわかっているが、まさか舐められるとは思わなかった。

「そんなに慌てなくても……あ、指じゃなくて直接舐められたほうがよかったか？　そいつは、気が利きかなくて悪かったな」

「違ちがうっ。プリン、味に問題はないみたいだから……食べて。また今度、きちんとしたのを買ってくる」

「おー……美味うまいぞ。半分こな？」

　満足そうに笑う柾十司に、頭がクラクラする。

　大好きな顔に浮うかぶ甘ったるい笑えみが恥ずかしいのか、昔と変わらない「半分こ」が嬉うれしいのか、もう……なにがなにやら、わからなくなってきた。

「つーか……なにやってて、転んだんだよ」

　プリンを食べながら、チラリとこちらに目を向けた柾十司に尋たずねられて、ソファの座面に視線を泳がせる。

「歩道の段差、踏ふみ外した？　みたい……」

　転んだ瞬しゆん間かんの記き憶おくは、あやふやになっている。

　背中に、なにかがぶつかったような気がしたのも、今となっては自信がない。気のせいのような？

　利壱の返事を聞いた柾十司は、「ふーん？」と、どこか険しい表情で首を傾かしげた。

　手に持っているのがチョコレートプリンのカップで、銜くわえているのがコンビニエンスストアでもらったプラスチックのスプーンでも……安っぽく見えないのは、どうしてだろう。男前は得だ。

「んだよ。一人で全部食わねぇって」

　ラグに座り込んだ状態でジッと見上げる利壱の視線に気づいたのか、苦く笑しようした柾十司がプリンをスプーンで掬って差し出してきた。

　全部食べられると思って、恨うらみがましく見ていたわけではないのだが……物欲しそうな目をしていたのだろうか。

　だとしたら……恥ずかしい。

　自分がどんな目で柾十司を見ていたのかわからず、差し出されたスプーンに素す直なおに口を開けながら言い訳を考える。

　口こう腔こうの体温で蕩とろけるチョコレートプリンは甘く、カカオたっぷり大人のデザートを謳うたい文句にしているだけあって、後口がほろ苦い。

「……柾十司くん、動物を餌え付づけしてる気分だろ」

　わざと色気の皆かい無むな喩たとえを出すと、柾十司は一瞬目を丸くして、珍めずらしく声を上げて笑った。

「はははっ！　おまえ……っ、お子様め。新しん婚こんサンなんだろ。もっと色っぽい台詞せりふを言えよ」

「そんなの、知らない」

　拗すねたふりをして顔を背そむけて、柾十司の目から表情を隠かくす。

　うまく誤ご魔ま化かせただろうか。

　柾十司の言う『新婚ごっこ』に、自分だけ変にドキドキしているなんて……知られないようにしなければならない。

　こんなふうに意識していることが伝われば、きっと気持ち悪がられて嫌きらわれる。せっかく、身内の……『弟』ポジションという特別な位置にいるのだ。柾十司に嫌われるのだけは、避さけなければならない。

　映画やドラマで恋こい人びと役や夫ふう婦ふ役を演じた俳優が、実生活でもカップルになる……ということは珍しくないけれど、その心理がわかってしまった。

　柾十司は慣れているから平気だろうけれど、利壱は違う。

　練習台の『新婚ごっこ』なのに、柾十司に本当に大切にされているみたいで、甘やかされるのはふわふわと心ここ地ちいい。純じゆん粋すいに慕したっていた、子供の頃ころとは違う。憧あこがれの俳優として、テレビ画面や舞ぶ台たいの上にいる『朝香柾人』を見ていた時とも、違う。

　この感情は……利壱が、柾十司に対して抱いだいてはいけなかったものだ。

「ほら、最後の一口」

「ん……りがと」

　今の自分たちは、親鳥と餌えさを与あたえられる雛ひなの関係だから！　と必死で言い聞かせながら、差し出されたスプーンを迎むかえる。

「涙なみだ目めになってるぞ。可愛かわいいなー。そんなに美味い？」

　柾十司が、目を細めて優やさしい表情で利壱の髪かみをくしゃくしゃと撫でるのも、幼妻を溺でき愛あいする旦だん那なを『演じている』つもりだから……だ。

「お、美味おいしい……よ。甘い。ちょっとだけ苦い」

「カカオ分が多いと苦いか？　お子様だなぁ」

　クスリと笑った柾十司は、利壱の頭の天てつ辺ぺんにポンと手を置いて、「早くオトナになれよ」と顔を覗のぞき込んでくる。

「高カカオのチョコが美味しく食べられたら、オトナ？　今でも嫌いじゃないけど」

「プリンが苦いんじゃ、まだまだだな。俺が、オトナにしてやるって手もあるけど？」

「……いい。オトナじゃないけど、もうコドモでもない……つもりだし」

「つもり、か」

　苦笑した柾十司から無言でぎこちなく目を逸そらした利壱は、膝ひざの上でギュッと両手を握にぎり締しめて、少し苦しいな……と全力で甘やかそうとする大きな手を受け止めた。

　柾十司に向ける、『好き』の種類が、どんなものなのかなんて……気づかなければよかった。







《七》







　テレビ局は、独特の空気が流れていると思う。

　実弥子に用があって訪おとずれたことは何度かあるし、あまり記憶にないけれど『エンゼルちゃん』をしていた頃は、パンメーカーがスポンサーをしている番組にほんの少し顔を出したことがある。

　だから、まったく未知の空間ではない。

　それでも、アイドルか芸人か……誰だれかの出待ちをしているらしい若い女性の集団に交じるのは、居い心ごこ地ちがよくない。

　チラチラこちらを見て、「誰？　タレント？」とか、「新人アイドルかなぁ。なにやってんだろ」と、コソコソ話し合う女の子たちが……怖こわい。

　スマートフォンを握り締めて、もう一度到とう着ちやく済みの連れん絡らくをするべきかどうか悩なやんでいると、背後からポンと肩かたを叩たたかれた。

「あ、やっぱりリーチくんだ。なにしてんの？　柾……アイツに用事？　入ればいいのに」

　柾十司、と言いかけて踏み止とどまったのは、近くに女性たちがいるせいだろう。彼女たちの話し声が途と切ぎれていることで、利壱と、目を惹ひく外見の野々宮の会話を興味深そうに窺うかがっている気配が伝わってくる。

「っ、入れません。用があるのは、叔お母ばに……です」

「ああ、ＯＺＥＫＩの社長。ここで待ちぼうけって、居心地がよくないんじゃない？　僕と一いつ緒しよに入ろうか」

　利壱が女性たちの視線を集めていることは言っていないのに、的確に見み抜ぬいている。自分の通行証をダウンジャケットのポケットから取り出し、関係者用の出入り口に立ち塞ふさがっている守衛に示しながら利壱の肩を抱いた。

「あ、そちらの方の通行証も」

「……入り口のすぐそこ、見えるところにいるから。あ、ほら……もう一人関係者が」

　野々宮が視線で指した廊ろう下かの向こうには、実弥子の姿が見える。利壱……と、その脇わきに野々宮が立っていることに気づいたのか、足早に近づいてきた。

「すみません、この子の通行パスを……。先生、お世話になっております。……利壱とお知り合いでしたか？」

　実弥子は守衛に臨時発行された通行証を提示すると、利壱を促うながして建物内に入る。

　野々宮に挨あい拶さつをしたけれど、どうして利壱と一緒にいるのかわからないらしく、不思議そうに尋ねた。

「ええ、先日柾十司のところで、夕飯をお相しよう伴ばんに与あずかりました。保護者に引き渡わたすかな。またね、エンゼルちゃん。よければ今度、一緒にお仕事がしたいな」

　ポンと利壱の背中を叩いた野々宮は、実弥子に「ご検討を」と言って微笑ほほえみかけ、忙いそがしそうな早足で去っていく。

　時間がないのに、利壱が困っているように見えたから話しかけてくれたのだろうか。

　入り口から数メートル入ったところまで誘ゆう導どうされ、実弥子と向かい合い……唐とう突とつに両りよう腕うでの中に抱だき寄せられた。

「逢あいたかった、私の天使。斡あつ旋せんしたのは私だけど、柾十司に酷ひどいことされてない？　ズボラで横着もので……幻げん滅めつしたでしょ」

「実弥子さん、苦し……。酷い目に遭あった……って最初は思ったけど、全然なんともない。幻滅もしてないよ」

　あんまりな言われ様の柾十司に、苦笑を浮うかべつつ実弥子に答える。

　ようやく利壱を抱き締める腕の力を解いた実弥子は、ふっと息をついて「それならいいけど」とどこか複雑そうな表情でうなずいた。

「わざわざ来てもらったのは、これを渡したかったの。いただきものだけど、ブラウニー好きでしょ？　消費期限が短いから、早めにね」

「あ、このブラウニー大好き。生き地じがみっしりしててクルミがたくさんで、美味しいよね」

　差し出された紙かみ袋ぶくろは、利壱が好きなパティスリーのものだ。遠えん慮りよなく「ありがと」と受け取って、実弥子と視線を合わせた。

「野々宮さんと、知り合い？」

「柾十司もだけど、うちの俳優がいろいろお世話になってるからね。ハルミノノ先生の脚きやく本ほん、あんたも好きでしょ」

「え……、野々宮さんがハルミさん……？　男の人だったんだ」

　ハルミノノという脚本家は、実弥子の言うとおり利壱がすごく好きな作家だ。

　ハートフルというキャッチコピーがつけられるような家族をテーマにしたものから、純愛ラブストーリー、異色のミステリーまで幅はば広ひろく手がける新進気き鋭えいの脚本家で、世間の認にん識しきは『女性』のはず。

　利壱も、ずっと女性だと思っていたから、きょとんとして野々宮が歩いて行った廊下に目を向ける。

　失礼ながら、チャラ……いや、軽けい薄はく……じゃなくて、気さくで朗ほがらか、自身がタレントでも不思議ではない華はなやかな容姿の野々宮と、どちらかといえば堅けん実じつで優しいドラマの多い『ハルミノノ』という脚本家のイメージが利壱の中でうまく一いつ致ちしなくて、戸と惑まどう。

「世間一いつ般ぱんにそう思われてるから、敢あえて否定せず……事実を知った人がビックリするのを楽しんでいるのよ。いい性格してるわ」

「はは……」

　実弥子の言葉に、気の抜ぬけた笑いを零こぼしてしまう。

　柾十司と楽しそうに酌くみ交かわしていた野々宮を思い出すと、確かに……なかなか個性的で、愉ゆ快かいな人だろう。

「あ、あと……利壱に聞きたいことがあって」

「なに？」

　改まった口調でそう言い出した実弥子に、利壱も笑え顔がおを引っ込めて居住まいを正した。

　ハッキリした性格の実弥子らしくなく、どう言い出せばよいか迷っているかのような間があり……ふっと息をついて、口を開く。

「柾十司の周りに、変わったことはない？　自分のことに無防備っていうか、基本的に無む頓とん着ちやくだから……周囲に全然気を配っていないのよね。楽屋に置いてあったハンカチや靴くつ下したがなくなっても、どっかに落としたかなぁ……なんてすっ惚とぼけて」

「ああ……確かに最近、洗せん濯たく物ものの中にハンカチが少なかったかも。それ以外は、特に変わったことなんかはない……と思う」

　ポストに投げ込まれていた封ふう書しよは、全戸へのＤＭだろうし……きっと実弥子が危き惧ぐしているのは、行き過ぎたファン、俗ぞくにいうストーカーの類たぐいだと思うが、自宅周辺で利壱が気づくような異変はない。

「それならいいわ。なにかあれば、すぐに連絡して。柾十司にも、だけど……あんたにも」

「うん。わかった」

「あっと、もう行かなきゃ。……利壱が柾十司に愛あい想そを尽つかして、もうバイトなんかしてられないって言い出すかと期待していたけど……そうでもなさそうね」

　冗じよう談だんを言っているのかと思った実弥子は、真しん剣けんな顔で腕を組み、ジッと利壱を見み詰つめている。

　利壱は、柾十司が酷い言われ様をしていることに苦く笑しようを滲にじませて、首を縦に振ふった。

「愛想を尽かしたりしないって。家事はもともと嫌きらいじゃないし……柾十司くんも、嫌いになんかならない」

　好きなまま、とは言えなかった。実弥子は利壱が『柾人オタク』だと知っているし、今まで散々好き好き言っていたのだから、変に勘かん繰ぐることはないとわかっているけれど、利壱が無む邪じや気きに「柾十司くんが好き」と言えなくなってしまった。

　純じゆん粋すいなファンとして、兄を慕したうような『好き』ではなくなってしまったから、邪念を見み透すかされるのが怖くて……。

「利壱がそう言うなら、仕方ないわ。たまには帰って来なさいよ。柾十司のところに行ったきりで、全然顔も見せないし……嫁よめに出した気分」

「な、なに言ってんの実弥子さん。ほらっ、スマホに呼ばれてるよ」

「はぁ……今度、ご飯でも一いつ緒しよしましょ。仕方ないから、柾十司も一緒に！」

　実弥子は、スーツのポケットから取り出したスマートフォンを耳に当てながら、早口でそう言い残して利壱に背中を向けた。

　歩きながらチラリと振り向いた実弥子に軽く手を振っておいて、利壱も出入り口に向かう。

　今夜の夕食はクリームシチューだと、出がけに柾十司からリクエストをもらっている。

　守衛に会え釈しやくをして建物の外に出た途と端たん、顔の前で吐と息いきが白く舞まった。

　今日は冷え込みが厳しいから、シチューはちょうどいいメニューだ。










「……苦手だなぁ」

　テレビ局に寄り道をしたせいで、帰宅ラッシュの時間と重なってしまった。ホームも改札に続く階段も、人が溢あふれている。

　ラッシュ時の人ひと混ごみは、どうにも苦手だ。

　柾十司に「どん臭くさい」と言われる利壱は、うまく人の流れに乗ることができず、頻ひん繁ぱんにすれ違ちがう人に肩かたをぶつけたり後ろから急せかすように背中を小こ突づかれたりしてしまう。

　普ふ段だんはラッシュ時間の電車に乗ることを避さけているけれど……仕方がない。ホームで立ち止まるほうが、通行人の妨さまたげになる。

　可能な限り無心で、人の流れに逆らうことなくうまく巻き込まれるように歩いて……階段の終わりが見えてきたところで、コートの袖そで口ぐちがなにかに引っかかった。

「ぅわ！」

　幸い残り二段ほどだったけれど、階段を踏ふみ外して一気に下まで落ちてしまう。打ちつけた膝ひざと脛すねの痛みに呆ぼう然ぜんとしていると、誰だれかに背中を叩たたかれた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫ですっ。すみません。平気！」

　利壱の視界の端はしに映ったのは、長い焦こげ茶色の髪かみだ。

　見知らぬ女性に気き遣づかわれてしまったことでカーッと頰ほおが熱くなり、羞しゆう恥ちが痛みを凌りよう駕がしたのを幸いとばかりに急いで立ち上がった。

「あ……」

　利壱を気遣ってくれた女性は、無事だとわかったことでなにも言わずに離はなれていく。顔を上げた利壱の目に映るのは、ダークグレーのロングコートと背中の中ほどまである焦げ茶色の長い髪だけで……きちんと「ありがとう」が言えなかった。

「お客さん、大丈夫？　階段から落ちちゃった？」

「は、はい。二、三段踏み外したみたいで……でも、大丈夫です」

　制服姿の駅員に、なんともないとアピールして頭を下げる。コートの埃ほこりを払はらってくれた駅員が、ふと背中で手を止めて利壱に白い封ふう筒とうを差し出してきた。

「これ、コートの背中についてたよ」

「え？　あ、ありがとう……ございます」

　ガムテープで貼はりつけてあったらしいが、いつどこで、誰にそんなものをつけられたのだろう。

　電車の中？　ホーム？　階段の途と中ちゆう？

　どこもかしこも混雑していて、人と触ふれ合うことなく歩くのが困難だったこともあり、まったく身に覚えがない。

　恐おそる恐る白い封筒を受け取り、

「怪け我がしているなら手当てしようか？　駅員室で休んでいく？」

　と言ってくれた親切な駅員に、「大丈夫です。帰ります」と深く頭を下げる。

　通路の端とはいえ、人の流れを堰せき止めていることに気づいた利壱は、もう一度駅員に頭を下げると封筒をコートのポケットに突つっ込みながら改札に向かった。

　ただの、白い封筒だ。なんの変へん哲てつもない、よくある市し販はんのもの……と自分に言い聞かせても、ポケットの中にある封筒は気味が悪い。

　先日、マンションのポストに入っていた封筒と同じではないか？　と……気づいてしまったから。
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　深い鍋なべの中で、クリーム色の泡あわがくつくつと湧わき上がる。大きめに切った人にん参じんやジャガイモがチラリと覗のぞく表面で、ドーム状に盛りあがってはパチンと弾はじけて消える。

　煮に込こみ中の鍋の中で繰くり返される一連の動きを、ガスコンロの前でジッと見詰めていると、肩から背中にかけてズシリと重みが伸のし掛かかってきて驚おどろいた。

「っ！」

「利壱、腹が減った」

　頭の脇わきで聞こえた低い声は、紛まぎれもなく柾十司のものだ。我われに返った利壱は、いつの間に帰宅したのだろうと慌あわてて振り向いた。

「あっ、お帰りなさいっ。ちょうど、できたところ。ぼうっとしていたから、気づかなくてごめんなさい」

　玄げん関かんの開閉音さえ聞こえなかった。

　言い訳をするなら、煮込んでいるシチューの音と換かん気き扇せんの音のせい……とは、言えないか。換気扇は静音タイプでほとんど音がしないものだし、シチューの煮込み音などで他ほかの音が聞こえなくなるわけがない。

「いい匂におい。肉はチキンだよな？　白いポークシチューなんざ、邪じや道どうだ。あと、グリーンピースを入れたら一個ずつ取り除かせるぞ」

　邪道という憎にく々にくしげな一言の理由は、どこかで食べたポークシチューが口に合わなかったのかもしれない。

　それに、昔から柾十司がグリーンピースを食べられないことは知っている。

「おれが作るクリームシチューは、昔からチキンだよ。ポークって、考えたこともなかった。グリーンピースも入っていないから、ご心配なく。あ、食後のデザートに実弥子さんから貰もらったブラウニーがあるから」

　ガスコンロの火を止めた利壱は、鍋に蓋ふたをしながら柾十司に向き直る。

　キッチンカウンターの隅すみに置いてある紙かみ袋ぶくろを指差すと、柾十司の視線がチラリとそちらに流れて、ポツリと尋たずねてきた。

「……実弥子さんに逢あったのか？」

「うん。局に呼ばれて……野々宮さんにも、偶ぐう然ぜんバッタリ逢っちゃった」

「陽生に？　なんか言われたか？」

　なんとなく硬かたい声でそう口にした柾十司を見上げて、心の中で首を傾かしげる。

　柾十司がいないところで野々宮と顔を合わせたことに、なにか問題があっただろうか。

「特に、なにも……う、そうだ。おれをエンゼルちゃんって呼ぶの、もうやめてほしいって言いそびれた」

　はぁ、とため息をついた利壱に、柾十司は頰を緩ゆるませる。

　他愛たわいのない会話をしていると、呆あきれられたのかもしれない。

「あの頃ころの利壱は、マジで天使だったもんな。実弥子さん自じ慢まんの秘蔵コレクションを見せてもらったけど、駅貼りが瞬しゆん時じになくなって、最後は手の届かない高さに掲けい示じされることになった……って語り草になるのも、納なつ得とく」

「おれは、あんまり思い出したくないけどね。こんなに可愛かわいげがなく育って、申し訳ない気分になる」

　肩を落として、エンゼルが女の子だと信じている人に詐さ欺ぎ呼ばわりされそう……とぼやいた利壱だが、「あ？」という低い柾十司の声が頭上から落ちてきた。

「……可愛げがない？　誰が？」

　大きな手に前髪を搔かき上げられ、ビクッと顔を仰あお向むける。

　思ったより近い距きよ離りに、柾十司の端たん整せいな顔が迫せまっていて……心臓が大きく脈打った。

　利壱が硬こう直ちよくしていると、クスリと笑って髪を撫なで回される。

「今でも充じゆう分ぶん可愛いだろ。顔も、サイズも」

「さ……サイズは余計だっ！　童顔でも、いいことなんかなにもないしっ」

　硬直が解けたのを幸いとばかりに、柾十司の手から逃にげる。

　食器を並べてあるラックからシチュー皿を選んで取り出すと、玄関からキッチンに直行したのかコートを着込んだままの柾十司を改めて見み遣やった。

「お腹なかすいたんだよね。着き替がえて……手、洗ってきて。すぐに用意するから。洗せん濯たく物ものがあったら、適当に床ゆかに放ほうり投げるんじゃなくて洗濯籠かごに入れてよ！」

「はいはい、ウチの奥さんは厳しいなぁ。甘えても甘やかしてもくれねーし」

　なにやら文句を言いながら、キッチンカウンターを出て行った柾十司の背中を、利壱は恨うらみがましい目で見送る。

　人をドキドキさせておいて、冗じよう談だんを口にしながら笑う余よ裕ゆうがあるのか。

　柾十司にしてみれば、自宅での利壱とのやり取りは『新しん婚こんごっこ』の一いつ環かんだろうけど……自分も、あの切り替かえスイッチが欲しい。

　柾十司の姿が完全に見えなくなってから、大きく肩かたを上下させた。

「柾十司くんは……なんともなさそうだし、やっぱりおれが気に入らないのか」

　実弥子が言っていたように、柾十司の周辺から小物がなくなるのは確かなようだ。

　改めて柾十司の衣い装しようケースを点検すると、ここしばらくでハンカチや靴くつ下したの数が減っていた。もともと大おお雑ざつ把ぱな柾十司自身は、それさえ気がついていないかもしれないけれど。

　でも、その人物には柾十司自身に危害を加えようという気がないようなので、それだけは安心だ。

「いきなりポッと湧いて、図ずう々ずうしく柾十司くんに接近したように見えるだろうし。おれが気に入らないのは、まぁ……当然かもね」

　思い浮うかべるのは、駅で階段から落ちた直後、背中に貼はりつけられていることに気がついた白い封ふう筒とうだ。

　中に入っていたのは、どこにでもある縦書きの便びん箋せんが一枚だけで、太い油性ペンでシンプルな一言が記されていた。

「柾人に近づくな……か。そう言われてもなぁ」

　所属している事務所社長の関係者であり、ただのハウスキーパーだ。

　そんな事実を、あんなふうに手紙を寄よ越こされたのでは、どこの誰だれに向かって主張すればいいのかわからない。

「面と向かって言ってくれれば、説明できるのに」

　まさか、役の練習と称しようして『新婚ごっこ』が行われていることは言えないが……。

　幸いにも悪意を向けられているのが利壱だけなら、柾十司に関しては心配無用だ。余計なことを伝えて柾十司を不安にさせたくないし、利壱さえ気をつけていれば、そのうち柾十司にとって取るに足らない存在だとわかってくれるだろう。

　なにより、利壱がここでこうしてハウスキーパーをするのは、三月いっぱい……あとひと月足らずなのだ。

　期間が終われば、利壱は実弥子と住むマンションに戻もどって、ただの大学生になる。柾十司との接点などなくなり、気軽に言葉を交かわすことさえできなくなる。

「そうなれば、人気俳優と、眺ながめているだけしかできないただのファンで……あ、でも実弥子さんの甥おいっ子ってことで、ちょっとだけ優ゆう遇ぐうされるかもな。ラッキー……」

　独り言で茶化ちやかして笑ったつもりだけれど、頰ほおがヒクッと痙けい攣れんしただけで上手うまく笑うことができなかった。

　利壱が傍そばから消えれば、少しは淋さびしいと思ってもらえる？

　それとも、口うるさいのがいなくなって清々するとか……また適当なハウスキーパーを見つけてくればいいと、平然としているかもしれない。

「利壱、飯」

　カウンター越ごしに声をかけられて、シチュー皿を持ったまま動きを止めていたことに気がついた。

「は、はいっ。すぐに！」

　慌てて回れ右をして鍋の蓋を上げたところで、大おお股またでカウンターを回り込んできた柾十司が隣となりに立つ。

「なんか、いつにも増してボーッとしてんなぁ。具合が悪いんじゃないだろうな」

　そう口にしながら自然な仕草で額に触ふれられて、ビクッと肩を震ふるわせる。

　焦あせった利壱は、一歩足を引いて柾十司から距離を取り、「大だい丈じよう夫ぶ！」と首を横に振ふった。

　不用意に足に力を入れた瞬間、転んで打ちつけた膝ひざがズキンと痛みを訴うつたえたことは……気づかれていないはず。

「バゲットと、フォカッチャを買っておいた。軽くトーストする？」

「ああ……準備しておく」

　ブーランジェリーの紙袋を視線で指すと、柾十司が紙袋を開けてトースターに向かう。

　利壱がここに来たばかりの頃は、なにもしない人だと思っていたのだが……最近の変化は、やはり『新婚ごっこ』の一環だろうか。

　柾十司に、異変を感づかれなかったことにホッとした……のは一瞬で、バゲットを一本そのままトースターへと突つっ込もうとしている姿に目を剝むいた。

「なにやってんの、柾十司くん。物理的に無理ってわかるだろ」

　トースターへの無む茶ちや振ぶりだ、と。とんでもない行動を咎とがめた利壱に、柾十司は「ああ？」と不ふ機き嫌げんそうな顔になる。

「……融ゆう通ずうの利きかねぇトースターだな。これくらい突っ込ませろよ」

「融通って問題じゃ、あ……」　>>>♥

　パン切り用のナイフがあるから、と言うより早く柾十司がバゲットを三つに割った。いや、適当なサイズに毟むしった。

　これで入るだろうとばかりに、大だい胆たんなサイズに小分けしたバゲットをトースターに並べて、扉とびらを閉める。

　端整な横顔に浮かぶのは、子供みたいに得意げな表情だ。

「……ま、いいか」

　貴公子のようだと評されている柾十司の、この恐おそろしいまでに雑な行動は、きっと利壱しか知らない。

　あと、一ヵ月弱……どんな柾十司も、全部残らず目に焼きつけておこう。







《八》







　マンションが見えてきたところで、背後からタクシーに追い抜ぬかれた。マンションのロータリー部分で停とまり、黒いコートに身を包んだ長身が降りてくる。

　柾十司だ、と認にん識しきしたと同時に自然と足が動き、五十メートルほどの距離を走った。

「……利壱？」

　足音に気づいたのか、こちらに顔を向けた柾十司が駆かけ寄る利壱の姿を目にして、表情を緩ゆるませたのがわかる。

　夕ゆう闇やみが迫せまり、視界がぼんやり薄うす暗ぐらくても柾十司の姿はハッキリと見えるから不思議だ。

「早かったんだね」

「ああ。明日からロケで遠出するからって、早々に解散になった」

「あ、そっか。……出かける前に見せられてよかった」

　マンションに入るのも待ち切れなくて、立ち止まった路上でバッグを探さぐった利壱は、交付されたばかりのカードを柾十司の前に翳かざす。

「これ！」

「お、免めん許きよ証しよう。卒試だったなんて、聞いてないぞ」

「……落ちたら恥はずかしいから、無事に合格してから免許証を見せようって決めてたんだ」

　褒ほめて褒めて！　とご主人様を見上げて尻しつ尾ぽを振る、犬のようなはしゃぎ方をしているという自覚はある。

　ふっと笑えみを浮かべた柾十司が、不意に利壱の首に腕うでを回して引き寄せた。

「よくやった。今夜は好きなものを食わせてやるよ」

　間近に端たん整せいな顔が迫り、ドキドキと心臓が鼓こ動どうを速める。

　薄暗いから、少々顔が赤くなっていても気づかれないはず……と思いながら、うつむいてポツポツと答えた。

「あ、明日から遠出するんだから、出かけるんじゃなくて……宅配ピザとかでいいよ。柾十司くんに、よくやったって言ってもらえただけで嬉うれしいから」

「つまんねーなぁ。ここぞとばかりに、フルコースとか豪ごう勢せいな飯をねだれよ。甘やかせろ」

　利壱の髪かみを撫なで回しながら笑う柾十司に、心の中で「その笑顔だけで充じゆう分ぶんなご褒ほう美びです」とつぶやいた。

「とりあえず、そこのコンビニでケーキでも買っていくか？　ＣＭを見ながら、食べたいけど高いってつぶやいてたコンビニ限定の新発売のアイスでもいいぞ」

「う、ううん。いつかそのうち、豪ごう華かなご飯を食べさせてもらうから……今はいい」

　コンビニエンスストアを指差した柾十司に、「美味おいしいもの貯金するから」と言いながら首を横に振る。

　煌こう々こうとした明かりの灯ともるコンビニエンスストアは、誰だれがそこにいてもおかしくない。柾十司が入れば目立つだろうし、あの封筒の主が待ち構えている可能性もゼロではない……と怖こわいことを考えてしまう。

　万が一にでも、柾十司に危害が加えられることがあってはいけない。

　柾十司は、いまいち納なつ得とくしかねる……という顔をしつつ、利壱の首に腕を回したままマンションのエントランスに入った。

「ま、柾十司くん……くっつき過ぎ。歩きにくい」

　さり気なく柾十司の腕を外した利壱は、自動ドアのセキュリティを解除して早足でエレベータホールへと向かう。

　利壱の後をゆっくり歩いて追いかけてきた柾十司は、拗すねたような顔で文句を口にした。

「なに逃にげてんだよ。……おまえ、なんか俺に隠かくしてないか？」

「ないないっ。人目につくと、困るだろ」

「人目にね……有名女優ならともかく、利壱とベタベタしていたところを誰だれに見られても問題ないだろ。週刊誌の記者だって、事務所社長の甥っ子と俺が一いつ緒しよにいる場面なんて、一銭のネタにもならねぇって舌打ちするくらいだ」

「それでも！」

　のん気な柾十司にピシャリと答えて、エレベータに乗り込む。

　周囲を警けい戒かいしてピリピリする利壱は、やはり不自然だろうか。

　でも……あの封ふう筒とうの主がどこかで監かん視ししていて、柾十司への感情が『可愛かわいさ余って憎にくさ百倍』に歪ゆがんだ発展をしてしまうかもしれないとか……嫌いやな想像ばかりしてしまう。

　そう考えれば、柾十司が地方ロケのために数日間このマンションを空けるのは、幸いかもしれない。

　柾十司を護まもるために、利壱にできることは……なにか。

　懸けん命めいに考えても、すぐに名案が浮うかびそうにはなかったけれど。




　　　　□　□　□




　マンションの前でタクシーに乗り込む柾十司を、「いってらっしゃい。気をつけて」と見送ってから、約二時間後。

　キッチンやリビングはもちろん、バスルームも含ふくめた水回りの大おお掃そう除じを終えて、広々としたリビングを見回す。

「ＯＫかな。あとは……冷蔵庫に生ものが残っていないか、もう一度確かめておこう。柾十司くんが帰ってくるのは、一週間後くらい？　その時に買い出しをすればいいか」

　いつもより掃除に気合いが入ったのは、しばらくこの部屋が無人になるせいだ。

　撮さつ影えいの状じよう況きよう次し第だいで、ロケの期間が延期になるか短縮されるか、未定……らしい。

　今回のロケの内容を詳くわしく聞いているわけではないけれど、天候の都合や狙ねらっていた画えが撮とれないことで待機になる……ということが多々あると想像はつくので、仕方がない。

　冷蔵庫を覗のぞき込んだ利壱は、保存の利きく調味料やジャムにバター、高こう野や豆どう腐ふに乾かん燥そうワカメといった、冷蔵保存しなくても大だい丈じよう夫ぶだけれど一応……と収めたものしか入ってないことを確かめて、扉を閉めた。

　やらなければならないことは、これで終わりだ。それなのに、なかなか部屋を出ることができない。

「柾十司くん、早く帰ってこないかな。そうじゃないと……」

　三月が終わってしまう。利壱が、柾十司のところでハウスキーパーをする時間が、どんどん少なくなる。

　ここを出て行かなければならなくなるのは淋さびしいな、とうつむいた利壱は、パッと顔を上げて頭を振ふると『淋しい』という思考を振り払はらった。

　まだ終わりではない。与あたえられた時間を使って、精いっぱい柾十司のために身の回りの世話をしよう。

　あとは、できれば……あの件についても、なんとかしたほうがいいだろう。

「実弥子さんに、相談するべきかなぁ。楽屋から物がなくなる、って異変に気がついているみたいだし……おれが一人で考えていても、解決策なんか出てきそうにないし」

　自分の無力さに嘆たん息そくして、リビングのソファの脇わきに置いてあったバッグを取り上げる。

　柾十司がマンションを離はなれているあいだ、利壱は実弥子のマンションに帰ることになっている。

　留守番をしなくてもいいのかな？　と尋たずねた利壱に、柾十司は「俺がいないのに、おまえがここにいる理由がないだろう」と答えて、それもそうかとうなずくしかできなかった。

　留守を預けられるほど気を許しているわけではないのだと、突つき放されたような気分になり、こっそり落ち込んだ。

　そんな利壱を知ってか知らずか、『新しん婚こんごっこ』継けい続ぞく中らしい柾十司は、マンションのエントランスまで荷物持ちをした利壱の腕を引っ張って、「淋しいか？　電話してやるよ」と耳元に唇くちびるを寄せて言い残していった。

　耳じ朶だをかすめた吐と息いきと、ほんの少し触ふれた唇の感かん触しよくに……赤面して自分の手で耳を覆おおった利壱は、しばらくその場を動くことができなかった。

「もう、役作りの練習なんかする必要ないと思うんだけどなぁ。だいたい、もともと柾十司くんは器用なんだから、それなりに上手うまく演じられるだろうし……おれは、役に立ったとは言い難がたいはず」

　それでも、もうやめない？　と言い出すことができないのは、利壱のズルさだ。

　感情の伴ともなわない『新婚ごっこ』でも、柾十司に甘やかされるのは心ここ地ちいい。

　実弥子には「しっかりしすぎも、可愛げがないわよ」とため息をつかれ、教師には小学生の頃ころから手のかからない優等生扱あつかいをされ続けていて……どちらかといえば自立していると自負していた自分が、こんなに甘えたがりだなんて知らなかった。

　この心地いい時間が終わった時の喪そう失しつ感かんを想像しただけで、冷たい風が身体からだを通り抜ぬけていくような……空くう虚きよな気分になる。

「ダメだ。考えるの、やめ！」

　気を抜けば、偽にせ物ものとはいえ蜜みつ月げつの終しゆう焉えんを考えてしまう自分の頭を拳こぶしで叩たたき、玄げん関かんへと向かった。

　廊ろう下かに出て扉とびらを閉めて、ノブに触れてオートロックがかかっていることを確かく認にんしてから、エレベータの前に立つ。下向きのボタンを押すことなく、タイミングよくエレベータが上がってきて……出てくる人のために、少し身体を脇に寄せた。

　足元に視線を落として、降りた人と入れ違ちがいにエレベータに乗り込もうとした利壱だが、背後から腕うでを引かれて「えっ？」と身体をふらつかせた。

　目の前でエレベータの扉が閉まり、無人のまま下降していく。

　目を丸くしていた利壱は、自分の腕を強い力で摑つかんでいる人物は誰なのか確かめるべく、そろりと振り向いた。

「あの……なにか？」

　目線の位置が利壱とほとんど変わらない、長身の女性だ。長い髪と、目元には太いフレームの眼鏡めがねがあるせいで、顔はよくわからない。

　知り合い……ではないはずだけれど、なんとなく見覚えがある？

「……えー……と？」

　ダークグレーのロングコートと、黒いブーツ、長い焦こげ茶色の髪の女性など珍めずらしくない。それなのに、記き憶おくに引っかかっているのは……こうして近きん距きよ離りで接したのが、一度や二度ではないせいだ。

「あ……！」

　わかった！　思い出した。

　正に今と同じ状況で、エレベータを出た途と端たんすれ違ったことがある。それだけなら、同じフロアに居住する住人だろうと気にも留めないのだが、ここではない場所でもチラチラ視界に入っているのだ。

　よくよく思い起こせば、コンビニエンスストアを出て車道を横断しようとした時に転んだ際、コンビニエンスストアに入って行く後ろ姿が視界の隅すみに映った。

　駅の階段を落ちた利壱に、「大丈夫？」と背中に手を当てて気き遣づかってくれた女性の後ろ姿は……目の前の人と、ピッタリ重ならないか？

　コートの背中にガムテープで貼はりつけられていた白い封筒は、いつ……どのタイミングでそこに付着していた？

　絶句する利壱に、赤い口紅を塗ぬりつけた唇の端はしが吊つり上げられる。

　目元は見えないままだ。そのせいで、口元だけで笑う姿からは意図も目的も予想がつかない。

　ざわざわと悪お寒かんが背筋を這はい上がり、利壱は声も出せずに女性を見み据すえた。

「なんで、当たり前みたいにここにいるんだ？　オレは、イラナイと追い出されたのに。鍵かぎを取り換かえられて……もう柾人の部屋に入れない。なのに、どうしておまえが、好き勝手に柾人の部屋を出入りしているんだよ？」

「…………」

　たった一言しか発しなかった駅では気がつかなかったけれど、この声は……女性のものではない？

　硬こう直ちよくした利壱は、ゆっくり伸のびてくる両手を目に映すのが精いっぱいで、逃にげることもできない。

「部屋の鍵、寄よ越こせよ。オレのものだったんだから！」

「ゃ……やだ」

　襟えり元もとを摑んで身体を揺ゆさ振られ、ようやく喉のどの奥から声を搾しぼり出す。

　オレのものだった、という言葉が事実か否いなかもわからないのだ。はいどうぞと、差し出せるわけがない。

　たとえ、本当にこの人がかつて柾十司の部屋の鍵を所持していたのだとしても……部屋に入れないように鍵を取り換かえたということが、利壱にとっては柾十司の意志だ。

「寄越せって！　ベタベタしやがって……おまえがどうやって柾人に近づいたのか知らないけど、どうせすぐに飽あきて捨てられるんだ。こんなガキ……ッ！」

　忌いま忌ましげに言葉を切ると、ギリッと奥歯を嚙かむ音が聞こえてくる。

「ベタベタ、なんか……してない」

　頭を揺さ振られたせいで軽い眩暈めまいを感じながら、なんとか反論する。

　そんなふうに言われる行動をとった記憶は、ない。少なくとも、人目につくところで目もく撃げき者に誤解されるようなことは、していないはずだ。

「してただろっ。肩かたを抱だかれてマンションに入って行ったり……タクシーに乗り込むのを見送りに出て、耳元にキス？　ッ……目め障ざわりなんだよっ！」

　ああ……と、目の前の女性……いや、男性が言っていることの意味を理解した。

　免めん許きよ証しようが取れたことを喜んだ利壱は、首に絡からみつく柾十司の腕を振り払うことなどできなかったし……朝の見送り場面は、そう誤解されても仕方がないものだ。

　これまで、警告で気を紛まぎらわせていた男性の逆げき鱗りんに触れたということか。それとも、意図せず利壱と鉢はち合あわせしてしまったことで、感情のメーターが振り切れて一気に怒いかりを噴ふん出しゆつさせる事態になったのかもしれない。

　やけに冷静にそう分ぶん析せきする利壱は、きっと落ち着き払った……冷めた目をしているのだろう。反比例して、男性はどんどんボルテージを上げていく。

「なんだよ、その目。柾人の近くにいるのは自分だって、優ゆう越えつ感に浸ひたってんのか？　生意気だなっ」

「ッ、ちょ……っ、ぅ……」

　襟元を摑んでいた両手がずらされて、首に狙ねらいが移る。

　大きな手と、ギリギリと食い込む指の力は、女性ではあり得ないもので……さすがにジッとしていられなくなった。

　苦しい。目の前が霞かすみ、息……できな、い。

　なにより、こんなところで柾十司を巡めぐる殺傷事件が起きてしまえば、『朝香柾人』にとって大だい打だ撃げきになる。

　それだけはダメだ。柾十司の妨さまたげとなる、キャリアに傷つけるなんて……自分が許せない。

「ッ、ぅ……っっ、ぐ」

　ガリガリと男の手の甲こうを引っ搔かきながら足を蹴けり出し、なんとかして逃のがれようと全力で暴れる。

　こんなことをするくらい、柾十司を好きなのかもしれない。でも、柾十司のことをなにも考えていないこんな男に、負けるものか。

「っい……イテェな。引っ搔くなよっ！」

　それまで無む抵てい抗こうに近かった利壱が急に暴れ出したせいで怯ひるんだのか、首を絞しめていた男の指から少しだけ力が緩ゆるんだ。

　エレベータ……上がってくる、音？　ダメだ。誰だれかに見られたら……通報されたりしたら、大おお騒さわぎにな、る。

　激しい動どう悸きと薄うす暗ぐらくなってきた視界を感じながら、声にならない声でダメだと繰くり返す利壱の耳に、男の怒ど声せいが飛び込んできた。

「なにやってんだよ、おまえ！　ッ……のやろ！」

　首を摑んでいた男の手が離はなれていき、ドンと廊下の壁かべに身体からだをぶつける。

　なに？　誰……か……誰？

「うわ、柾十司待て！　ちょっ……あー……今は、一発で耐たえろって！」

　聞き覚えのある、柾十司を呼ぶ声と……すぐ傍そばで複数の人が動く気配を感じながら、ズルズルと廊ろう下かに座り込んだ。

　冷たい廊下に両手をつき、解放された気道からドッと流れ込んでくる空気にゴホゴホと噎むせる。

「柾十司っ。そっちは僕に任せて……リーチくんが最優先だろ！」

　肩に置かれた手に、のろのろと顔を上げる。明るい髪かみ、フレームレスの眼鏡……とようやく焦しよう点てんが戻もどってきた視界に映そうとしていたものが、世界で一番頼たのもしくて大好きな人の顔に変わる。

　視力の回復した目でハッキリと捉とらえたのは、眉み間けんに深い皺しわを刻んで利壱を見下ろす……柾十司の顔。

「利壱！　利い……っ」

「おれ、は……だいじょ、ぶ。ふ……っ柾十司くん、泣きそうだよ」

　声を詰つまらせた柾十司に、大きく息をついて大だい丈じよう夫ぶだと告げる。

　怒おこっているのかと思っていた表情が、視線を絡ませると泣きそうなものに見えて……指先で頰ほおに触ふれた。

「……おまえになんかあったら、泣くよ。バカ」

「っ……」

　唇くちびるを震ふるわせた柾十司が搾り出すようにそう口にした直後、両腕の中に強く抱き込まれた。

　そんなにきつく抱かれたら、苦しいよ……と言いたかったのに、言葉にならない。ただひたすら柾十司の胸むな元もとに包み込まれて、今いま更さらながら全身が震える。

　ここは、どこよりも安心できる場所だ。もう、足の裏を踏ふん張って、一人で立ち続けなくてもいい。

「柾十司、くん」

　そろりと広い背中を抱き返した利壱は、目の前の柾十司の肩越ごしに見える……ダークグレーのコート姿の人物と、酷こく薄はくな薄うすら笑いを浮うかべてその背中を踏みつけている野々宮の姿に、目をしばたたかせる。

　まばたきの弾はずみで、目め尻じりから一いつ滴てきだけ零こぼれ落ちてしまった涙なみだは、こっそりと柾十司の肩口で拭ふいて隠かくした。










「さて、と。コレの始末はどうするかな。ＯＺＥＫＩの社長に連れん絡らくは？」

「まだだ。もう二、三発、殴なぐるか蹴るかしてから……処しよ遇ぐうを考える」

　言葉を切ると同時に、柾十司が腰こしかけていたソファから立ち上がった。隣となりに座っている利壱は、そのシャツの袖そで口ぐちを必死で引っ張って引き留める。　>>>♥

「ダメだって。柾十司くん」

「なんでコイツを庇かばうんだよ。おまえは首を絞められたんだぞ。俺らが割り込まなかったら、どうなってたか……っ」

　そう言いながら、恐おそろしい形相で床ゆかに座り込んでいる男を睨にらみつける。

　柾十司に殴りつけられた拍ひよう子しにどこかへ飛んで行ったのか、目元を隠していた太いフレームの眼鏡めがねはもうない。ロングヘアのウイッグも外して項うな垂だれた彼は、真っ赤な唇とのアンバランスさが際きわ立だち……なんとも憐あわれだ。

　こうして改めて目にすると、思っていたよりも若そうだった。たぶん、利壱とさほど変わらない年ねん齢れいだ。

「どうもなってないんだから、もういい！　その人を殴ったりして柾十司くんが手を怪け我がしたら大変だし、おれはそっちのほうが嫌いやだ」

　自分が庇っているのは、そこにいる人物ではないと……視線を絡ませて、懸けん命めいに訴うつたえる。

　険しい表情を崩くずすことなく利壱を見下ろしていた柾十司は、大きく息をついてソファに座り直した。

「ははっ、リーチくんの勝ち。君は、柾十司が殴る価値もないってさ」

　男の脇わきに立っている野々宮が、朗ほがらかに笑いながら辛しん辣らつな台詞せりふで追い討うちをかける。

　わかりやすく怒っている柾十司はともかく、この人は……冷たい目をしているのに楽しそうで、少し怖こわい。

「なにがどうなってんの？　柾十司くん、ロケで……何日か帰らないんじゃ」

　そう言い置いてマンションを出る柾十司を見送ってから、まだ数時間しか経たっていない。どうして、ここに……それも野々宮と一いつ緒しよにいるのかわからなくて、利壱は戸と惑まどうばかりだ。

「説明は、口の達者な陽生に任せる。脚きやく色しよくせずに、利壱にわかりやすく伝えろよ。余計な演出は不要だ」

「はいはい。説明を僕に丸投げしようとしつつ、注文が多いな」

　野々宮は苦く笑しようしてぼやいたけれど、柾十司は利壱の肩に左手を回して唇を引き結び、自分はしゃべらないという意思表示をしている。

　仕方ないと諦あきらめたらしく、野々宮が口を開いた。

「コレは、リーチくんの前に柾十司の付き人をしていた、タレントっていうか俳優のひよっこだ。柾十司の仕事を近くで見ていたら勉強にもなるし、関係者に手っ取り早く顔を憶おぼえてもらえるし……一石二鳥ってね。分不相応な『それ以上』を望まなかったら、意外と面めん倒どう見みのいい柾十司に後こう輩はいとして可愛かわいがってもらえたのにねぇ」

　鼻で笑った野々宮に爪つま先さきで腕うでを突つかれた男は、無言でその足を払はらい除のけて床の上で両手を握にぎり締しめた。

　反論しないということは、野々宮の言葉が間ま違ちがっていないという証しよう拠こだ。

「執しゆう着ちやくが度を過ぎてきたから、ＯＺＥＫＩの社長が柾十司の傍から離したんだ。本人は、せっかく摑つかんだ俳優の夢を捨てる気はないって言ったし、柾十司のことは尊敬する先輩だから迷めい惑わくはかけない……って言葉を信じようとしたんだけどねぇ。顚てん末まつがコレか。似合わない女装で、誤ご魔ま化かしたつもりかもしれないけど……柾十司は、随ずい分ぶん早くから君の動向に気づいてたよ。リーチくんに手を出そうとしなければ、もう少し穏おん便びんにコトが片付いていたのに……君は、絶対にやっちゃいけないことをしたんだ」

　野々宮が利壱の名前を出した瞬しゆん間かん、強く握り締められていた男の手がビクッと震えるのがわかった。

「オレはっ、オレが誰よりも柾人のことを理解できる。一番近くで柾人を見ていられたら、それでよかったんだ。柾人は、清せい廉れんでストイックで、簡単に男も女も傍に寄せず……特別な存在なんか不要の、孤こ高こうの天才なんだ。こんな……どこから湧わいたのかわかんないガキが、気安く触さわっていい存在じゃないんだよ」

　それまで打ちのめされたように黙だまり込んでいた男が、突とつ然ぜん顔を上げて利壱を睨みながら饒じよう舌ぜつに語り出す。

　ギラギラとした目は、射い貫ぬこうとせんばかりの鋭するどさで……絞しめられ、指の跡あとが残っているかもしれない首が、ピリッと痛くなったような気がする。

　しかし、清廉でストイック……。

　孤高の天才はまだ理解できなくもないけれど、初めてこの部屋に入った時に目にしたリビングの惨さん状じようを思い浮かべた利壱は、んん？　と首を捻ひねる。

「表面しか見ていない……見せてもらえなかった君が、柾十司が傍に置く人物を相応ふさわしいか否いなかジャッジできると？　憐れなまでの思い上がりだな」

「あんたが、どこまで柾人のことをわかるっていうんだ！」

「そりゃ、なにもかも知り尽つくしてるわけがないだろ。ただ、つき合いは三年ほどになるし、少なくとも君よりは理解していると思うけど。そこの……リーチくんに迂う闊かつに手を出そうものなら、どうなるか想像がつく程度にはね。僕は命が惜おしいし、まだまだ作品を生み出したいからそんな無む謀ぼうなことはしないよ」

　ふふん、と鼻で笑う野々宮は、どこまで冗じよう談だんを口にしているのだろう。

　利壱の肩かたに手を回して、微び動どうだにしない柾十司は……どうして黙ったままなんだ？

「……野々宮さん、柾十司くんがすごく怖い人みたいになってるんだけど」

「みたい、じゃないだろ」

　指差した野々宮に釣つられて、隣に顔を向ける。柾十司は見事なまでに無表情で、ただひたすら床に這はいつくばる男を凝ぎよう視ししていた。凍こおりつくような眼まな差ざし、というのはこのことだろう。

「柾十司くん」

「……利壱はどうしたい？　証拠の防犯カメラの映像を添そえて警察に突き出すか、社長に引き渡わたすか……俺に八分殺しにさせるか」

　最初の二つはともかく、最後の選せん択たく肢しは冗談だと思いたい。でも、ニコリともしない柾十司の顔は、本気だと語っている。

　柾十司が憤いきどおっているのは、自分が嫌な思いをしたからではなく……利壱に火の粉が降りかかったせいだ。それは、思い上がりや自惚うぬぼれではないと、鈍にぶいと言われる利壱でもわかる。

　柾十司を激げき昂こうさせて殴らせた男に視線を移した利壱は、座っていたソファから降りて床に両りよう膝ひざをついた。

　うつむいていた男が、訝いぶかしそうな色を浮かべた目で利壱を睨んでくる。

「あなたは、柾十司くんが……『朝香柾人』が、すごく好きなんだってことはわかった。おれも、同じだから」

　利壱がなにを言おうとしているのか読めない、という顔で眉まゆを顰ひそめた男に、ギュッと拳こぶしを握って言葉を続けた。

「清廉で、ストイックで……孤高の天才？　確かに、『朝香柾人』はそうかもしれない。でもおれは、リビングを魔ま窟くつにして着ているものを脱ぬぎながら歩いて、プリンが好物で、一人じゃなかなか起きられない……我が儘ままな子供みたいな『朝霞柾十司』も好き。二ふた股またをかけてるみたいかもしれないけど、もし『朝香柾人』じゃなくなっても……なにも変わらない」

　淡たん々たんと語る利壱を、男は呆あつ気けに取られた顔で見ている。

　自分の想おもいを押しつけて、『朝香柾人』のことなどなにも考えていない人間に、ファンだと……理解できるなんて言われたくない。

「柾人のファンだって言うなら、殴らせるような……手が傷つく危険があるようなことを、させるなよっ！　殴られたあんたも痛いだろうけど、柾十司くんの手も痛かったんだ！」

　柾十司の手を握り、赤くなってるだろ！　と手の甲こうを見せつける。

　きっと、今の利壱は背中の毛を逆立てて威い嚇かくする猫ねこみたいに、ピリピリとした空気を纏まとっていて……吐はき出し切れない憤りが身体からだの内側をぐるぐる回っているみたいで、苦しい。

　柾十司の手を摑んだ指がみっともなく震ふるえる……と唇くちびるを嚙かんだところで、背後から長い腕の中に抱だき込まれた。

　ソファに腰かけたままの柾十司が、背中を屈かがめて利壱を胸むな元もとに抱き寄せている。

「よしよし、ちょっと落ち着け。おまえが俺を大好きだってことは、よーくわかった。……コイツを八分殺しにして手が後ろに回ったら、利壱が泣きそうだから今回は我が慢まんしてやる」

　子供か動物を、落ち着かせようとしているみたいだ。

　そっと腕を擦さすりながら、やんわりとした声で宥なだめられ……荒あら波なみの立っていた心が、不思議なくらい凪なぐのを感じる。

「ただ、今回だけだ。次にまた利壱を傷つけようとするヤツがいたら……絶対に許さねぇ。今すぐ殺された方がマシって目に、遭あわせてやる」

「おい……声と顔がマジだぞ」

「有言実行するに決まってるだろ」

　物ぶつ騒そうな発言を咎とがめた野々宮に、柾十司は間かん髪はつ容いれずに答えた。

　背後から抱きすくめられている利壱には、どんな顔をしているのかわからないが……目の前にいる男が顔色を失なくしていることから、想像はつく。

「で？　君は、どうオトシマエをつけるつもりかな？」

　野々宮に促うながされた男は、しばらく険しい顔で床ゆかを睨にらみつけていたけれど、しどろもどろに口を開いた。

「警察に突き出されても仕方ないし……業界にいられるわけない、ってこともわかってるよ」

　憑つき物が落ちた、とでも言うのだろうか。硬かたい表情で口にする男は、どんな処しよ罰ばつだろうと受け入れる……と全身で語っている。

　警察沙ざ汰たは、避さけたい。騒さわぎになれば『朝香柾人』が関係していると隠かくすことはできないだろうし、マスコミに変に探さぐられてあることないこと好きに書かれるのは腹立たしい。

　実弥子も、自身の事務所に所属するタレントを護まもりたいだろうし……利壱も『朝香柾人』を余計なことで煩わずらわせたくはない。

　柾十司と野々宮が許してくれて可能なら、ここにいる人間の中だけで収しゆう拾しゆうをつけたい。

「……柾十司くんに、もうなにもしない？　サスペンスであるみたいな、自分のものにならないなら殺してでも手に入れよう……とか」

「するかよ。……なんか、目が覚めた。柾人が、こんなに凶きよう悪あくな……なんだっけ、ロリコン？　だなんて……知らなかった」

　顔を背そむけて男が吐き出した言葉に、利壱は声もなく目を瞠みはった。

　凶悪なロリコン。ものすごい言われ様だ。

　すぐ傍そばに立っている野々宮をそろりと見上げると……顔を手で覆おおい、身体を捻って明後日あさつての方を向いていた。これは間違いなく、笑うのを耐たえている。

　背後の柾十司は……？　と、ゆっくり振ふり向いた利壱の目に、苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような顔という表情の、お手本みたいな様相の柾十司が映る。

「警察は、いいんじゃないかなぁ。おれはなんともないし、柾十司くんにももうなにもしないって言ってるし、このことは実弥子さんも知らないんだから……ここにいる全員が黙ってたら、誰だれにもわかんない」

「甘いな、利壱。なにをされたか忘れたのか？」

　大きな手が、背後から利壱の喉のどを摑つかむようにして触ふれてくる。

　首を絞められたことを、忘れるわけがない。本気で他人に殺意を向けられたのは初めてで、怖こわかったというのが本音だ。でも……結果として利壱は無事だし、怪け我がの功名と言うべきか、懸け念ねんしていた柾十司の周囲の不ふ穏おんな事態が解決したのだ。

　魂たましいが抜ぬけたようになっている男が、もうなにもしない……柾十司に対してその気がなくなった、という言葉も噓うそだとは思えない。

「これからの身の処し方として……具体的には？」

　静かな口調での野々宮の質問に、男はうつむいたままポツポツと答える。

「田舎いなかに帰るよ。実家、農家なんだ。その手伝いをする。都会は……もういいや」

「柾十司。ってことだけど？」

　利壱は、断罪できない。野々宮も、自分にはその権利がないと思っているはずだ。

　決定権を握にぎるのは、柾十司だ……と判断を振った野々宮に、背後から特大のため息が聞こえてくる。

「……あとから事実がバレたら、実弥子さんに罵ののしられるのは俺なんだぞ」

「柾十司くん」

　柾十司の腕うでを摑んで、もういいだろう……と目で訴うつたえる。眉まゆ根ねを寄せて利壱を見ていた柾十司は、チッと舌打ちをして「わかったよ」と声を上げた。

「二度と、俺と利壱の前に姿を見せるな。あと、利壱に謝っていないだろう」

「……そんなので、許す気？　オレ、自分がどれだけ最低なコトをしたか、自覚していないわけじゃないよ」

「当の利壱が、こんな目をしてるんだ」

　こんな目？

　どんな目をしているのか……自分ではよくわからない。でも、野々宮が苦く笑しようを滲にじませて腕を組んでいることからして、罰ばつを望んでいないことは伝わっているはずだ。

「ごめ……ん。すみませんでした。オレ、あんたが羨うらやましかったんだ。柾人のあんな顔、オレは一度も見せてもらえなかった……」

　床に額を擦こすりつけるようにして震える声で謝罪され、「もういいよ」と肩に手をかける。

　自分の知らない顔を、他ほかの人に向ける柾人……柾十司を想像すると、胸が苦しくなるのはわからなくはない。だからといって、利壱は他者を攻こう撃げきしようとは思わないけれど、この人なりに柾十司がすごく好きだったのだろうとも思う。

「甘いな」

「甘いね」

　柾十司と野々宮が声を揃そろえてそう零こぼしたのが聞こえてきても、利壱は「これでお終しまい」と男に顔を上げるよう促した。

　利壱は、甘いわけではない。

　自分には、柾十司が味方についてくれているから……赦ゆるすことができるのであって、ある意味ものすごく傲ごう慢まんなのだ。







《九》







　不ふ穏おん分ぶん子しである男が出て行ってからも、ピリピリした空気が残っているみたいだ。

　少しでも雰ふん囲い気きを変えたくて、少し甘めにココアを淹いれる。

「あの……どうぞ。野々宮さんも」

「ありがと。ココアなんて、久しぶりだなぁ」

　利壱がテーブルにマグカップを置くと、さっそく手を伸のばした野々宮が笑いかけてくる。

　その隣となりの柾十司は……仏ぶつ頂ちよう面づらでソファに腰こしかけたまま、動こうとしない。

「結局、ロケは？」

　ソファの前、ラグマットに腰を下ろした利壱は、当たり前のような顔でここにいる柾十司に首を傾かしげる。

　朝早く、タクシーで出かける柾十司を見送ったのは確かなのだ。なのに、どうしてここに？

「……柾十司。リーチくんに、話すからな。ごめん、噓です。彼が周辺をゴソゴソしていることはわかっていたから、ロケでここを空けるふりをして……リーチくんを実家に帰して、大おお捕とり物をする予定だったんだ。柾十司が警察沙汰にするのは忍しのびないって言うから、不法侵しん入にゆうやらの証しよう拠こを集めて示談に持ち込む……予定だったんだけど、まさかあんな暴挙に出るとは思わなかったな。リーチくん、巻き込んで危険な目に遭わせてごめん。リーチくんは、もうここを出ていると思っていたからさ……もっと早く、割り込むべきだった」

　膝ひざに両手をついた野々宮に頭を下げられて、いえいえ……と顔の前で手を振る。

　利壱にも、非がないわけではない。怪かい文ぶん書しよや駅で階段から落ちた際のことを、誰にも相談しなかったのだから。

　そのことを知っていたら、柾十司や野々宮は違ちがう方法を取ったに違いない。

「しっかし、く……くくく……凶悪なロリコン……ッ。あははははっ。朝香柾人がっ」

　男の台詞せりふを思い出したらしい野々宮は、身体からだを折って笑っている。あの場で我慢した分まで笑ってやろう……と言わんばかりの、遠えん慮りよのない爆ばく笑しようだ。

「いつまで笑ってんだよ」

「だって、あんまりにも的を射すぎてて……っ。鍵かぎつきクローゼットに隠してあるエンゼルちゃんグッズを見せたら、もっと手っ取り早く彼を幻げん滅めつさせられていたかもな。それに、後生大事に御お守まもりにしているパンダのマスコット。小学生だったリーチくんのお手製だって？　何年越ごしの片かた想おもいだよ。育つのを根気強く待ったのは褒ほめてやるけど……執しゆう念ねん深いなぁ。怖こえぇ」

「陽生っ。余計なこと、言ってんじゃねーよ！」

　目を吊つり上げた柾十司に後頭部を殴なぐられたのに、野々宮は笑えみを引っ込めようとしない。

　傍ぼう観かんしている利壱は……どうにも口を挟はさむことができなくて、手持ち無ぶ沙さ汰たを誤ご魔ま化かすようにココアに口をつける。

「あー……笑った笑った。まぁ、リーチくんを危険な目に遭あわせちゃったことを除けば、ほぼ計画通りかな。明日と明後日は、オフだろ？　思う存分、『新しん婚こんごっこ』から『ごっこ』を除いたイチャイチャを楽しんでくれ。いやぁ、互たがいにどれだけ相手が好きか、砂を吐はきそうなくらい見せつけられたなー……。ご馳ち走そうさまでした。しばらく甘かん味みはいいや」

「だから、おまえは余計なことを言うなって！」

「えーと、『新婚ごっこ』から、『ごっこ』を除いた……？」

　友人同士の、楽しそうなコミュニケーションを聞き流そうとしていた利壱だが、それは野々宮の口から出てはいけない台詞では？　と動きを止める。

　マグカップのココアを一気に飲み干した野々宮が、ソファから立ち上がって利壱の顔を覗のぞき込んできた。

「僕の渾こん身しんのシナリオ、どうだった？　激甘ラブストーリー、ちょっと楽しかった」

「あ、あれ？　野々宮さん……ハルミさん脚きやく本ほんのドラマ？　おれ、ハルミさんファンで、ほとんどのドラマや舞ぶ台たいを見させてもらってますけど、今までにあんまりない雰囲気……ですよね」

　柾十司が手にしていた、紙の束……自分たちが『新婚ごっこ』をするきっかけとなった、脚本を思い浮うかべる。

　ハルミノノという脚本家が手がけたにしては、ベタ……と言えば失礼かもしれないけれど、他愛たわいのない設定と登場人物像では。

　利壱は、訝いぶかしげな顔をしているはずだ。野々宮が、少しだけ気まずそうに目を泳がせる。

「あー……本物なら、ね。今回のは商業ベースのものじゃないから。柾十司が意外とヤレるなら、本気で書いてみようっかなぁ。幼妻にメロメロなむっつりすけべのエロ教師、ハマってた？」

「…………」

　絶句する利壱と、「さっさと出て行け！」と足元を蹴けりつけた柾十司に、野々宮は「ははは、お邪じや魔まみたいだから退散するよ」などと最後まで賑にぎやかに笑って、出て行った。

　シーン……と静まり返ったリビングに残ったのは、利壱と柾十司の二人だけで……なんとなく気まずい。

　野々宮が、いろいろと無責任に言い捨てていったせいだ。

「利壱」

　チラリと柾十司に視線を向けると、深く息をついて手招きされる。

　おずおずと立ち上がり、柾十司の前に立つ。大きな手が利壱の手首を摑つかみ……ゆっくりと引き寄せられた。

「わっ、柾十司くん。痛かった？　重いだろ」

　弾はずみで柾十司の膝の上に乗り上がった利壱は、慌あわてて肩かたに手をかけて身体を離はなす。それを許さないとばかりに、背中を抱だき寄せられた。

「脅きよう迫はく状とか……階段から落とされたとか、なんで、俺に黙だまってたんだ。信用できないか？」

「違う。そうじゃなくて、柾十司くんに危険がないならいいか……って。階段から落ちたのは、おれのただのドジかもしれないし……あ、実弥子さんには、相談しようと思ってた」

「だから、なんでそこで頼たよるのが俺じゃないんだよ。くそ、結局護まもれたのかどうか微び妙みようだし……自分に腹が立つ。やっぱり、もう一、二発殴るか蹴るかしておけばよかった」

　そっと首を撫なでられて、柾十司の悔くやしさが伝わってくる。

　柾十司に、泣きそうな顔をさせてしまった。その上、自分に腹が立つなどと言わせて……肩を落とす。

「ごめんなさい。おれが、柾十司くんを護りたかったんだ。なにもできないくせに、思い上がりだよね」

「……その心意気は、メチャクチャ嬉うれしいけどな。愛が伝わってくる」

「あ、愛……って」

「違うのか？」

　両手で頭を摑んで、至近距きよ離りで目を合わせてくる。

　そうして、利壱をからかっているのかと思っていた柾十司は……真顔だった。これまでに見たことのない、真しん剣けんで……少し不安そうな目で、利壱の様子を窺うかがっている。

　これは、愛いとしいものを見る眼まな差ざしだと知っている。

　ただ、演技ではなく……目の前にいる利壱に向けられたものだということが、信じられない。

「柾十司くんが好き、って言っても……引かない？　気持ち悪いって、嫌きらわれるかと思ってたけど」

「引くかよ。アイツに凄すごんだ利壱、格好よかった。一いつ生しよう懸けん命めいに、俺のことを考えていて……そうだな。『朝香柾人』と、二ふた股またをかけられてもいい」

「う……バカなこと言ったってわかってるから、忘れてよ」

「忘れるかよ。もったいない」

　空気が、甘ったるい。まだ、『新婚ごっこ』の続きなのかと……そんなふうに思ってしまうくらい、利壱を見る柾十司の目が優やさしい。

「おれ、柾十司くんのこと好きでもいい？」

「じゃなきゃ、困る。俺は……もっと前から好きだったからな。食べ頃ごろになるまで、待った甲か斐いがあった」

　予想もしていなかった言葉に、「え？」と目を見開いた。

　もっと前から？　好きだった？

「おまえだけ、なにもかも特別なんだ。おまえに格好いいって言ってもらいたくて、大嫌いな勉強も死ぬほどやった。偉えらそうなオッサンに嫌いやな思いをしても、それまでの俺なら相手を殴りつけるか投げ出すかしてたことでも……利壱に褒めてもらいたくて、乗り越こえることができたんだ。おまえがいなければ、『朝香柾人』は存在しなかった」

　柾十司の口から次々に出る言葉は、予想もしていなかったものばかりで……でも、噓うそではないと信じられる。あの、柾十司の頑がん張ばりの源が自分だなんて……恐おそれ多い。

　嬉しいのと、驚おどろいたのと、柾十司がどれだけ努力したのか……利壱が見ていたのはきっとほんの一いつ端たんで、それでも大変だったとわかるから、自分がその礎いしずえだと聞かされて泣きたいような気分になる。

「利壱が欲しいって実弥子さんに頼たのんだのは、アメリカに渡わたる前だ。そしたら、どんなことがあっても揺ゆらがない実力と……業界での地位を確立することが条件だって、言い渡された。おまえが高校を卒業する歳としだってわかってたから、実弥子さんに、そろそろ利壱をもらっていいかって聞いたんだ。そしたら、あんたの素すの姿を見せて嫌われなかったら……利壱がそれでもいいって言えばね、って言げん質ちを取った。……どうだ？」

　あの、暴君かと天てん井じようを仰あおいだ柾十司の言動を思い出す。

　あれが素の姿……で、利壱に嫌われなければ？　裏に、そんな思おも惑わくがあったなんて、信じ難がたい横暴さだったのに。

　頭の中で、いろんなものがぐるぐると駆かけ巡めぐっている。予想外の柾十司の『想い』を素直に喜ぶには、まだ現実感が伴ともなわない。

「新婚ごっこ……は？」

　恐る恐る、ここしばらく自分たちの日常を支配していた設定について、再さい確かく認にんを求める。

　野々宮の言い残した台詞せりふを考えると、あのドラマが実在するものか否いなか疑わしい。

　少しだけ気まずそうな目でチラリと利壱を見み遣やった柾十司が、諦あきらめたように白状する。

「あー……さすがにちょっと、決め手に欠けるかと思って……利壱が俺の顔を好きなのは知ってたけど、もっともっと特別に意識してもらいたくて、陽生に一話分だけ書いてもらった。利壱を落としたいから、偽にせ脚きやく本ほんを寄よ越こせって」

「それで、書いてくれたの？　プロが……ハルミノノさんがっ？」

「ああ。面おも白しろそうだから、いいよー……って」

　……頭が痛くなってきた。自分の周りには、まともな大人が一人もいないのではないだろうか。

「パンダのマスコット、って……キーケースの、ブサカワなやつだよね。あれ、なに？」

　野々宮は、なんだか意味深な言い方をしていた。

　お世辞にも、可愛かわいいとかお洒落しやれとは言えないくたびれたマスコットだが、柾十司が大切にしていることは想像がついて、でも……野々宮が口にした「リーチくんのお手製」には首を傾かしげる。

「憶おぼえてないかぁ。初めて、デカいオーディションに挑いどむって日の朝、おまえがくれたんだよ。家庭科の授業で作ったものだけど、ずっと柾十司くんのことだけを考えてた。思いがたっぷり詰つまった御お守まもりだ、って。あれだけ頑張ってたんだから大だい丈じよう夫ぶだよ……って笑え顔がおに、ガチガチの緊きん張ちようが解けた。その日のオーディションで、初めて名前と台詞のある役をもらえて……以来、俺の御守りだ。あれを手の中に包むと、不思議とどんな大おお舞ぶ台たいの前でも気持ちが落ち着くんだ」

「お、憶えて……ない」

　でも、自分でも知らないところで柾十司の支えになっていたのだとしたら、これほどファン冥みよう利りに尽つきることはないだろう。

　絶句した利壱に、柾十司が頰ほおを緩ゆるませる。

「好きだ、って言ってんだけど。もう、俺のものにしていい？」

　優しい笑みと共に、真っ直すぐに見み詰つめられて……息を吞のむ。顔面にどんどん血が集まるのはわかるのに、声が出ない。

　あまりのことに利壱が硬こう直ちよくしていると、柾十司が「なぁ」と顔を覗のぞき込んで返事を催さい促そくする。

　ここで、「ダメ」と顔を背そむけたらどんな反応をするだろう。

　そんな意地悪な思考がチラリと頭を過よぎったけれど、利壱が答えないせいか少し不安そうな目の柾十司は、ドラマや舞ぶ台たいでもまずお目にかかれないものだ。

　なんだか、とんでもなく可愛いのでは……と思えば、意地悪を実行することはできなかった。

「……好きだよ、柾十司くん。ずっと、昔……はお兄さんを慕したうような想おもいだったけど、いつからかな……なにげなく触さわられただけでドキドキする、好きになった。ハルミさんの脚本で落とされたのでも、柾十司くんの思惑に嵌はまったのでもないから！　これは、おれの感情だってことは、主張させてもらう。全部、柾十司くんのものにしていいよ」

　一気に口にすると、柾十司の顔が不安そうなものから晴れやかな笑みを浮うかべたものに変わる。

「凜り々りしいな、利壱。惚ほれ直しそ……」

　間近で目にする極ごく上じようの笑みに、今いま更さらながら心臓が猛もうスピードで脈打ち始めた。

　耳の奥で、ドクドク激しく脈打つ鼓こ動どうを感じながら……ぽつりと言い返す。

「いっぱい好きになって。おれは、たぶん……もっと好きだから」

　恥はずかしさのあまりそっぽを向こうとしたけれど、柾十司の手に動きを阻はばまれる。

　穏おだやかな微び笑しようを浮かべた、端たん整せいな顔が近づいてきて……この後なにが起きるかわかったから、ギュッと瞼まぶたを閉じて息を止めた。










　場所を柾十司の寝しん室しつに移し、明るい日の差し込む窓を遮しや光こうカーテンで覆おおう。

　それでも真っ暗にはならなくて、利壱の着ているものを手て際ぎわよく脱ぬがせていく柾十司の視線が居たたまれない。

　利壱を一糸まとわぬ姿にすると、ベッドに膝ひざ立ちになって自分が着ていたシャツを脱ぎ落とす柾十司から、ぎこちなく目を逸そらした。

　衣きぬ擦ずれの音……視界の端はしに映る柾十司の身体からだが、利壱の心しん拍ぱく数すうを際限なく上げていく。

「今度は、息を止めるなよ。真っ赤な顔になってて、ビックリしただろ」

　頰に指先で触ふれられて、ビクッと肩かたを震ふるわせた。唇くちびるにそっと親指を押しつけながらの言葉が、なにを指しているのかわからないわけがない。

　キス……なんて、慣れないのだから仕方がない。一度目は酔よった柾十司から不意打ちで奪うばわれた事故だったし、二度目も柾十司なのだ。

「だって、どうやって息をするのかよくわかんないし……柾十司くんに、嚙かみつきそうだよ」

「嚙んでくれてもいいから、ほら……口開けろ」

「……ん」

　色気がないとは、自分でもわかっている。

　でも、先ほどリビングのソファでキスをされた時、限界まで息を止めていた利壱に柾十司は呆あつ気けに取られた顔をして……「ここから教えなきゃならんのか」と、苦く笑しようを滲にじませた。

　せっかくだから、落ち着いて食わせろと言われて場所を柾十司の寝室のベッドに移したけれど、初歩だというキスのレッスンからで……その先は？

「息いき継つぎ、しろって。……そうそう。今度は、舌出して」

「んっ？　ぅ……ッ、ん」

　舌を覗かせた途と端たん、食いつかれたかと思った。

　やわやわと、濡ぬれた柔やわらかなものが絡からみついてきて……気持ちいい。頭が、ぼんやりとしてきた。

「ン……」

　長い口づけから解放される頃ころには、ほとんど思考力が残っていなかった。

　目の前がぼんやりと霞かすみ、柾十司に抱だき寄せられていなければベッドにぐったりと身を横たえていたに違ちがいない。

「目が、うるうるだな。気持ちよかったか？」

「う、ん。柾十司くんにされるの、全部気持ちい……よ」

　目め尻じりの涙なみだを指先で拭ぬぐいながら問われて、こくりとうなずく。

　キスも、こうして肩を抱だかれていることも……髪かみを撫なでる手も、なにもかも気持ちいい。

　どんなふうに、どんなことをされても気持ちいいしかなくて、柾十司に呆あきれられているのではないかと怖こわくなる。

「おれ、へん……？　変だって、嫌きらいにならな……」

「なるかよ、バカ。泣いても、困った顔も、可愛いだけだろ。もっと……ぐちゃぐちゃにしてやりたいくらいだ」

「し、していい。全部、なんでも柾十司くんだから……好きなだけ、で」　>>>♥

　もう、自分がなにを言っているのかわからなくなってきた。

　やっぱり、変なことを言っていると呆れられた？

　そう不安になって薄うすく目を開いたけれど、柾十司は熱を含ふくむ艶つやっぽい目で利壱を見み据すえていて……ホッとする。

「じゃあ、もっと触らせろ。おまえが自分で触ったことのない、奥の奥まで……全部」

「う……ん」

　いいとは言ったけれど、怖くないわけではない。

　でもそれは、柾十司になにをされるのだろうという不安ではなく、柾十司に触れられて自分がどうなってしまうか……予想もつかないせいだ。

「力抜ぬいてろよ。ここ……こっちも、触るから」

「ん、ぁ……」

　両膝を摑つかまれて、左右に割り開かされる。

　見ていられなくて咄とつ嗟さに目を閉じると、大きな手に反応しかけていた屹きつ立りつを包み込まれる感かん触しよくがより生々しくて……グッと奥歯を嚙んだ。

　そっと触れてきた柾十司が、「嫌いやがってないな。それなりに育ってて、一安心だ」と、ホッとしたように口にする。

　利壱はなんとも答えようがなく、目を閉じたまま緩く左右に頭を振ふった。

「ちょっと冷たいかな。……すぐ体温に馴な染じむから」

　少しだけベッドが揺ゆれて、柾十司が動いたことがわかる。それでも目を開けられない利壱は、柾十司の言葉の意味を身体で知ることになった。

「ぁ、ゃ、な……っに」

　思わず目を開いた利壱は、きっとものすごく不安そうな顔をしているのだろう。柾十司が額に唇を押しつけて、「大丈夫」と口にする。

「おまえに痛い思いをさせないように、な。天然由来成分。変なものは入ってないから」

「へ……ん、って、ぁ……ッ！」

　未知のぬめりを纏まとった指が、屹立に絡みつく。濡れた音が響ひびき、再び瞼を閉じて顔を背けた。

　同性同士の行こう為いが、どんなものか……まったく知らないわけではない。友人との雑談でそれとなく知識を得ているし、柾十司に触れたら……触れられたら、と一度も想像しなかったといえば噓うそになる。

　でも、現実は知識や想像とはかけ離はなれていた。

　こんなに居たたまれなくて、死ぬほど恥ずかしいなんて、誰だれも教えてくれなかった。

「力抜いてろ、って。俺の指……わかるだろ。嫌じゃなければ、もっと触らせろ。利壱……」

「ン、ン……ぁ、ゃ……なんか、熱い。カラダ……熱くて、おかし……くな、る」

　嫌なわけがない。柾十司の、あの長い指が触れて……と考えるだけで、背筋を悪お寒かんに似たものが這はい上がる。

「あ！　な……んか、なか……入っ、て。ゃ……な、に」

「んー……熱い、な。まだ、中指だけ……とろとろだから、人差し指も平気かな」

「ぁ、あ……ッん」

　ダメだ。息が苦しい。身体の熱がどんどん上がって……思考まで焼き尽つくすみたいだ。

　もう、なにをどうされていて自分がどんな痴ち態たいを晒さらしているのか、わからなくなる。

「や、柾十司く……ん。もう、なんかわかんな……これ以上、したら……おれ、融とけ……る」

「まだだろ。ここで引いてやれるほど、紳しん士しじゃねぇから。……ごめんな」

　ゆっくりと抽ちゆう挿そうしていた指の動きが止まり、抜き出されるのを感じる。

　どうして、ごめん？

　利壱は、引いてほしいとも謝ってほしいとも、思わない。ただ……自分だけが熱に溺おぼれるのは嫌なだけだ。

「ごめん、いらな……ぃ。もっと、柾十司くん、ほし……い。おれのこと、全部あげるから」

　両手を伸のばして、柾十司を求める。

　自分をあげるから柾十司を寄よ越こせと、そんな交こう換かん条件にはそぐわないものだと思う。でも、柾十司が熱を含む潤うるんだ目で食い入るように利壱を見据えているから、自分がものすごく特別なものになったみたいだ。　>>>♥

「利壱。……利壱。好きだ。おまえがいたから、今の俺があるんだ」

「ん……嬉うれし、ね。ずっと、いるから」

「ああ。おまえが見ててくれるなら、なんでもできる。俺のすべては、おまえのものだ」

「ぁ！　……ッ」

　言葉の終わりと同時に、想おもいのすべてを利壱に体感させようとするかのように身体を重ねてきた。

「ン、柾十司く……」

　熱くて……苦しいのに、離れられたくない。もっと、なにもかもぶつけてほしい。どんなものでも受け止めるし、ずっと……全部、見ているから。

　言葉にはできないけれど、熱っぽい息をつきながら見下ろしてくる柾十司と視線を絡ませて精いっぱい「好き」を伝える。

「利壱……」

　ポツリと利壱を呼んだ柾十司は、愛いとしさと灼しやく熱ねつの想いを孕はらむ目で利壱を見据える。

　激情を露あらわにしているはずなのに、どこか泣きそうな……頼たよりない色を滲ませていて、胸の奥に愛しさが込み上げる。

「好き、だよ。ぁ……柾十司くん」

　柾十司のこんな顔を見られるのも、自分だけの特権だったらいいのになぁ……と思いながら、広い背中をギュッと抱き締しめた。




　　　　□　□　□




　柾十司の腕うでの中に抱かれて、激しい鼓こ動どうが落ち着くのを待つ。

「あの、新しん婚こんサンの脚きやく本ほん……偽にせ物ものだった、って言ってたよね」

　ようやく平素の自分を取り戻もどしたところで、顔を上げてポツリと口にする。その途端、利壱の髪を弄いじっていた柾十司の手がピタリと動きを止めた。

「…………」

　柾十司は、気まずそうな顔で目を逸そらし……沈ちん黙もくが、答えだ。ただ、自他ともに認める『柾人オタク』の利壱にしてみれば、騙だまされたという憤いきどおりよりも残念な気分のほうが大きい。

「野々宮さんと、二人がかりで騙したな」

「り、利壱っ……それは、な」

　なんとか宥なだめようとしたのか、焦あせった様子で利壱の名前を呼んだ柾十司と目が合った。

「って怒おこらないから、願望を言ってみてもいい？」

　利壱が続けた台詞せりふに、柾十司は訝いぶかしげな顔で見み詰つめ返してくる。

　意識してとびきりの笑え顔がおを柾十司に向けた利壱は、あのね……と口を開いた。

「甘ーいベタな恋れん愛あいドラマで、幼妻を溺でき愛あいする先生役の柾十司くん……『朝香柾人』氏を、見てみたいなぁ。学校じゃ厳しくて堅かた物ぶつで、近寄り難がたいのに……家に帰ったら、奥さんにメロメロ。でも、生徒だから学校じゃ絶対に秘密ってやつ。お相手は、誰がいいかな。あんまり幼くない雰ふん囲い気きの、やっぱり清せい楚そな美少女がいい。ってなれば、うーん……ゆりあちゃんか……」

　指を折りながら、希望の相手役の名前を挙げていく利壱に、柾十司が複雑そうな顔でつぶやいた。

「おい、利壱……それは、俺に語ったところで実現不可能だと思うぞ」

「今度、野々宮さんにも話してみる。あと、あ……実弥子さんにも。ただの願望だから、実現しなくても仕方ないって思うよ。でも、柾十司くんと野々宮さん、悪い大人に騙されたんだって思ったままなのは嫌かな」

　ふふ……と含ふくみ笑いを漏もらして、「ね」と視線を絡からませる。

　柾十司は、天てん井じよう付近に視線を泳がせて……はぁ、と息をついた。

「まぁ、約束はできねーけど……陽生と話し合っておく。その前に、実弥子さんに一発殴なぐられに行くかな」

「なんで？」

「そりゃ、おまえを俺のものにしたからって宣言したら、無事じゃすまねぇだろ。誰だれ彼かれかまわず吹ふい聴ちようする気はないけど、実弥子さんには隠かくす気はないからな」

「う……ん。実弥子さんに隠し事は、できればしたくない」

　柾十司とは違ちがう意味で、特別な存在だ。それに、柾十司に対する利壱の『好き』は、コソコソ隠すような疚やましい想いでもない。柾十司も同じなのかと、胸の奥がじわっと熱くなる。

　さすがに、商品である顔を殴られたりはしないと思うけれど……足を踏ふみつけられるくらいのことは、あり得ないと言い切れない。

　二人とも利壱にとっては大切だから、どちらの味方もできない。

　複雑な思いで悩なやんでいると、柾十司が「それに」と続けた。

「さすがに、懲こりた。マンションを引っ越こす。……おまえ、どこの大学だっけ？　通学を考えたら、近いほうがいいよな。おまえの利便性を優先していいぞ。俺はタクシーを使うし、そのうち専属の運転手として役に立ってくれるだろう人材に、当てもあるしな」

　視線が、ずっと利壱に向けられたままだ。

　ということは、利壱の通学に便利な場所のマンションで……一人暮らしをする気では、ない？

　戸と惑まどいに利壱がなにも言い返せずにいると、柾十司は一人でどんどん話を進めていく。

「車はなにがいい？　デカいのより、小回りが利きくもので……ただ、軽は不安だな。明日か明後日あさつて、ショールーム巡めぐりをするか」

「ちょっと待って！　誰だれが乗る車っ？」

　さすがに黙だまっていられなくなった利壱は、柾十司の唇くちびるに手のひらを押しつけて言葉を封ふうじる。その手を握にぎった柾十司が、指先にキスを落として利壱と目を合わせた。

「……おまえ。俺は、国内での運転を実弥子さんから禁止されている」

　当然のように、車を買い与あたえる気か？

　色々と曝さらけ出したことで、箍たがが外れたのかもしれない。

　実弥子以上に、利壱を甘やかして過保護にするつもりでは……と怖こわいことが思い浮うかび、コクンと喉のどを鳴らした。

　ダメだ。ここは、自分がしっかりしなければ。

「そのあたりは、ゆっくり話し合おう。勝手に一人で決めないでよ？　怒るからね」

「ああ？　しゃーねぇな。全部、俺の好きにさせるんじゃなかったのか？　恋こい人びとは甘やかせろ」

「ソレとコレは別！　分不相応なものは、いらない」

　柾十司には申し訳ないけれど、遠えん慮りよなく尻しりに敷しかせてもらおうと密ひそかに決意して、ほんの少し憂うれいの滲にじむため息をついた。

　炊すい事じや掃そう除じといった生活の世話をしつつ、柾十司の思うように任せることなく適度に甘やかされるのは……簡単ではなさそうだ。







　あとがき




　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。『俺様俳優と蜜愛新婚ごっこ』をお手に取ってくださり、ありがとうございました！

　水あめレベルのどろどろに甘い飽和砂糖水を作るつもりでしたが、飽和というにはまだ余地がある気がします……。もっと修行を積んで、いずれまた飽和砂糖水作りに再チャレンジしようかと思います！　もう一つの心残りは、どこかで柾まさ十と司しに「利り壱いち、俺の天使」という恥ずかしい台詞せりふを吐はかせようとして、上手うまくタイミングを計れなかったことです……。

　かなりダメな大人なのに俺様格好いい柾十司と、まさに天使！　という可愛かわいい利壱を描いてくださった陵みささぎクミコ先生、本当にありがとうございました。口絵も、エロ可愛いかったです。

　とんでもなくお世話になりました、担当Ｋ様。恐ろしくいろいろとお手を煩わずらわせました。申し訳ございません。ありがとうございます。新たな年は、もう少し人としてなんとかします。

　ここまで読んでくださいまして、ありがとうございました。ただひたすらお互いが大好きな、もう勝手にしてください……という二人ですが、ほんの少しでも楽しんでいただけましたら、すごくすごく嬉うれしいです！　バタバタと慌あわただしくて、申し訳ございません。失礼致します。




　二〇一八年、年の瀬ですが奥付は新年ですね。本年もよろしくお願いします。真崎ひかる
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